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説

第
二
節
イ
ギ
リ
ス
法

第

二

節

大

陸

法

第

四

章

結

語

論

第
一
章

説

序

本
稿
は
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
(
法
一
六
七
号
)
で

い
わ
ゆ
る
少
数
株
主
の
監
督
是
正
権
と
し
て
商
法
四

O
六
条
ノ
二
が

新
た
に
認
め
た
解
散
判
決
請
求
権
、

に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
規
定
は
、
周
知
の
と
お
り
、
特
定
の
事
由
が
生
じ
(
四

O
六
条
ノ
二
第
一
項
一
号
・
二
号
〉
、

か
っ
、
「
己
む
こ
と
を
得
な
い
」
場
合

〈
一
項
本
文
〉
に
、
発
行
済
株
式
総
数
の
十
分
の
一
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
に
、
訴
を
も
っ
て
、
会
社
の
解
散
を
求
め
る
こ
と
を
認
め

た
も
の
で
あ
り
、
取
締
役
の
権
限
の
拡
大
に
対
応
し
て
、

株
主
の
地
位
強
化
と
少
数
株
主
の
保
護
を
目
標
と
し
た
改
正
の
一
環
と
し
て
、

株
式
会
社
の
団
体
性
と
多
数
決
支
配
を
必
ず
し
も
絶
対
視
し
な
い
で
、
あ
る
程
度
そ
の
組
合
的
性
格
を
も
承
認
す
る
ア
メ
リ
カ
法
の
考
え

方
を
と
り
入
れ
て
、
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
株
式
会
社
法
の
改
正
に
対
応
し
た
昭
和
二
六
年
の
有
限
会
社
法
の
改
正
(
法
二
一
四
号
)
で
、
有
限
会
社
法
に
も
同
じ
内
容

の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
(
有
七
一
条
ノ
二
)
。

し
か
し
、
株
主
に
解
散
判
決
請
求
権
を
認
め
た
こ
の
規
定
に
対
し
て
は
、
英
米
法
上
、
株
式
会
社
に
つ
い
て
解
散
判
決
制
度
が
認
め
ら

れ
る
の
は
、
会
社
を
本
質
的
に
株
主
の
契
約
的
結
合
と
す
る
治
革
的
思
想
に
よ
る
の
で
あ
り
、

か
か
る
思
想
を
も
た
な
い
わ
が
国
に
お
い

て
、
合
名
会
社
や
合
資
会
社
と
同
一
に
株
式
会
社
を
律
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
く
、
む
し
ろ
立
法
上
削
除
す
べ
き
で
あ
る
、

と
す
る
見

北法23(2・144)346
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解
が
出
さ
れ
、
ま
た
、
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
は
、
株
式
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
投
下
資
本
を
回
収
し
て
会
社
関
係
か
ら
離

脱
し
、
自
己
の
権
利
を
擁
護
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
別
に
、
解
散
判
決
請
求
権
を
認
め
る
の
は
、

と
の
批
判
が
あ
る
。

企
業
維
持
の
う
え
か
ら
も
妥
当
で
は

:
、
、

え
しそ
し
て
、
こ
れ
ら
の
見
解
・
批
判
は
、

昭
和
二
五
年
改
正
前
に
お
い
て
株
主
に
か
か
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、

合
名
・
合
資
会
社
の
よ
う
な
人
的
会
社
に
お
い
て
は
、
個
人
企
業
と
し
て
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
個
々
の
社
員
の
意
思
に
重
き
を
置
く

必
要
が
あ
っ
た
が
、

い
わ
ゆ
る
物
的
会
社
と
し
て
の
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
会
社
の
団
体
性
が
著
し
く
、
そ
こ
で
は
多
数
決
主
義
が
支

配
し
、
他
方
で
は
株
式
の
自
由
譲
渡
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
少
数
株
主
ま
た
は
個
々
の
株
主
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
会
社
の
解
散

を
認
め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。

(→ 

(
1
)

鈴
木
H

石
井
・
改
正
株
式
会
社
法
解
説
三
三
二
頁
、
大
隅
H

大
森
・
逐
条
改
正
会
社
法
解
説
五
三
二
頁
、
田
中
(
誠
)
・
確
定
改
正
会
社
法
解
説
二

O

O
頁。

(
2
)
小
町
谷
「
改
正
株
式
法
管
見
」
法
学
一
五
巻
四
号
三
五
|
一
二
六
頁
。
松
田
H
鈴
木
(
忠
)
・
条
解
株
式
会
社
法
下
六
三
七
頁
。

(
3
〉
小
町
谷
・
右
掲
三
五
頁
。

(
4
)

田
中
(
誠
)
・
右
掲
二

O
O頁
、
大
綱
H
大
森
・
右
掲
五
三
二
頁
。

株主の解散判決請求権

本
稿
の
第
一
の
目
的
は
、

株
主
に
解
散
判
決
請
求
権
を
認
め
た
商
法
四

O
六
条
ノ
二
の
規
定
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
場
合
に
適

そ
の
適
用
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
更
に
、
右
の
見
解
・
批
判
を
踏
ま
え
て
、

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

用
さ
れ
う
る
か
、

」
の
規
定
が
立
法
的
に

果
た
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、

叙
述
の
順
序
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
わ
が
法
に
お
け
る
解
散
判
決
制
度
の
適
用
範
囲
を
概
観
す
る
。

つ
ぎ
に
、
わ
が
法
の
適
用
範
囲
及
び
立
法
的
当
否
を
検
討
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
、
各
国
法
に
お
け
る
解
散
判
決
制
度
に

北法23(2・145)347



説

つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
こ
で
は
、
わ
が
国
の
制
度
が
、
ア
メ
リ
カ
法
に
な
ら
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、

解
散
判
決
制
度
が
い
か
な
る
治
革
と
背
景
に
も
と
，
つ
い
て
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
裁
判
所
で
具
体
的
に
い
か
な
る
場
合
に
適
用
さ
れ
、

ま
た

論

各
州
の
制
定
法
が
適
用
範
囲
の
明
確
化
の
た
め
に
い
か
な
る
解
決
を
な
し
て
い
る
か
、
が
主
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
が
、

イ
ギ
リ
ス
法
及
び

大
陸
法
諸
国
に
お
け
る
解
散
判
決
制
度
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
言
及
す
る
。

最
後
に
、

わ
が
法
と
各
国
法
と
の
解
散
判
決
制
度
の
比
較
検
討
が
な
さ
れ
、
本
稿
が
目
的
と
し
た
問
題
に
つ
い
て
結
論
が
述
べ
ら
れ

る。
な
お
、
解
散
判
決
制
度
は
、
ム
ロ
名
・
合
資
会
社
に
お
い
て
は
従
来
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で

七
条
〉
、
株
式
会
社
の
場
合
と
を
比
較
す
る
い
み
で
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
つ
い
て
も
参
照
し
て
行
く
。

(
商
一
一
一
一
条
・
一
四

(
1
〉
解
散
判
決
制
度
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
と
し
て
は
、
酒
巻
俊
雄
「
会
社
解
散
請
求
権
の
法
理
」
早
稲
田
法
学
四

O
巻
一
号
二
三
頁
(
昭
和
初
)
が

あ
る
の
み
で
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
先
に
私
は
、
中
小
規
模
の
株
式
会
社
に
関
す
る
法
理
論
或
い
は
立
法
の
必
要
性
が
、
商
法
学
の
重
要
な
現
代
的
課
題
と
し
て
論
議
さ
れ
て
い

る
わ
が
国
の
現
状
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
解
決
の
糸
口
を
与
え
る
べ
く
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
戦
後
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
(
円
一
B
。

g
円
吉
田

tg)

に
つ
い
て
の
法
理
論
或
い
は
立
法
論
が
数
多
く
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
を
め
ぐ
る
中
心
的
課
題
と
し
て

の
、
種
々
の
株
主
聞
の
合
意

(
ω
Z
2
F
9
5
2へ
お
円
。
0
5
2
T
)
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
法
が
、
閉
鎖
的
な
会
社
の
株
主
の
特
殊
な
地
位
を
考
慮
し
て
、

株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
積
極
的
な
解
決
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
(
「
会
社
支
配
と
株
主
聞
の
合
意

l
l
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
閉
鎖

的
株
式
会
社
を
め
ぐ
る
一
つ
の
課
題
と
し
て
」
北
大
法
学
論
集
一
二
巻
二
号
・
三
号
)
。
も
と
よ
り
、
先
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
閉
鎖

的
株
式
会
社
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
わ
が
法
に
お
け
る
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
そ
の
一
つ
の
発
展
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
解
散
判
決
制
度
が
、
株
式
に
市
場
性
が
な
く
或
い
は

定
款
で
株
式
の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
中
小
規
模
の
会
社
に
お
い
て
、
重
要
な
意
義
を
も
っ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

北法23(2・146)348
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第
二
章

わ
が
法
に
お
け
る
解
散
判
決
制
度
の
適
用
範
囲

株
式
会
社
は
、
株
式
を
基
礎
と
し
た
多
数
決
原
則
の
支
配
す
る
資
本
団
体
で
あ
り
、
株
主
は
、
株
主
総
会
の
多
数
決
に
よ
っ
て
企

業
運
営
に
関
す
る
大
綱
を
決
定
す
る
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
事
項
、
特
に
業
務
執
行
に
は
株
主
自
ら
当
ら
ず
、
総
会
の
多
数
決
に
よ
っ
て

前

提

問

題

選
任
し
北
司
締
役
に
こ
れ
を
委
ね
る
o

そ
し
て
、
こ
の
取
締
役
に
よ
る
執
行
に
つ
い
て
は
、
監
査
役
を
選
任
し
て
会
計
の
監
査
を
行
わ
し

め
る
ほ
か
、
株
主
自
ら
も
決
算
の
承
認
権
と
取
締
役
の
解
任
権
を
留
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
監
督
す
る
。

し
か
し
、
株
主
総
会
の
決
議
が
多
数
決
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

ま
た
、

株
式
所
有
の
分
散
ゃ
い
わ
ゆ
る
企
業
所
有
と
企
業
経
営
の
分
離
に

取
締
役
及
び
監
査
役
も
か
か
る
多
数
決
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
以

伴
っ
て
、
取
締
役
に
よ
る
経
営
権
の
強
化
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、

上
、
株
主
総
会
ま
た
は
取
締
役
に
よ
る
企
業
の
運
営
が
、

必
ず
し
も
常
に
妥
当
か
つ
合
法
的
に
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、

か
か
る
資
本
団

体
に
起
り
易
い
多
数
決
制
度
の
濫
用
、
支
配
・
多
数
株
主
の
横
暴
、
専
恐
に
対
し
て
、

各
個
の
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
が
生
じ
て

ノ
¥
ヲ
hv

。

(寸

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
は
、

株
主
に
よ
る
会
社
の
経
営
に
対
す
る
監
督
権
の
強
化
の
一
環
と
し

株主の解散判決請求権

て
、
新
た
に
、
取
締
役
・
監
査
役
の
解
任
請
求
権
(
商
二
五
七
条
三
項
・
二
八

O
条
)
、
代
表
訴
訟
提
起
権
(
二
六
七
条
)
、
取
締
役
・
清
算
人

の
違
法
行
為
の
差
止
請
求
権
(
二
七
二
条
・
四
二
一

O
条
二
項
)
、
帳
簿
閲
覧
権
(
二
九
三
条
ノ
六
)
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
株
主
の
監
督
是
正
権

に
属
す
る
多
数
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
も
、

(
S
)
 

て
、
少
数
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
、
純
粋
に
救
済
権
た
る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
権
利
と
共
通
の
性
質
を
有
す
る
共
益
権
の
一
種
で
あ
る
監
督
是
正
権
と
し

北法23(2・147)349



説

解
散
を
命
ず
る
裁
判
(
商
九
四
条
六
号
)
に
は
、
解
散
判
決
の
ほ
か
、
解
散
命
令
(
商
四

O
四
条
一
号
・
五
八
条
)
が
あ
り
、

強
制
的
に
会
社
を
解
散
せ
し
め
る
も
の
で
、
裁
判
所
の
後
見
的
作
用
が
強
く
み
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
が
、
前
者
は
、
株
主
の
救
済
を
目
的

と
し
、
訴
訟
事
件
と
し
て
判
決
で
私
益
の
対
立
を
解
決
す
る
制
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
公
益
の
維
持
を
目
的
と
す
る
制
度
で
、

非
訟
事
件
手
続
に
よ
る
決
定
で
な
さ
れ
る
点
で
、
基
本
的
に
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
解
散
命
令
の
制
度
は
、
会
社
制
度
が
濫
用
さ
れ
、
会

社
の
存
在
な
い
し
行
動
が
公
益
を
害
し
、
法
に
よ
っ
て
法
人
格
を
認
め
た
実
質
的
根
拠
を
有
し
な
い
と
き
、
そ
の
法
人
格
を
剥
奪
す
る
も

の
で
、
結
局
、
法
が
会
社
の
設
立
に
関
し
と
っ
て
い
る
準
則
主
義
に
伴
い
易
い
不
当
な
結
果
を
調
節
し
、
そ
の
弊
害
の
是
正
作
用
を
営
む

こ
と
を
そ
の
趣
旨
と
す
る
も
の
で
あ
ふ
せ
そ
し
て
、
解
散
命
令
は
、
会
社
の
対
外
的
問
題
と
し
て
請
求
権
者
の
範
囲
も
広
く
、
法
務
大
臣

ま
た
は
株
主
、
債
権
者
、
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
と
さ
れ
て
い
る
(
五
八
条
一
項
本
文
〉
。
ま
た
、
解
散
命
令
を
な
し
う
る
場
合
は
、
「
会

社
ノ
設
立
ガ
不
法
ノ
目
的
ヲ
以
テ
為
サ
レ
タ
ル
ト
キ
」
(
五
八
条
一
一
項
一
号
)
、
「
会
社
ガ
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
成
立
後
一
年
内
ニ
開
業

ヲ
為
サ
ズ
又
ハ
一
年
以
上
営
業
ヲ
休
止
シ
タ
ル
ト
キ
」
(
二
号
)
、
「
会
社
ノ
業
務
ヲ
執
行
ス
ル
社
員
又
ハ
取
締
役
ガ
法
務
大
臣
ヨ
リ
書
面

ニ
依
ル
警
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
-
一
拘
ラ
ズ
法
令
若
ハ
定
款
-
一
定
ム
ル
会
社
ノ
権
限
ヲ
胎
越
シ
若
ハ
濫
用
ス
ル
行
為
又
ハ
刑
罰
法
令
ニ
違
反
ス
ル

行
為
ヲ
継
続
又
ハ
反
復
シ
タ
ル
ト
キ
」
(
二
一
号
)
で
、
「
公
益
ヲ
維
持
ス
ル
為
会
社
ノ
存
立
ヲ
許
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
(
五

八
条
一
項
本
文
)
で
あ
る
。

な
お
、
解
散
命
令
の
制
度
が
実
際
上
は
殆
ん
ど
全
く
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
現
実
に
も
は
や
存
在
し
な
い
会
社
が
登
記

簿
上
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
事
例
(
い
わ
ゆ
る
休
眠
会
社
)
が
甚
だ
多
い
遺
憾
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
制
度
へ
の
期
待

も
強
調
さ
れ
て
い
勺
ま
た
最
近
、
一
定
期
間
全
く
登
記
が
行
わ
れ
て
い
な
い
会
社
に
つ
い
て
、
公
告
し
た
う
え
登
記
簿
を
閉
鎖
す
る
方

法
が
改
正
案
と
し
て
出
さ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

い
ず
れ
も

論

(
1
)

な
お
、
昭
和
四
五
年
一
一
一
月
一
一
一

O
日
に
法
制
審
議
会
商
法
部
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
「
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
及
び
そ
の
後
に
出
さ

れ
た
「
資
本
の
額
が
一
億
円
未
満
の
株
式
会
社
に
関
す
る
商
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
」
に
よ
る
と
、
資
本
額
一
億
円
以
上
の
大
会
社
で
は
、
監
査
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役
の
職
務
は
会
計
監
査
の
ほ
か
に
業
務
監
査
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
る
(
要
綱
第
一
ノ
一
)
。

監
査
役
制
度
の
改
正
に
関
し
て
は
、
味
村
「
株
式
会
社
監
査
役
制
度
改
正
要
綱
案
の
解
説
」
商
事
法
務
四
九
二
号
二
頁
以
下
、
矢
沢
・
商
法
改
正
の

諸
問
題
三
頁
以
下
、
同
・
注
釈
会
社
法

ω一二
O
頁
以
下
な
ど
参
照
。

(
2
)

昭
和
二
五
年
改
正
法
は
、
従
来
資
本
の
十
分
の
一
以
上
に
当
る
株
式
を
有
す
る
株
主
に
認
め
て
い
た
株
主
総
会
招
集
権
(
一
一
一
一
一
七
条
一
項
二
項
)
、
整

理
開
始
申
立
権
(
一
一
一
八
一
条
一
項
)
、
清
算
人
の
解
任
請
求
権
(
四
二
六
条
二
項
)
、
及
び
特
別
清
算
に
お
け
る
検
査
申
立
権
(
四
五
二
条
一
項
)
を
、
発
行

済
株
式
総
数
の
百
分
の
三
以
上
に
当
る
株
式
を
保
有
す
る
株
主
に
認
め
た
ほ
か
(
な
お
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
二
九
四
条
の
検
査
役
選
任
請
求
権
は
そ
の

ま
ま
の
要
件
で
認
め
て
い
る
)
、
新
た
に
本
文
に
掲
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
累
積
投
票
請
求
権
(
二
五
六
条
ノ
一
号
、
新
株
の
不
正
発
行
差
止
権
(
二
八

O

条
ノ
一

0
1
及
び
計
算
書
類
附
属
明
細
書
閲
覧
権
(
二
九
三
条
ノ
五
〉
を
認
め
て
い
る
(
も
っ
と
も
、
累
積
投
票
請
求
権
は
定
款
で
排
除
で
き
る
が
、

そ
の
場
合
に
も
発
行
済
株
式
会
社
総
数
の
四
分
の
一
以
上
に
当
る
株
式
を
有
す
る
株
主
に
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
る
(
二
五
六
条
ノ
四
)
。
な
お
、
前
掲
の

改
正
要
綱
の
-
追
加
と
し
て
昭
和
四
六
年
三
月
八
日
の
法
制
審
議
会
商
法
部
会
で
出
さ
れ
た
「
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
で
は
、
定
款
で

排
除
し
た
場
合
に
は
累
積
投
票
は
も
は
や
請
求
し
え
な
い
と
し
て
い
る
(
要
綱
第
一
九
)
)
。

株
主
に
こ
れ
ら
各
種
の
会
社
経
営
に
対
す
る
監
督
是
正
(
匡
正
)
的
権
利
が
認
め
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
矢
沢
「
株
主
の
地
位
の
強
化
」

法
曹
会
・
株
式
会
社
法
改
正
の
諸
問
題
九
六
頁
以
下
、
鈴
木
「
改
正
法
に
お
け
る
株
主
の
共
益
権
|

1
特
に
株
主
の
監
督
・
是
正
的
権
利
に
つ
い
て
」

法
協
六
八
巻
六
号
四
i
五
頁
・
商
法
研
究
E
l
l
-
会
社
法

ω四一
1
l
四
二
頁
、
大
隅
「
改
正
株
式
会
社
法
に
対
す
る
一
観
点
」
私
法
八
号
一
一
一
一
l
l
一
四
頁

・
商
法
の
諸
問
題
五
一

l
五
二
頁
、
実
方
「
少
数
株
主
権
の
濫
用
」
末
川
古
稀
記
念
・
権
利
の
濫
用
中
一
五
一

l
l
一
五
二
頁
参
照
。

(
3
〉
も
っ
と
も
松
田
博
士
は
、
代
表
訴
訟
提
起
権
、
取
締
役
の
違
法
行
為
の
差
止
請
求
権
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
株
式
な
る
債
権
を
保
全
す
る
た
め

の
権
利
で
あ
る
と
し
て
白
益
権
と
解
し
て
い
る
(
「
株
式
会
社
法
の
改
正
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
二
二
巻
三
号
二
ハ

l
一
七
・
二
三
・
一
二
五
頁
、
「
株
式

会
社
の
基
礎
理
論
」
四
五
・
一
九

0
・
五
三
四
頁
、
「
株
式
会
社
法
の
理
論
」
ニ
九
一
頁
、
「
会
社
法
概
論
」
一
四
四
・
一
四
七
頁
)
。
こ
の
見
解
に
従
え

ば
、
解
散
判
決
請
求
権
も
、
株
主
の
投
資
的
利
益
の
回
収
を
期
す
る
た
め
の
、
す
な
わ
ち
、
残
余
財
産
分
配
請
求
権
保
全
の
た
め
の
権
利
と
し
て
、
こ

れ
を
異
別
に
解
す
る
理
由
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
如
く
、
社
員
の
権
利
を
、
会
社
の
経
営
に
関
与
す
る
権
利
主
問

y
g
g
g
g三
円
。
】
白
邑

E
g
m
m
g
gご
、
財
産
的

権
利

2
5官
庁

g
q
江
市
叫
「
仲
間
)
、
救
済
的
及
び
附
随
的
権
利
(
耳
目

a
E
S
L
田
口
円
三
曲
ミ
ュ
聞
広
田
〉
の
三
種
に
分
類
す
る
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
が
(
大
隅

「
い
わ
ゆ
る
株
主
の
共
益
権
に
つ
い
て
」
会
社
法
の
諸
問
題
一
二
四
頁
、
田
中
(
誠
)
・
会
社
法
詳
論
上
一
一
一
二
三
l
二
三
四
頁
〉
、
こ
の
分
類
に
従
う
な
ら

株主の解散判決請求権

.. 
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説

ば
、
監
督
是
正
権
は
経
営
関
与
権
な
ら
び
に
救
済
的
権
利
の
範
隣
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
(
酒
巻
「
有
限
会
社
の
特
殊
性
と
社
員
の
地
位
強
化
に
関
す
る

法
規
整
」
早
稲
田
法
学
三
八
巻
一
・
一
一
冊
一
七
一
一
一
ー
ー
一
七
四
頁
〉
。

〈

4
)

非
訟
事
件
と
し
て
の
申
立
は
不
適
法
と
し
て
却
下
さ
れ
る
。
合
資
会
社
の
場
合
に
つ
き
、
東
京
控
決
明
治
三
五
年
六
月
一
八
日
新
聞
九
八
号
五
頁
、

大
阪
控
決
明
治
三
七
年
五
月
一
五
日
新
聞
一
二
四
号
二
二
頁
。
ま
た
、
決
定
の
形
式
に
よ
っ
て
裁
判
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
合
資
会

社
の
場
合
に
つ
き
、
金
沢
地
決
大
正
八
年
八
月
二
二
日
新
聞
一
六
一

O
号
一
七
頁
。

(
5
〉
も
っ
と
も
、
た
と
え
ば
当
該
の
事
実
が
五
八
条
一
項
三
号
と
の
関
連
で
反
社
会
性
を
有
し
、
し
か
も
同
条
の
い
わ
ゆ
る
公
益
は
必
ず
し
も
社
会
全
体

の
利
益
の
み
に
限
ら
ず
、
株
主
、
債
権
者
な
ど
の
会
社
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
人
の
一
般
的
利
益
で
も
差
し
支
え
な
い
と
解
す
れ
ば
(
鈴
木
H
石
井
・
改

正
解
説
三
二
九
頁
、
大
隅
H
大
森
・
逐
条
解
説
=
一
二
頁
〉
、
株
主
の
全
般
的
利
益
に
反
す
る
場
合
に
は
丙
制
度
の
適
用
に
該
当
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
そ
の
場
合
に
は
、
株
主
は
解
散
判
決
を
請
求
し
て
も
よ
く
、
五
八
条
に
い
う
利
害
関
係
人
と
し
て
解
散
命
令
を
請
求
し
て
も
よ
い
の
で
あ
っ

て
、
解
散
命
令
の
途
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
解
散
判
決
請
求
権
を
行
使
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
(
大
隅
H
大
森
・
前
掲
五
三
四
頁
、
富
山
・
注
釈
会

社
法
制
の

E
二
O
頁
、
島
・
注
釈
会
社
法

ω四
二
四
頁
)
。
株
主
が
他
の
救
済
方
法
を
有
し
て
い
る
場
合
に
解
散
判
決
請
求
権
を
行
使
し
う
る
か
否
か
の

一
般
論
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

な
お
、
わ
が
法
で
解
散
命
令
の
事
由
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
諸
外
国
で
解
散
判
決
を
請
求
し
う
る
場
合
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
(
た
と
え
ば

後
述
す
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
会
社
が
長
期
に
わ
た
っ
て
営
業
を
開
始
し
な
い
か
営
業
を
休
止
し
た
と
き
を
解
散
判
決
の
請
求
を
な
し
う
る

事
由
と
し
て
い
る
)
。

(
6
)

昭
和
二
五
年
改
正
法
で
、
解
散
命
令
に
つ
い
て
も
主
要
な
改
正
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
解
散
命
令
の
請
求
権
者
に
つ
き
検
察
官
を
法
務
総
裁
(
法

務
大
臣
)
に
改
め
た
こ
と
、
裁
判
所
の
職
権
に
よ
る
解
散
命
令
を
廃
止
し
た
こ
と
、
解
散
命
令
を
な
し
う
べ
き
場
合
を
明
確
に
し
た
こ
と
(
一
項
一
号

を
新
設
し
、
三
号
で
法
令
ま
た
は
公
序
良
俗
違
反
の
要
件
を
具
体
的
に
規
定
し
た
こ
と
)
で
あ
る
。

(
7
)

松
田
「
会
社
法
人
格
の
濫
用

l
会
社
解
散
命
令
へ
の
期
待
」
株
式
会
社
法
研
究
二
五
八
頁
以
下
、
鈴
木
・
新
版
会
社
法
二
四
一
頁
、
長
谷
部
・
裁
判

会
社
法
二
六
回
!
二
六
五
頁
。

(
8
)
昭
和
四
六
年
三
月
八
日
に
出
さ
れ
た
「
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
に
お
け
る
要
綱
第
二

O
「
休
眠
会
社
」
。

論

と
こ
ろ
で
、
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
社
員
の
持
分
は
非
個
性
的
な
均
等
単
位
と
し
て
の
株
式
の
集
積
と
し
て
構
成
さ
れ
、
株
主

北法23(2・150)352
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の
間
接
有
限
責
任
(
商
二

O
O条
一
項
)
、
株
式
の
自
由
譲
渡
性
(
二

O
四
条
一
項
本
文
〉
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

社
員
の
地
位
は
個
性
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
社
員
と
会
社
事
業
と
の
関
係
は
極
度
に
稀
薄
化
し
、
会
社
内
部
に
お
け
る
社
員
相
互

の
結
合
の
基
礎
と
し
て
も
、

ま
た
会
社
外
部
の
第
三
者
か
ら
す
る
会
社
事
業
へ
の
信
頼
の
基
礎
と
し
て
も
、

個
々
の
社
員
の
人
的
要
素
は

殆
ん
ど
問
題
と
さ
れ
ず
、

む
し
ろ
会
社
事
業
の
物
的
要
素
の
面
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
会
社
事
業
の
基
金
と
し
て
、

か
っ
、
会
社
債

権
者
に
対
す
る
担
保
と
し
て
、
会
社
に
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
純
資
産
額
を
示
す
計
算
上
の
数
額
で
あ
る
資
本
に
つ
い
て
、

る
資
本
確
定
の
原
則
、
資
本
充
実
お
よ
び
維
持
の
原
則
、
な
ら
び
に
資
本
不
変
の
原
則
が
、
株
式
会
社
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
こ

株
主
の
結
合
体
と
い
う
よ
り
も
そ
の
出
資
を
基
礎
と
す
る
物
的
要
素
の
結
合
体
と
し
て
の
性
格
が

い
わ
ゆ

と
に
な
る
。
実
際
上
、
株
式
会
社
は
、

強
く
、
こ
の
意
味
で
、
合
名
・
合
資
会
社
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
人
的
会
社
に
対
し
、
株
式
会
社
は
、

の
典
型
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
物
的
会
社
な
い
し
資
本
会
社

こ
の
こ
と
は
、
会
社
機
関
の
構
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
す
な
わ
ち
、
社
員
の
責
任
が
重
く
そ
の
個
性
と
会
社
と
の
関
係
が
密
接
な
人

的
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
社
構
成
員
す
な
わ
ち
企
業
所
有
者
と
し
て
の
社
員
が
同
時
に
企
業
の
経
営
に
あ
た
る
の
を
原
則
と
し

(
自
己
機

関)、

い
わ
ゆ
る
企
業
所
有
と
企
業
経
営
が
分
離
し
な
い
の
に
対
し
、
構
成
員
の
責
任
も
有
限
で
、

そ
の
個
性
と
会
社
と
の
関
係
が
稀
薄

企
業
所
有
者
で
あ
る
株
主
が
自
ら
企

ト)

で
、
し
か
も
、
通
常
は
そ
の
数
が
相
当
多
数
に
上
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、

株主の解散判決請求権

業
の
経
営
に
あ
た
る
こ
と
は
実
際
上
期
待
さ
れ
ず
、
社
員
資
格
と
機
関
資
格
と
の
関
係
づ
け
が
強
く
な
く
(
他
人
機
関
)
、

い
わ
ゆ
る
企
業

所
有
と
企
業
経
営
の
分
離
を
み
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
者
は
、
個
人
主
義
的
会
社
と
し
て
、

そ
の
性
格
上
会
社
意
思
の
決
定
は
全

員
一
致
を
原
則
と
す
る
と
と
も
に
、
会
社
内
部
関
係
で
は
私
的
自
治
が
広
く
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、

団
体
主
義
的
会
社
と
し

て
、
会
社
意
思
の
決
定
は
多
数
決
を
原
則
と
す
る
と
と
も
に
、
会
社
内
部
関
係
で
も
強
行
法
に
よ
る
干
渉
が
多
く
行
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
株
式
会
社
は
、
形
式
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、
実
質
的
な
意
味
に
お
い
て
も
社
団
で
あ
り
(
商
五
二
条
一
項
)
、

団
体
と
構
成 .' 
北法23(2・151)353
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員
と
の
関
係
が
濃
厚
で
、
構
成
員
が
組
合
的
契
約
関
係
に
よ
っ
て
結
合
す
る
人
的
会
社
と
異
な
り
、
団
体
と
構
成
員
と
の
関
係
が
稀
薄
で
、

論

団
体
と
構
成
員
と
の
聞
の
社
員
関
係
に
よ
っ
て
、
団
体
を
通
じ
多
数
決
に
よ
っ
て
間
接
に
結
合
す
る
団
体
で
あ
り
、

な
団
体
で
あ
る
。

社
団
性
が
最
も
顕
著

そ
こ
で
、
株
式
会
社
に
お
い
て
、
個
々
の
或
い
は
少
数
の
株
主
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
会
社
の
解
散
を
認
め
る
こ
と
は
、

株
式
会
社
の

団
体
性
(
社
団
法
人
性
)
と
多
数
決
支
配
に
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
認
め
る
に
し
て
も
、

そ
の
団
体
性
と
多
数
決
支
配
を
根
本

的
に
否
定
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
株
式
会
社
は
、
定
款
の
規
定
(
商
四

O
四
条
一
号
・
九
四
条
一
号
)
に
よ
る

ほ
か
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
自
主
的
に
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
(
四

O
四
条
二
号
〉
、
会
社
の
消
滅
と
い
う
最
も
重
要
な
事
項
を
決
定

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
特
別
決
議
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
(
四

O
五
条
)
、
株
主
が
解
散
を
望
む
な
ら
、
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
っ
て
解
散
を
求
め
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
ま
た
、
総
会
に
お
い
て
多
数
決
に
敗
れ
、
解
散
と
い
う
結
果
を
得
ら
れ
ず
、

そ
の
た

め
に
、
会
社
の
解
散
を
望
ん
で
い
た
一
部
の
株
主
が
不
利
益
を
受
け
た
と
し
て
も
、

株
式
会
社
が
多
数
決
団
体
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
当
然
に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

解
散
決
議
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
株
主
総
会
の
決
議
、
会
社
の
経
営
に
関
す
る
取
締
役
会
の
決
定
が
多
数
決
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

部
の
株
主
が
不
利
益
を
受
け
る
場
合
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
よ
う
。

更
に
、
株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
は
、
究
極
に
は
、
会
社
を
解
散
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
株
主
の
投
下
資
本
を
回
収
せ
し
め
、

そ
れ
に

よ
り
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
監
督
是
正
権
と
し
て
は
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、

こ
の
投
下
資
本
を
回
収
す
る
方
法

と
し
て
、
原
則
と
し
て
株
式
の
自
由
譲
渡
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
会
社
の
経
営
な
ど
に
不
満
を
い
だ
き

会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
を
望
む
株
主
に
解
散
を
認
め
る
必
要
性
は
、

重
要
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
せ

社
員
の
持
分
の
譲
渡
が
自
由
で
は
な
い
人
的
会
社
の
場
合
の
よ
う
に
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(
1
〉
人
的
会
社
と
物
的
会
社
の
区
別
の
標
準
と
し
て
は
、
あ
る
い
は
対
外
的
に
会
社
信
用
の
基
礎
が
社
員
た
る
人
に
あ
る
か
ま
た
は
会
社
財
産
に
あ
る
か

に
求
め
(
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
通
説
的
見
解
て
あ
る
い
は
対
内
的
に
社
員
の
地
位
の
移
転
の
難
易
に
求
め
る
見
解
も
あ
る
が
(
た
と
え
ば
フ

ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
通
説
的
見
解
)
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
社
員
個
人
と
会
社
企
業
と
の
関
係
の
一
面
を
と
ら
え
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
社
員
の
数
の
多

少
、
社
員
の
出
資
の
種
類
・
程
度
、
社
員
の
責
任
の
種
類
・
程
度
・
性
質
、
会
社
財
産
の
独
立
性
、
社
員
の
経
営
参
加
の
程
度
、
会
社
意
思
の
決
定
方

法
、
社
員
の
地
位
の
移
転
の
難
易
、
退
社
の
許
否
、
解
散
の
原
因
、
清
算
の
方
法
な
ど
、
会
社
内
外
の
法
律
関
係
の
全
般
か
ら
、
社
員
の
個
性
と
会
社

企
業
と
の
関
係
が
濃
密
で
あ
る
か
、
淡
疎
稀
薄
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
関
係
が
密
な
も
の
が
人
的
会
社
、
疎
な
も

の
が
物
的
会
社
と
言
わ
れ
て
い
る
(
田
中
(
耕
)
・
会
社
法
概
論
上
三
八
頁
、
大
隅
・
全
訂
会
社
法
論
上
二
三
頁
、
同
・
注
釈
会
社
法

ω一
一
一
頁
、
鈴
木
・

新
版
会
社
法
一
七
頁
)
。

〈
2
)

社
員
資
格
と
業
務
執
行
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
企
業
所
有
と
企
業
経
営
と
の
関
係
を
標
準
と
し
て
、
会
社
を
個
人
正
義
的
会
社
(
回
忌

E
E
L
Z
E
Z

。
自
己

-RFえ
な
ロ
)
と
団
体
主
義
的
会
社

(ro--常
広
三
件
再

Z
C虫
色
u
n
z
p
o
D〉
に
分
け
る
見
解
と
し
て
、
当

E
E
L
-
E
E品
。

Z
R
E
-
∞ι・
ケ
一
回
ω
一-

∞
弐
ω
同
町
・
な
お
、
西
原
・
会
社
法
(
商
法
講
義
E
)
〈
第
二
版
〉
一
七
頁
。

(
3
)

も
っ
と
も
、
鈴
木
教
授
は
、
株
主
の
個
性
を
よ
り
濃
厚
に
し
て
、
そ
れ
に
即
応
し
た
内
容
を
社
員
関
係
に
盛
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
な
意
味
で
、
株

式
会
社
を
組
合
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
社
員
関
係
も
組
合
に
お
け
る
成
員
相
互
間
の
関
係
が
変
貌
し
た
も
の
で
あ
り
、
株
主
の
地

位
の
内
容
に
も
株
主
相
互
聞
の
共
同
関
係
が
包
含
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
株
式
会
社
が
組
合
的
要
素
を
ま
っ
た
く
喪
失
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る

(
「
会
社
の
社
団
法
人
性
」
松
本
古
稀
・
会
社
法
の
諸
問
題
七
七
頁
・
商
法
研
究

E
1会
社
法

ω一
一
一
一
頁
、
「
共
益
権
の
本
質
」
法
協
六
二
巻
三
号
一
六
頁
)
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
は
、
株
主
相
互
間
の
共
同
関
係
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
義
誠
実
の
原
則
を
発
動
せ
し
め
、
議
決
権
の
濫
用
な
ど
を
抑
制
し

よ
う
と
す
る
意
図
で
出
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
株
式
会
社
組
合
説
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
松
田
「
社
員
権
否
認
論
に
反
対
す
る
新
鋭

に
つ
い
て
」
株
式
会
社
法
研
究
一
一
五
頁
以
下
、
同
・
株
式
会
社
法
の
理
論
一
四
三
頁
以
下
(
な
お
松
田
博
士
は
、
株
式
会
社
を
持
分
的
に
解
す
る
見

解
は
株
式
会
社
の
本
質
を
組
合
的
に
解
す
る
思
想
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
「
株
式
会
社
の
理
論
」
一
七
一
一
貝
)
。

な
お
、
株
式
会
社
の
、
社
団
性
が
最
も
濃
厚
で
社
団
構
成
員
た
る
株
主
の
個
性
が
問
題
と
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
資
本
を
中
心
と
す
る
団
体
た
る
性
格
な

い
し
実
体
を
把
え
て
、
特
に
株
式
会
社
を
財
団
と
し
て
精
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
株
式
会
社
が
単
な
る
人
的
結
合
体
と
認

識
す
る
こ
と
の
非
現
実
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
株
式
会
社
財
団
説
に
つ
い
て
は
、
八
木
・
株
式
会
社
財
団
論
一
頁
以
下
、
高

田
「
株
式
会
社
の
財
団
化
」
九
州
大
学
法
学
部
創
立
三

O
周
年
・
法
と
政
治
の
研
究
五

O
五
頁
以
下
。

株主の解散判決請求権

. 

.， 
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(
4
)

小
町
谷
博
士
は
、
更
に
、
「
株
主
は
差
止
請
求
権
及
び
代
表
訴
訟
提
起
権
を
有
し
、
自
己
の
権
利
を
擁
護
し
ろ
る
こ
と
、
加
え
て
、
重
要
決
議
に
つ

い
て
総
会
の
決
議
が
特
別
決
議
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
株
主
の
利
益
が
相
当
に
保
護
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
例
外
的
に
は
、
株
式
買

取
請
求
権
す
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
あ
げ
、
株
主
に
解
散
請
求
権
を
認
め
た
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
(
「
改
正
株
式

会
社
法
管
見
」
法
学
一
五
巻
四
号
三
五
頁
)
。

な
お
、
昭
和
四
一
年
の
商
法
改
正
で
、
株
主
が
と
く
に
株
券
の
所
持
を
欲
し
な
い
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
は
、
会
社
は
株
券
を
発
行
し
な
い
か
、
あ

る
い
は
会
社
の
配
慮
に
お
い
て
銀
行
ま
た
は
信
託
会
社
に
寄
託
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
(
二
二
六
条
ノ
二
)
、
ま
た
株
式
の
譲
渡
に
つ
い
て

は
、
定
款
を
も
っ
て
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
も
の
と
し
て
い
る
が
(
二

O
四
条
一
項
但
書
〉
、
株
主
が
と
く
に
株
券

の
不
所
持
を
申
し
出
な
い
か
ぎ
り
会
社
は
当
然
に
株
券
を
発
行
・
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
定
款
で
右
の
よ
う
な
制
限
を
定
め
な
い
か
ぎ
り
株

式
の
譲
渡
は
自
由
で
、
株
式
の
証
券
化
と
流
通
性
の
原
則
自
体
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。

論

ま
た
、
株
主
の
監
督
是
正
権
は
、
株
主
が
直
接
に
経
営
者
の
経
営
を
批
判
し
、
監
督
し
、

匡
正
す
る
強
力
な
手
段
で
あ
る
か
ら
、

株
主
の
個
人
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
ア
も
、

か
か
る
権
利
を
最
小
限
の
も
の
に
と
ど
め
る
こ
と
が
要

請
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

第
一
に
、

か
か
る
権
利
が
不
当
に
行
使
さ
れ
る
可
能
性
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
主
の
利
益
が
客
観
的
に
侵
害
さ
れ
て
い

そ
れ
だ
け
で
会
社
及
び
他
の
株
主
の
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
行
使
さ
れ
る
な
ら
ば
、

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
株
主
と
し
て
有
す
る
利
益
を
守
る
た
め
で
な
く
、

金
品
の
強
要
ま
た
は
自
己
の
株
式
の
買
取
強
要
の
手
段
と
し

て
、
い
や
が
ら
せ
の
方
法
と
し
て
、
あ
る
い
は
会
社
の
信
用
を
傷
つ
け
る
た
め
に
行
使
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、

か
か
る
権
利
行
使
の
効
果
が
、
各
個
の
株
主
の
割
合
的
な
利
益
範
囲
を
越
え
て
、
会
社
全
体
に
つ
い
て
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

た
と
え
ば
議
決
権
に
あ
っ
て
は
、
各
株
主
が
そ
の
持
株
数
に
応
じ
て
こ
れ
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
、

各
個
の
株
主
の
権

利
行
使
に
よ
っ
て
当
然
に
は
会
社
に
効
果
が
生
じ
え
な
い
の
に
対
し
、
こ
の
種
の
権
利
は
、
自
己
の
持
株
に
応
ず
る
部
分
に
つ
い
て
だ
け
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で
な
く
、
全
体
的
に
行
使
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
他
の
株
主
の
利
益
も
同
時
に
数
済
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
と

も
に
、
そ
の
行
使
の
結
果
、
会
社
・
他
の
株
主
に
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
勺

そ
こ
で
、
商
法
は
、
各
種
の
監
督
是
正
権
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
濫
用
さ
れ
る
こ
と
、

を
抑
制
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
勺
そ
れ
ら
は
、
各
権
利
に
つ
い
て
一
様
で
は
な
い
が
、
権
利
を
行
使
し
う
る
株
主
の
資
格
を
制

あ
る
い
は
理
由
な
く
不
当
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
、

限
す
る
方
法
(
そ
れ
に
は
一
定
数
以
上
の
株
主
た
る
こ
と
を
要
求
す
る
方
式
と
、
一
定
期
間
以
上
株
主
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
方
式
が

あ
る
)
、
権
利
を
行
使
し
う
る
場
合
、
及
び
権
利
を
行
使
し
え
な
い
場
合
を
相
当
具
体
的
に
列
挙
す
る
方
法
、
権
利
行
使
に
つ
き
担
保
供

ら与
れ義
よ務
う?を
。乙認

め

ま
た
散
訴
原
告
に
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
き
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
担
せ
し
め
る
方
法
、

な
ど
が
挙
げ

そ
し
て
、
解
散
判
決
請
求
権
に
つ
い
て
も
、

か
よ
う
な
目
的
の
た
め
の
措
置
が
必
要
と
な
る
が
、
解
散
判
決
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
監

督
是
正
権
に
属
す
る
他
の
諸
制
度
に
比
し
て
、
特
に
厳
格
な
制
限
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
け
だ
し
、
代
表
訴
訟
、

取
締
役
の
違
法

行
為
の
差
止
請
求
な
ど
の
諸
制
度
が
、
会
社
の
存
在
を
前
提
と
し
て
株
主
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
解
散
判
決
の

制
度
は
、
会
社
の
解
散
と
い
う
非
常
手
段
に
よ
っ
て
株
主
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
勺
)
会
社
そ
の
他
の
関
係
者
に
及
ぼ
す
影
響

が
す
こ
ぶ
る
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

株主の解散判決請求権

(
1
)

た
と
え
ば
、
会
社
法
上
の
訴
権
と
し
て
の
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
に
つ
き
、
取
消
の
原
因
が
な
い
の
に
決
議
取
消
の
訴
が
提
起
さ
れ
れ
ば
、
会
社

は
そ
れ
に
よ
っ
て
会
社
の
信
用
が
損
わ
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
そ
の
理
由
な
き
こ
と
を
争
う
た
め
に
費
用
の
支
弁
を
要
す
る
な
ど
の
不
利
益
を
受
け
ざ
る

を
え
な
い
の
で
あ
る
。

(

2

)

こ
れ
は
、
競
業
者
が
会
社
の
秘
密
を
探
る
意
図
で
、
あ
る
い
は
そ
の
秘
密
を
他
に
流
用
す
る
た
め
に
帳
簿
閲
覧
権
を
行
使
す
る
場
合
を
考
え
れ
ば
、

明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
、
株
主
と
し
て
の
権
利
行
使
が
目
的
な
の
モ
は
な
く
、
経
営
者
に
対
す
る
威
圧
や
会
社
の
撹
乱
を
武
器
、
と
し
て
、
不
当
な
高
価
で
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説

買
占
め
株
を
会
社
側
に
引
取
ら
し
め
る
目
的
で
行
な
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
買
占
屋
」
に
よ
る
会
社
荒
し
の
手
段
と
し
て
、
各
種
の
監
督
是
正
権
が
濫

用
さ
れ
る
危
険
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
方
・
前
掲
・
権
利
の
濫
用
中
一
五
五
頁
。

(
3
〉
た
と
え
ば
、
代
表
訴
訟
を
提
起
し
た
株
主
の
や
り
方
が
悪
い
た
め
敗
訴
し
、
客
観
的
に
は
存
在
し
て
い
た
会
社
の
権
利
を
無
に
帰
し
め
た
よ
う
な
場

合
が
考
え
ら
れ
る
。

(
4
)

こ
れ
に
対
し
て
、
少
数
株
主
権
が
共
益
権
と
し
て
、
株
主
個
人
の
利
益
の
た
め
で
は
な
く
し
て
会
社
そ
の
も
の
の
利
益
の
た
め
に
行
使
す
べ
き
公
的

性
質
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
従
え
ば
、
少
数
株
主
権
と
さ
れ
て
い
る
監
督
是
正
権
が
、
株
主
の
個
人
的
利
益
の
た
め
に
行
使
さ
れ
て
会
社
そ
の

も
の
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
、
を
防
止
す
べ
き
こ
と
が
最
も
徹
底
的
に
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
田
中
(
耕
)
・
改
正
会
社
概
論
(
昭
川
〉
五
二
四
頁
、

松
田
・
株
式
会
社
の
基
礎
理
論
四
七
頁
、
同
・
株
式
会
社
法
の
理
論
三
二
頁
、
実
方
・
会
社
法
学
E
二
三
三
頁
〉
。

(
5
)

帳
簿
閲
覧
権
に
つ
い
て
、
株
主
た
る
権
利
の
確
保
も
し
く
は
行
使
に
関
し
、
調
査
を
な
す
た
め
で
な
く
請
求
し
た
場
合
、
及
び
会
社
の
業
務
の
運
営

も
し
く
は
株
主
共
同
の
利
益
を
害
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
(
二
九
三
条
/
七
、
一
号
。
な
お
、
四
号
)
、
及
び
、
競
業
者
が
会
社
の
秘
密
を
探
る
意

図
で
も
し
く
は
そ
の
秘
密
を
他
へ
売
り
込
む
た
め
に
請
求
す
る
場
合
(
二
号
・
三
号
)
に
、
会
社
が
そ
の
請
求
を
拒
み
う
る
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の

最
も
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

そ
の
他
の
方
法
と
し
て
は
、
少
数
株
主
に
よ
る
株
主
総
会
の
招
集
請
求
の
手
続
と
し
て
書
面
行
為
た
る
こ
と
を
要
求
し
(
一
二
二
七
条
一
項
)
、
ま
た
少

数
株
主
が
招
集
す
る
に
は
裁
判
所
の
許
可
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
(
同
条
二
項
)
、
馴
合
訴
訟
に
よ
る
株
主
の
代
表
訴
訟
提
起
権
の
濫
用
を
抑
制
す
る

た
め
に
再
審
の
制
度
を
設
け
て
い
る
こ
と
(
二
六
八
条
ノ
三
)
、
事
後
措
置
と
し
て
、
会
社
荒
し
の
手
段
と
し
て
少
数
株
主
権
を
濫
用
し
た
者
に
罰
則
を

課
し
て
い
る
こ
と
(
四
九
四
条
一
項
二
号
〉
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
列
挙
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
鈴
木
・
前
掲
・
法
協
六
八
巻
六

号
一
七
頁
以
下
、
実
方
・
前
掲
・
権
利
の
濫
用
中
一
六
三

l
一
六
四
頁
、
西
原
「
株
主
権
の
濫
用
と
そ
の
対
策
」
商
事
法
研
究
第
二
巻
九
三
頁
以
下
参

照。

(
6
)

解
散
を
請
求
す
る
訴
は
、
会
社
を
被
告
と
す
る
形
成
の
訴
で
あ
り
、
裁
判
所
の
解
散
判
決
は
創
設
的
効
力
を
有
す
る
形
成
判
決
で
あ
る
(
大
隅
H
大

森
・
逐
条
解
説
五
三
四
頁
、
鈴
木
・
新
版
会
社
法
二
四
一
頁
、
石
井
・
会
社
法
下
三
七
一
頁
〉
。
そ
し
て
、
原
告
が
勝
訴
し
、
解
散
判
決
が
確
定
す
る

と
、
会
社
は
当
然
解
散
し
て
清
算
段
階
に
入
る
(
四

O
四
条
一
号
・
九
四
条
六
号
〉
。
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さ
て
、
株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
株
式
会
社
の
団
体
性
(
社
団
法
人
性
)

と
多
数
決
支
配
に
矛
盾
す
る
こ

と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

及
び
、
一
濫
用
的
に
行
使
さ
れ
る
危
険
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
制

限
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

解
散
判
決
請
求
権
は
、
会
社
を
相
手
方
と
す
る
訴
に
よ
っ
て
の
み
主
張
し
え
、

ら
の
効
果
も
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
商
法
は
.
ま
ず
、
解
散
請
求
を
な
し
う
る
者
を
、

裁
判
外
で
会
社
或
い
は
他
の
株
主
に
請
求
し
て
も
何

合
名
・
合
資
会
社
に
お
い
て
は

各
社
員
が
な
し
う
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
(
一
一
一
一
条
一
項
・
一
四
七
条
)
、

発
行
済
株
式
総
数
の
十
分
の
一
以
上
に
当
る
株
式
を
保
有

し
て
い
る
株
主
に
制
限
し
、

」
れ
を
少
数
株
主
権
と
し
て
い
る
(
四

O
六
条
ノ
ニ
第
一
項
)
。

l寸

こ
れ
は
、
各
個
の
株
主
に
認
め
る
と
き
は
、
濫
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
う
え
、
株
式
会
社
の
団
体
性
か
ら
し
て
、

を
左
右
し
う
る
た
め
に
は
そ
の
利
益
が
余
り
に
も
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
月
。
旧
法
は
、
少
数
株
主
権
と
し
て
保
有
す

べ
き
株
式
数
の
割
合
を
、
一
律
に
「
資
本
の
十
分
の
一
以
上
に
当
る
株
式
を
有
す
る
株
主
」
と
し
て
い
た
が
、
現
行
法
は
、
発
行
済
株
式

総
数
の
百
分
の
三
以
上
、
十
分
の
一
以
上
、
四
分
の
一
以
上
の
三
段
階
に
分
け
、
累
積
投
票
請
求
権
を
除
け
ば
、
少
数
株
主
権
の
要
件
を

著
し
く
緩
和
し
、
こ
の
点
か
ら
も
全
般
的
に
株
主
の
保
護
を
強
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
問
解
散
判
決
請
求
権
に
つ
い
て
、
十
分
の
一
以

上
と
い
う
か
な
り
高
い
比
率
を
要
件
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
、
こ
の
請
求
権
が
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
意
図

が
う
か
が
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
更
に
、
こ
の
請
求
権
の
行
使
の
効
果
が
会
社
全
体
に
及
び
、
会
社
の
解
散
と
い
う
、
会
社
の
内
外
の
関

係
者
に
重
大
な
影
響
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
釘
し
そ
し
て
、

そ
も
そ
も
会
社
の
運
命

株主の解散判決請求権

少
数
株
主
権
に
つ
い
て
の
規
定
は

一
般
に
強
行
規
定
と
解
さ
れ
、
こ
の
株
式
保
有
要
件
を
定
款
を
以
て
加
重
す
る
こ
と
は
、
必
要
以
上
に
株
主
の
権
利
を
制
限
す
る
こ
と
に
な

軽
減
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

る
か
ら
許
さ
れ
な
い
が
、
株
式
保
有
要
件
が
設
け
ら
れ
た
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、

な
お
、
株
主
の
資
格
を
制
限
す
る
方
法
と
し
て
は
、
株
式
保
有
数
に
よ
る
ほ
か
に
、
株
式
保
有
期
間
に
よ
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、

y 

解
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説

散
判
決
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
発
行
済
株
式
総
数
の
百
分
の
三
以
上
に
当
る
株
式
を
保
有
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
少
数
株
主
権
(
一
一
一
一
一

七
条
・
二
五
七
条
三
項
・
二
八

O
条
・
三
八
一
条
ノ
一
・
四
二
六
条
ノ
ニ
・
四
五
二
条
ノ
二
)
、
及
び
代
表
訴
訟
提
起
権
、
取
締
役
の
違

法
行
為
の
差
止
請
求
権
の
よ
う
な
株
式
保
有
期
間
の
制
限
が
な
い
の
で
、
こ
の
点
で
は
、
権
利
の
行
使
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
株
式
保
有
要
件
を
厳
格
に
し
た
こ
と
の
均
衡
上
、
こ
れ
を
設
け
な
か
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
勺

論

と
こ
ろ
で
、
こ
の
発
行
済
株
式
総
数
の
十
分
の
一
以
上
と
い
う
株
式
保
有
要
件
を
株
主
一
人
で
充
た
す
と
き
は
、

請
求
し
う
る
こ
と
は
無
論
で
あ
る
が
、
一
人
で
は
不
足
し
て
い
て
も
、
数
人
の
持
株
数
を
合
わ
せ
て
要
件
を
充
た
す
と
き
は
、
持
株
数
制

限
の
趣
旨
は
そ
れ
で
充
分
に
達
し
う
る
か
ら
、
権
利
行
使
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
場
合
に
は
、
そ
の
数
人
が
共
同
し
て
訴
を
提
起
で
き
れ
↑

そ
の
株
主
が
単
独
で

ま
た
、
こ
の
発
行
済
株
式
総
数
の
う
ち
に
は
、
議
決
権
な
き
株
式
の
数
も
算
入
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
解
散
判
決
請
求
権
は
、

必
ず
し
も
株

主
総
会
に
お
け
る
決
議
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
会
社
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
株
主
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
株
式
保
有
要
件
は
、
訴
提
起
の
と
き
の
み
な
ら
ず
、
判
決
確
定
の
と
き
ま
で
引
続
き
充
た
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に
申
立
(
原
告
)
株
主
中
に
そ
の
株
式
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
他
に
譲
渡
し
た
者
が
あ
っ
て
、
総
持
株
が
法
定

数
を
割
る
に
到
る
と
き
は
、
請
求
権
は
失
わ
れ
ヲ
句
取
締
役
が
株
主
で
あ
る
場
合
、

そ
の
者
が
株
主
と
し
て
解
散
判
決
請
求
権
を
行
使
で

き
る
か
、

は
問
題
と
な
ろ
う
。
取
締
役
は
取
締
役
と
し
て
業
務
の
執
行
や
財
産
の
管
理
の
適
正
を
は
か
る
べ
き
で
あ
り
、

そ

の

者

に

別

に
監
督
是
正
権
と
し
て
の
解
散
判
決
請
求
権
を
行
使
せ
し
め
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
解
散
判
決
が
必
要
と
な
る
の
は
、
実
際
上
は
役
員
聞
に
意
見
の
対
立
が
あ
っ
て
、
解
散
に
よ
る
以
外
に
は
打
開
の
途
が
な
い
場
合
が

多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
取
締
役
で
あ
る
者
も
、
株
主
と
し
て
解
散
判
決
を
請
求
す
る
訴
を
提
起
で
き
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
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， 

調‘

!寸

(
1
〕
講
求
の
相
手
方
は
会
社
で
あ
っ
て
、
個
人
た
る
株
主
で
は
な
い
こ
と
に
つ
き
、
合
資
会
社
の
場
合
に
関
し
て
、
大
判
明
治
三
七
年
四
月
一
一
一
一
日
民
録

一
O
巻
五
一
一
一
一
頁
、
東
京
地
判
昭
和
三
年
七
月
六
日
法
律
新
報
一
六
八
号
二
二
頁
。

(

2

)

後
述
す
る
大
阪
地
判
昭
和
三
五
年
一
月
一
一
一
一
日
(
下
級
民
集
一
一
巻
八
五
頁
)
は
、
解
散
判
決
議
求
権
が
訴
に
よ
っ
て
の
み
主
張
し
う
る
趣
旨
に
つ

い
て
、
「
少
数
株
主
に
よ
る
株
式
会
社
解
散
請
求
権
は
、
少
数
株
主
の
利
益
保
護
の
必
要
か
ら
、
商
法
四

O
六
条
の
二
に
よ
っ
て
特
に
認
め
ら
れ
た
制

度
で
あ
る
が
、
株
式
会
社
の
多
数
決
団
体
た
る
性
格
と
矛
盾
し
、
ま
た
関
係
者
に
お
よ
ぼ
す
影
響
の
大
な
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
訴
に
よ
っ
て
の
み

可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
し
」
と
述
べ
、
「
ま
た
そ
の
判
決
は
形
成
判
決
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
力
は
第
三
者
に
ま
で
画
一
的
な
拘
束
力
を
も
ち
、
こ

の
解
散
判
決
が
確
定
し
た
と
き
は
登
記
所
は
裁
判
所
の
嘱
託
に
よ
っ
て
そ
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
非
訟
事
件
手
続
法
第
一
九
三
条
ノ
二
第

三
項
と
か
ら
、
請
求
の
認
諾
は
で
き
な
い
と
す
る
(
こ
の
点
の
判
旨
の
評
釈
と
し
て
、
大
森
・
痛
事
法
務
二
四
三
号
一
四
頁
、
五
十
部
・
商
判
研
昭
和

三
五
年
度
四

O
事
件
参
照
)
。

(
3
)

鈴
木
H
石
井
・
改
正
解
説
三
三
三
頁
、
大
隅
H
大
森
・
逐
条
解
説
五
三
三
頁
。

(
4
)

二
五
年
改
正
法
が
、
少
数
株
主
権
の
比
率
の
基
準
と
し
て
従
来
用
い
て
い
た
資
本
の
代
り
に
、
発
行
済
株
式
総
数
を
採
用
し
た
の
は
、
無
額
面
株
式

及
び
援
権
資
本
制
度
を
採
用
し
た
た
め
で
あ
る
(
松
田
「
株
式
会
社
法
の
改
正
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
二
二
巻
三
号
一
二
・
二
八
頁
)
。

(
5
)

従
来
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
少
数
株
主
権
の
株
式
保
有
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
は
、
取
締
役
の
経
営
権
の
強
化
に
即
応
し
て
改
正
法
が
企
て
た
、

株
主
の
地
位
強
化
の
具
体
的
な
現
わ
れ
と
言
い
う
る
が
、
更
に
、
株
式
会
社
の
規
模
の
鉱
大
に
伴
っ
て
株
式
の
分
散
が
進
展
し
た
こ
と
、
及
び
財
関
解

体
な
ど
に
よ
る
株
式
民
主
化
に
よ
り
株
式
が
大
衆
化
し
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
(
問
咲
「
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
概
説
」
法
門
会
・

株
式
会
社
法
改
正
の
諸
問
題
六
頁
)
。

(
6
)

も
っ
と
も
、
昭
和
二
四
年
八
月
一
一
一
一
日
に
法
制
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た
要
綱
に
よ
れ
ば
、
解
散
判
決
請
求
権
は
各
株
主
に
認
め
ら
れ
て
い
た
(
要
綱

第
四
十
四
)
。

(
7
)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
鈴
木
・
前
掲
・
法
協
六
八
巻
六
号
一
九
頁
。

(
8
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
帳
簿
閲
覧
請
求
権
、
検
査
役
選
任
請
求
権
、
取
締
役
の
解
任
請
求
権
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
軽
減
に
つ
い
て

は
争
い
が
あ
る
。
そ
し
て
一
説
は
、
定
款
変
更
の
決
議
の
要
件
を
軽
減
し
え
な
い
こ
と
と
同
様
に
解
す
べ
き
と
し
て
、
軽
減
を
認
め
な
い
が
(
松
田
H

鈴
木
(
忠
)
・
条
解
株
式
会
社
法
下
四
五
八

l
四
五
九
頁
、
中
馬
・
注
釈
会
社
法
制
四

O
一
頁
)
、
反
対
説
は
、
株
式
保
有
要
件
を
絶
対
的
な
も
の
と
し

て
軽
減
も
許
さ
な
い
、
と
解
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
意
味
で
、
少
数
株
主
権
の
規
定
を
片
面
的
強
行
規
定
と
解
し
て
い
る
(
河
木
・
注
釈

株主の解散判決請求権
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説

会
社
法
制
五
三
頁
、
和
座
・
注
釈
会
社
法
的
三
八
二
頁
)
。

(
9
〉
も
っ
と
も
、
株
式
保
有
期
間
に
よ
る
制
限
は
、
濫
用
的
に
行
使
す
る
意
図
を
以
て
株
式
を
取
得
す
る
者
に
対
処
す
る
方
法
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
有
効

で
あ
る
か
疑
問
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
一
定
期
間
内
い
か
に
利
益
保
護
の
必
要
が
あ
っ
て
も
権
利
行
使
の
可
能
性
が
奪
わ
れ
る
点
で
も
、
妥
当
性
が
疑

わ
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
鈴
木
・
前
掲
・
法
協
六
八
巻
六
号
二

O
頁)。

(
閃
)
石
井
・
会
社
法
下
三
七

O
頁
、
富
山
・
注
釈
会
社
法
制
の

E
二
O
頁。

(
け
)
鈴
木
H
石
井
・
改
正
解
説
三
三
一
二
一
良
、
大
隅
H
大
森
・
逐
条
解
説
五
三
三
頁
、
富
山
・
右
掲
二
一
頁
。

こ
れ
に
反
し
、
会
社
の
有
す
る
自
己
株
式
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
共
益
権
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
る
余
地
が
な
い
か
ら
、
除
外
さ
れ

る
(
石
井
・
会
社
法
下
三
七

O
頁
。
富
山
・
右
掲
一
二
頁
)
。

(
ロ
)
も
っ
と
も
、
そ
の
問
、
同
一
株
式
を
継
続
し
て
保
有
し
て
い
る
必
要
は
な
い
(
富
山
・
右
掲
二
一
頁
)
。

な
お
、
松
田
博
士
は
、
解
散
判
決
請
求
権
は
株
主
の
一
身
専
属
権
で
あ
る
と
解
し
て
お
り
(
「
会
社
法
概
論
」
五
八
頁
〉
、
株
式
保
有
要
件
が
判
決
確

定
の
と
き
ま
で
引
き
続
き
充
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
訴
提
起
中
に
そ
の
株
式
を
譲
受
け
た
者
で
あ
っ
て
も
、
承
継
人
と
し
て
少
数
株
主
権
を

行
使
で
き
な
い
こ
と
は
、
少
数
株
主
権
が
譲
渡
性
の
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
(
「
会
社
法
概
論
」
八
二
頁
、
「
株
式
会
社
法
の
理
論
」
五

O
頁
。
な
お
、
最
判
昭
和
四
五
年
七
月
二
五
日
民
集
二
四
巻
七
号
八

O
四
頁
の
松
田
判
事
の
反
対
意
見
参
照
〉
。

(
日
)
富
山
・
右
掲
一
一
一
頁
。
な
お
、
検
査
役
選
任
請
求
権
に
つ
き
、
監
査
役
た
る
株
主
も
選
任
請
求
権
が
あ
る
と
す
る
判
例
が
あ
る
(
東
京
控
決
大
正
一

O
年
五
月
一
九
日
評
論
一

O
商
一
七
四
)
。

論

つ
ぎ
に
、
商
法
は
、
解
散
請
求
を
な
し
う
る
場
合
を
相
当
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
合
名
・
合
資
会
社
に
お
い
て

は
、
単
に
「
己
む
こ
と
を
得
な
い
」
事
由
が
あ
れ
ば
解
散
請
求
を
な
し
う
る
(
一
一
二
条
一
項
・
一
四
七
条
〉
が
、
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、

「
会
社
ノ
業
務
ノ
執
行
上
著
シ
キ
難
局
ニ
逢
着
シ
会
社
ニ
回
復
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
損
害
ヲ
生
ジ
叉
ハ
生
ズ
ル
虞
ア
ル
ト
キ
」
(
四

O
六

条

ノ

ニ
第
一
項
一
号
)
ま
た
は
「
会
社
財
産
ノ
管
理
又
ハ
処
分
ガ
著
シ
ク
失
当
ニ
シ
テ
会
社
ノ
存
立
ヲ
危
殆
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
キ
」
(
二
号
)
に
該

当
し
、

し
か
も
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
」
(
一
一
項
本
文
〉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
厳
格
な
制
限
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
株
式
会
社
が
多
数
決
団
体
で
あ
る
根
本
的
な
性
格
か
ら
し
て
、

こ
の
よ
う
な
根
本
的
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-

E ， 

性
格
を
犠
牲
に
し
て
、
少
数
株
主
の
利
益
の
保
護
を
は
か
る
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
請
求
権
が
濫
用
的
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、

こ
の
請
求
権
の
行
使
の
効
果
が
関
係

者
に
及
ぼ
す
影
響
が
特
に
大
き
い
こ
と
か
ら
、
企
業
維
持
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
と
も
解
さ
れ
て
い
る
。
〉

付

「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
富
市
由
」

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
し
て
、
こ
こ
に
い
う
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
」
と
は
、

会
社
を
解
散
す
る
以
外
に
は

会
社
の
正
常
な
運
営
、

し
た
が
っ
て
株
主
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
方
法
が
な
い
場
合
を
意
味
し
、
そ
の
意
味
で
、
解
散
が
い
わ
ば
唯
一

一
号
、
二
号
に
該
当
す
る
事
由
が
あ
っ
て
も
、
会
社
を
そ
の
ま
ま

の
ま
た
は
最
後
の
手
段
で
あ
る
場
合
と
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

存
続
さ
せ
つ
つ
、
取
締
役
の
解
任
な
い
し
改
選
、
取
締
役
の
違
法
行
為
の
差
止
請
求
、

代
表
訴
訟
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
難
局
を
打
開

し
、
株
主
の
利
益
保
護
の
目
的
を
達
し
う
る
状
態
に
あ
る
限
り
、
解
散
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

(
S
)
 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
説
が
一
致
し
て
述
べ
て
い

と
こ
ろ
で
、
株
主
が
株
主
の
立
場
に
お
い
て
会
社
の
解
散
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
に
は
、

あ
る
い
は
取
締
役
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り

ま
た
は
少
数
株
主
権
の
行
使
に
よ
り
招
集
さ
れ
る
株
主
総
会
で
、
解
散
決
議
を
成
立
さ
せ
(
二
三
七
条
・
四

O
五
条
)
、
あ
る
い
は
取
締
役

H
 
を
動
か
し
て
破
産
の
申
立
を
さ
せ
(
破
一
三
三
条
)
、
あ
る
い
は
解
散
命
令
の
要
件
が
そ
な
わ
る
場
合
に
は
そ
の
請
求
を
す
る
(
五
八
条
〉
な

株主の解散判決請求権

ど
の
方
法
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
」
と
は
、
更
に
、
解
散
と
い
う
結
果
を
得
る
に
は
、
解
散
判
決
に

よ
る
以
外
に
全
く
途
が
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
か
、
が
問
題
と
な
勺
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
法
を
必
ず
こ
こ
ろ
み
て
、

そ
れ
が
不
可
能

で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
、
は
じ
め
て
解
散
判
決
を
求
め
う
る
と
す
る
こ
と
は
、
解
散
判
決
制
度
を
認
め
た
趣
旨
か
ら
考
え
て
行

き
過
ぎ
で
あ
り
、
著
し
く
そ
の
実
効
性
が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
こ
の
点
は
、
株
式
会
社
が
多
数
決
団
体

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
解
散
決
議
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
が
、
解
散
決
議
の
方
法
が
法
的
に
は
残
さ
れ
て
い
て
も
、

決
議
の
成
立
が
事
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説

実
上
は
見
込
み
が
な
く
、
ま
た
は
‘
き
わ
め
て
困
難
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
株
主
の
利
益
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
解
散
判
決
制
度

を
認
め
た
趣
旨
で
も
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
解
散
請
求
を
な
し
う
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
意
味
で
、
通
説
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

北法23(2・162)364

論

「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
」
と
は
、
解
散
が
唯
一
の
ま
た
は
最
後
の
手
段
で
あ
る
場
合
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
、
解
散

と
い
う
結
果
を
得
る
に
は
解
散
判
決
に
よ
る
以
外
に
全
く
途
が
な
い
、

と
い
う
こ
と
ま
で
要
求
し
て
い
る
強
い
意
味
で
は
な
い
と
い
え
よ

う

(
1
)

大
森
「
商
法
第
四

O
六
条
の
二
に
よ
る
会
社
解
散
請
求
訴
訟
」
商
事
法
務
二
四
三
号
一
一
一
一
頁
、
富
山
・
前
掲
一
一
一
頁
。

〈

2
)

田
中
(
誠

γ
確
定
解
説
二

O-O頁。

(
3
)
鈴
木
目
石
井
・
改
正
解
説
三
三
三
頁
、
石
井
・
会
社
法
下
三
七

O
l一
一
一
七
一
頁
、
大
隅
H
大
森
・
逐
条
解
説
五
三
三
頁
、
大
森
・
前
掲
・
商
事
法
務
二

四
三
号
二
二
頁
、
田
中
(
誠
)
・
確
定
解
説
二

O
O頁
、
同
・
会
社
法
詳
論
下
八
六
五
頁
、
酒
巻
「
会
社
解
散
請
求
権
の
法
理
」
早
稲
田
法
学
四

O
巻
一

号
四
七

l
四
八
頁
、
松
田
・
会
社
法
概
論
五
八
頁
、
富
山
・
前
掲
二
一
頁
。

(
4
〉
こ
の
点
と
の
関
連
で
、
た
と
え
ば
、
取
締
役
解
任
の
訴
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
解
任
決
議
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
を
訴
提
起
の
前
提
要
件

と
し
て
い
る
(
二
五
七
条
三
項
)
。
も
っ
と
も
、
否
決
と
い
っ
て
も
、
多
数
派
に
圧
倒
さ
れ
て
正
式
に
一
台
決
さ
れ
た
場
合
だ
け
で
な
く
、
総
会
招
集
の
手

続
が
と
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
足
数
に
達
せ
ず
決
議
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
、
流
会
し
た
場
合
、
議
事
妨
害
の
た
め
採
決
で
き
な
か
っ
た
場

合
な
ど
、
解
任
を
可
決
し
な
か
っ
た
す
べ
て
の
場
合
を
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
(
近
藤
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
一
一
号
一
一
一
頁
、
実
方
・
前
掲
・
権
利
の

濫
用
中
一
六
四
頁
、
浜
田
・
注
釈
会
社
法
伸
一
一
一
一
四
頁
〉
。

(

5

)

大
森
・
前
掲
一
一
二
頁
、
富
山
・
前
掲
二
二
頁
。

(
6
)

鈴
木
H
石
井
・
改
正
解
説
一
一
一
一
一
一
一
一
頁
。

(
7
)

大
森
・
前
掲
二
ニ
頁
、
富
山
・
前
掲
二
二
頁
。
ま
た
、
石
井
・
会
社
法
下
三
一
七
一
頁
も
、
必
ず
し
も
解
散
判
決
に
よ
る
以
外
に
解
散
せ
し
め
る
方
法

が
な
い
場
合
に
限
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

ο 
各

号

の

場

合
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• 

解
散
を
認
め
う
る
事
由
と
し
て
具
体
的
に
掲
げ
て
い
る
各
号
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、

一
号
の
場
合
と
し
て
は
、

取
締
役
聞
に
分
裂
が
生

じ
、
そ
の
た
め
業
務
の
執
行
に
停
頓
を
き
た
し
、
株
主
も
分
裂
し
て
い
る
た
め
に
取
締
役
の
改
選
な
ど
を
行
な
っ
て
も
こ
の
状
態
を
是
正

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
徒
ら
に
会
社
に
回
復
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
が
生
じ
、
ま
た
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
よ
う
な
場
合
が
、
典
型
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
業
務
執
行
上
の
難
局
は
、
取
締
役
聞
の
分
裂
に
よ
る
場
合
に
限
ら
ず
、
株

主
が
等
し
く
対
立
し
て
い
る
た
め
に
後
任
取
締
役
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
た
め
に
業
務
の
執
行
に
停
頓
を
き
た
し
て
い
る
場

合
、
会
社
の
資
金
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
に
業
務
の
執
行
が
停
頓
し
て
い
る
場
合
な
ど
も
含
ま
れ
よ
れ
UV

二
号
の
場
合
と
し
て
は
、
取
締
役
が
会
社
の
財
産
を
不
当
に
流
用
な
い
し
処
分
し
、

し
か
も
取
締
役
が
多
数
株
主
を
背
景
と
し
て
い

て
、
取
締
役
の
解
任
・
取
締
役
の
行
為
の
差
止
請
求
な
ど
の
方
法
に
よ
り
誤
っ
た
経
営
な
い
し
非
行
を
是
正
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
ま
放
置
す
れ
ば
会
社
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
る
べ
き
場
合
が
、
典
型
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
出
会
社
財
産
の
管
理
ま
た
は

処
分
は
、
取
締
役
に
よ
る
行
為
に
限
ら
れ
ず
、
多
数
株
主
そ
の
他
の
会
社
を
支
配
し
て
い
る
者
に
よ
る
行
為
も
含
ま
れ
よ
う
勺
そ
れ
ら

の
者
の
行
為
が
、
単
に
不
正
で
あ
る
或
い
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
会
社
に
致
命
的
な
損
害
を
生
ぜ
し
め

て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

!寸

そ
し
て
、

一
号
に
お
い
て
も
二
号
に
お
い
て
も
、
結
局
は
、
業
務
運
営
の
行
き
詰
り
、
或
い
は
誤
っ
た
経
営
な
い
し
非
行
な
ど
が
、
会

株主の解散判決請求権

社
の
営
利
法
人
と
し
て
の
存
在
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
に
、
解
散
判
決
請
求
権
の
根
拠
を
求
め
て
い
る
と
解
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
の
存
在
そ
の
も
の
に
影
響
す
る
場
合
で
な
い
限
り
、
い
か
に
取
締
役
の
非
行
な
ど
に
よ
っ
て
少
数
株
主
の
保
護
の

必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
‘
解
散
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
勺
こ
の
よ
う
に
、
一
号
、
二
号
に
該
当
す
る
事
実
が
な
い
限

り
解
散
請
求
は
認
め
ら
れ
ず
、
〉
ま
た
、
一
号
・
ニ
号
の
事
由
が
、
会
社
の
存
続
を
困
難
な
ら
し
め
る
、
会
社
の
存
在
そ
の
も
の
に
影
響
す
ベ

き
状
態
で
あ
る
た
め
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
、
結
局
株
主
の
全
般
的
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
少
数
株
主
の
個
人
的
利

そ
の
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説

益
の
保
護
は
殆
ん
ど
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

論

(
1
〉
鈴
木
H
石
井
・
改
正
解
説
一
二
三
一
一
一
頁
、
大
隅
H
大
森
・
逐
条
解
説
五
三
三
頁
、
回
中
(
誠
)
・
確
定
解
説
二

O
一
頁
、
石
井
・
会
社
法
下
三
七
一
頁
、

酒
巻
・
前
掲
・
早
法
四

O
巻
一
号
四
七
頁
、
富
山
・
前
掲
二
二
頁
。

(
2
〉
後
任
者
の
人
選
難
に
よ
る
業
務
執
行
の
停
頓
を
挙
げ
る
も
の
と
し
て
、
西
原
・
会
社
法
(
商
法
講
義
E
〉
(
第
二
版
〉
二
八
八
頁
。

な
お
、
昭
和
二
二
年
改
正
前
の
旧
商
法
二
二
一
条
一
号
(
現
行
九
四
条
に
相
当
す
る
昭
和
二
二
年
改
正
前
七
四
条
二
号
は
、
「
会
社
の
目
的
た
る
事

業
の
成
功
ま
た
は
そ
の
不
能
」
を
会
社
の
解
散
原
因
と
し
て
規
定
し
て
い
た
が
、
成
功
の
不
能
に
つ
い
て
、
事
実
上
の
不
能
の
場
合
に
は
、
絶
対
的
不

能
に
限
ら
れ
る
か
、
営
利
事
業
と
し
て
収
支
償
わ
な
い
こ
と
に
よ
る
不
能
も
含
む
の
か
、
含
む
と
す
れ
ば
一
時
的
不
能
で
足
り
る
の
か
(
大
判
大
正
一

四
年
七
月
一
一
一
一
日
民
集
四
巻
九
号
四
三
八
頁
は
、
「
将
来
収
利
の
見
込
絶
無
に
非
ざ
る
以
上
」
は
不
能
と
い
え
な
い
と
す
る
)
、
と
い
う
よ
う
な
解
釈
上

の
疑
義
が
存
し
、
ま
た
成
功
ま
た
は
成
功
の
不
能
の
時
期
の
判
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
更
に
会
社
が
実
際
に
そ
の
目
的
た
る
事
業
を
成
功
し
ま
た
は

成
功
不
能
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
定
款
所
定
の
目
的
た
る
事
業
を
変
更
し
て
営
業
を
続
行
し
、
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
を
も
っ
て
解
散
す
れ
ば
足

り
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
一
一
一
一
年
の
改
正
に
よ
り
解
散
原
因
か
ら
除
か
れ
た
(
こ
の
点
に
つ
い
て
、
平
出
・
注
釈
会
社
法
制
の

H
五
頁
参
照
。
な
お
、
銀

行
、
保
険
会
社
の
ご
と
き
特
定
の
種
類
の
営
業
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
業
法
に
よ
り
、
営
業
免
許
の
取
消
を
強
制
的
な
解
散

原
因
と
し
て
い
る
。
銀
行
一
七
条
一
項
、
相
銀
二

O
条
、
外
銀
一
七
条
、
無
尽
二
九
条
、
保
険
一

O
八
条
一
項
六
号
、
担
保
社
債
=
二
条
)

U

そ
こ
で
、

会
社
が
資
金
の
欠
如
な
ど
に
よ
り
そ
の
白
的
た
る
事
業
の
成
功
不
能
に
陥
い
り
、
定
款
変
更
決
議
も
解
散
決
議
も
成
立
し
え
な
い
た
め
に
窮
地
に
陥
っ

た
場
合
に
は
、
一
号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
解
散
判
決
請
求
を
な
し
う
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
(
平
出
・
前
掲
)
。

(
3
)

前
掲
註
(
1
)。
な
お
、
伊
沢
・
註
解
新
会
社
法
六
一
四
頁
。

(
4
)

た
と
え
ば
、
伊
沢
・
前
掲
六
一
一
一
一
頁
は
、
会
計
監
査
役
の
常
軌
を
逸
し
た
行
動
を
あ
げ
て
い
る
。

(

5

)

取
締
役
の
解
任
請
求
権
、
検
査
役
選
任
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
株
主
が
取
締
役
の
解
任
或
い
は
検
査
役
の
選
任
を
請
求
し
う
る
場
合
と
し
て
、
取
締

役
の
職
務
遂
行
、
会
社
の
業
務
執
行
に
関
し
「
不
正
の
行
為
ま
た
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
」
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
(
二
五
七

条
三
項
・
二
九
四
条
一
項
)
、
不
正
の
行
為
と
は
、
会
社
に
損
害
を
生
ぜ
し
め
る
故
意
の
行
為
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
が
(
大
隅
・
全
訂
会
社
法
論
中
九

五
頁
、
浜
田
・
注
釈
会
社
法

ω一
一
一
一
一
一
貝
、
中
馬
・
注
釈
会
社
法
制
三
九
九
頁
)
、
解
散
判
決
請
求
権
の
場
合
に
は
、
真
に
、
損
害
が
会
社
の
存
在
そ
の

も
の
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
致
命
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
、
非
常
に
厳
格
な
要
件
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
取
締
役

北法23(2・164)366
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• 

の
行
為
の
差
止
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
法
令
ま
た
は
定
款
に
違
反
す
る
行
為
が
「
会
社
に
回
復
す
べ
か
ら
ざ
る
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
あ
る
場
合
」
に

限
ら
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
(
二
七
二
条
て
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
代
表
取
締
役
に
よ
っ
て
処
分
さ
れ
た
財
産
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ず
、
し

か
も
そ
の
取
締
役
の
賠
償
責
任
に
よ
っ
て
そ
の
損
害
が
償
わ
れ
な
い
場
合
を
い
う
の
で
あ
っ
て
(
石
井
・
会
社
法
下
三
六
六
頁
、
大
隅
・
前
掲
一
一
一
一
六

頁
、
北
沢
「
株
主
の
代
表
訴
訟
と
差
止
権
」
株
式
会
社
法
講
座
田
一
一
六
七
頁
〉
、
必
ず
し
も
会
社
の
存
在
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
ま
で
は

要
求
さ
れ
な
い
。

(
6
〉
富
山
・
前
掲
二
二
|
一
一
一
一
一
一
貝
、
酒
巻
・
前
掲
四
九
頁
。

(

7

)

前
述
の
よ
う
に
、
商
法
が
解
散
請
求
を
な
し
う
る
場
合
を
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
解
散
請
求
権
が
濫
用
的
に
行
使
さ
れ
る
の
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
号
、
二
号
に
該
当
す
る
事
実
が
な
い
の
に
、
或
い
は
そ
の
事
実
が
あ
っ
て
も
他
に
打
開
す
る
方
法
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
散
判
決
を
求
め
る
こ
と
は
、
少
数
株
主
権
の
濫
用
と
も
な
り
、
一
訴
は
棄
却
さ
れ
る
。
実
方
・
前
掲
・
権
利
の
濫
用
中
一
六
二
頁
。

(
8
)

こ
の
意
味
で
、
少
数
株
主
権
が
株
主
個
人
の
利
益
の
た
め
で
は
な
く
し
て
会
社
そ
の
も
の
の
利
益
の
た
め
に
行
使
す
べ
き
公
的
性
質
の
も
の
で
あ
る

と
す
る
見
解
に
従
え
ば
、
解
散
判
決
請
求
権
に
つ
い
て
、
商
法
が
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
規
定
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
(
こ
の
点
に
つ
い

て
、
松
田
博
士
は
、
共
益
権
に
倫
理
性
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
「
少
数
株
主
権
も
単
に
少
数
株
主
の
保
護
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
く
、
少
数

株
主
の
主
張
に
よ
っ
て
、
会
社
自
体
の
利
益
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
株
式
会
社
の
基

礎
理
論
」
四
七
頁
、
「
株
式
会
社
法
の
理
論
」
三
二
頁
)
。
そ
し
て
、
こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
株
主
個
人
の
利
益
の
た
め
に
解
散
請
求
権
を
行
使
す
る
こ

と
自
体
が
権
利
の
濫
用
に
な
る
と
も
い
え
よ
う
。

け

半日

凸
H

伊1

株主の解散判決請求権

株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
の
具
体
的
適
用
が
直
接
問
題
に
な
っ
た
判
例
と
し
て
、
大
阪
地
裁
昭
和
二
五
年
一
月
二
二
日
判
決
(
下
級
民

集
一
一
巻
一
号
八
五
頁
)
が
あ
る
。

原
告
の
主
張
に
よ
る
と
、
事
案
は
つ
、
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

Y
会
社
は
v
h
の
個
人
営
業
を
昭
和
三
一
年
に
株
式
会
社
組
織
に
し
た
同
族

会
社
で
、
そ
の
株
主
も
役
員
も
す
べ
て
v
h
の
一
族
や
友
人
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
丸
の
次
女
の
婿
養
子

A
は、

設
立
に
際
し
て
発
行

さ
れ
た
株
式
千
株
の
う
ち
百
株
を
割
当
て
ら
れ
、
そ
の
う
え
実
際
に
は
五
百
株
を
自
由
に
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
取
締
役
と
し
て
営
業
の
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説

一
切
を
委
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

Y
会
社
の
業
態
は
悪
化
し
、

昭
和
三
四
年
三
月
に
は
不
渡
手
形
を
出
し
て
銀
行
取
引
は
停
止
さ
れ
、

昭
和
三
四
年
四
月
以
降
出
社
し
な
く

そ
の
経
営
は
全
く
行
き
詰
り
、
役
員
聞
に
意
見
の
対
立
を
生
じ
、

A
は
取
締
役
の
辞
任
を
申
出
て
、

論

な
っ
た
。
そ
こ
で

Y
会
社
は
、
後
任
取
締
役
の
選
任
及
び
昭
和
三
三
年
度
営
業
報
告
並
び
に
全
役
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
な
ど
の
必

要
か
ら
、
定
時
株
主
総
会
を
招
集
し
よ
う
と
し
た
が
、
発
行
済
株
式
総
数
の
半
数
を
握
る

A
が
、
総
会
に
出
席
し
な
い
と
広
言
し
て
お

り
、
総
会
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
た
と
え
A
が
出
席
し
て
も
、

A
と
v
h
Lそ
の
他
原
告
側
の
株
主
の
聞
で
意
見
が
対

立
す
る
こ
と
は
必
定
で
、
と
も
に
五
百
株
づ
っ
の
議
決
権
で
争
う
以
上
、
決
議
が
成
立
し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、

v
h
Lが
、
第
三
者
が

Y
会
社
の
経
営
に
介
入
し
て
き
そ
う
な
気
配
に
あ
る
こ
と
も
主
張
し
た
う
え
、

Y
会
社
の
営
業
が
全
く

停
頓
し
、
業
務
の
執
行
が
著
し
い
難
局
に
逢
着
し
て
、
会
社
に
回
復
し
難
い
損
害
が
生
じ
て
お
り
、

あ
る
い
は
、
会
社
財
産
の
管
理
が
著

し
く
失
当
で
会
社
の
存
立
を
危
殆
な
ら
し
め
る
状
況
に
あ
っ
て
、

Y
会
社
を
解
散
す
る
以
外
に
株
主
の
利
益
を
守
る
方
法
が
な
い
と
し

て、

Y
会
社
の
解
散
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
「
商
法
四

O
六
条
の
二
:
:
:
の
規
定
は
、

株
式
会
社
の
団
体
性
、

し
た
が
っ
て
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
多
数

決
の
原
理
と
矛
盾
し
て
も
、
な
お
か
つ
少
数
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
認
め
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し

な
が
ら
、
株
式
会
社
の
多
数
決
団
体
た
る
性
格
は
も
と
よ
り
株
式
会
社
の
最
も
基
本
的
な
性
格
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
犠
牲
に
し
て
少
数

株
主
の
利
益
の
保
護
を
は
か
る
に
つ
い
て
は
極
め
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、

同
条
は
そ
の
第
一
・
二
号
に
か

な
り
厳
格
な
要
件
を
規
定
し
た
う
え
、
な
お
『
や
む
を
得
な
い
事
由
』
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
解
散
を
請
求
で
き
、

ま
た
そ
れ
も
訴
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
:
:
:
右
に
説
明
し
た
よ
う
な
こ
の
規
定
の
性
格
か
ら
考
え
る
と

『
や
む
を
得
な

い
事
由
』
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

株
式
会
社
解
散
の
手
続
と
し
て
判
決
に
よ
る
以
外
に
方
法
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
形
式
的
な
内
容
で
は

な
く
、
同
条
の
第
一
号
も
し
く
は
第
二
号
に
定
め
る
場
合
で
あ
っ
て
、

し
か
も
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
や
は
り
会
社
を
解
散
す
る
の
が
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相
当
と
考
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
会
社
を
解
散
す
る
こ
と
が
と
り
も
な
お
さ
ず
会
社
お
よ
び
株
主
の
利
益
を
正
当
に
保
護
す

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
実
質
的
な
内
容
を
持
つ
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る

(
会
社
を
解
散
す
る
に
は
判
決
に
よ

る
以
外
に
方
法
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
株
主
総
会
に
お
い
て
解
散
決
議
が
絶
対
に
成
立
し
な
い
と
い
い
切
れ

な
い
よ
う
な
場
合
と
か
、
破
産
の
申
立
を
し
て
、
会
社
の
破
産
に
よ
り
解
散
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
よ
い
と

と

判

示
し
、
原
告
主
張
の
事
実
を
全
面
的
に
認
め
、

か
つ

Y
会
社
は

X
か
ら
の
借
入
金
四
百
万
円
の
負
債
を
抱
え
、

し
か
も
積
極
財
産
と
て
ほ

と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
、

と
の
事
実
を
も
認
定
し
、
こ
れ
は
商
法
四

O
六
条
の
こ
の
一
号
に
該
当
し
、

Y
会
社
を
こ
の
ま
ま
存
続

さ
せ
て
お
く
と
き
は
、
会
社
な
ら
び
に
株
主
が
さ
ら
に
損
害
を
蒙
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

利
益
を
受
け
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、

Y
会
社
を
解
散
す
る
の
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
、

と
し
て
原
告
の
請
求
を
認
め
た
。

か
つ
取
締
役
聞
に
分
裂
が
生
じ
て
、
業
務
の
執
行
が
停
頓
し
、
加
え
て
、
株
主
も
分
裂

し
て
い
る
た
め
に
こ
れ
を
打
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
解
散
を
認
め
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
が
、
株
主
の
解
散
判
決
請
求

こ
の
判
決
は
、
会
社
の
資
産
状
態
が
悪
化
し
、

権
が
認
め
ら
れ
る
根
拠
と
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
に
厳
格
な
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
趣
旨
に
つ
い
て
言
及
し
、
「
己
む
を
得
な
い
事
由
」

が
、
「
株
式
会
社
解
散
の
手
続
と
し
て
判
決
に
よ
る
以
外
に
方
法
が
な
い
と
い
う
形
式
的
な
内
容
で
は
な
く
、
一
号
、
二
号
に
該
当
し
、

(一)

か
も
会
社
を
解
散
す
る
の
が
と
り
も
な
お
さ
ず
会
社
お
よ
び
株
主
の
利
益
を
正
当
に
保
護
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
い
う
実
質
的
な
内
容
を

持
つ
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
い
せ
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

株主の解散判決請求権

株
主
の
解
散
請
求
権
が
問
題
に
な
っ
た
判
例
と
し
て
、
も
う
一
つ
、
東
京
地
裁
昭
和
二
六
年
一
一
月
九
日
判
決
(
経
済
法
律
時
報
六
号

一
七
頁
)
が
あ
る
。

事
案
は
、
設
立
当
初
か
ら
資
金
に
窮
し
、
ま
た
、

取
締
役
は
会
社
の
経
営
に
熱
意
が
な
く
会
社
経
費
を
濫
用
し
て
対
外
信
用
を
失
い
、

そ
の
う
ち
に
取
締
役
聞
に
不
和
対
立
も
生
じ
て
営
業
不
振
に
陥
い
り
、

株
主
総
会
も
取
締
役
会
も
開
催
さ
れ
、
ず
殆
ん
ど
営
業
ら
し
い
こ し
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説

と
を
し
て
い
な
い
被
告
会
社
に
対
し
て
、
原
告
株
主
ら
が
、

原
告
ら
に
反
対
す
る
株
式
数
が
過
半
数
に
達
す
る
の
で
解
散
決
議
を
得
る
見

被
告
会
社
が
口
頭
弁
論
期
日
に
出
頭
せ
‘
ず
、

込
み
が
な
い
と
し
て
、
解
散
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
に
お
い
て
は
、

5命

答
弁
書
も
提
出
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
告
会
社
が
原
告
の
主
張
す
る
事
実
を
全
部
自
白
し
た
も
の
と
し
て
、

原
告
の
請
求
を
認
め
て
い
る
。

原
告
の
主
張
す
る
事
実

は
商
法
四

O
六
条
ノ
二
第
一
項
に
該
当
す
る
と
し
、

(
1
)

こ
の
判
決
が
、
第
三
者
が
Y
会
社
の
経
営
に
介
入
し
て
く
る
危
険
も
解
散
判
決
を
な
す
べ
き
事
由
に
加
え
て
い
る
こ
と
に
は
、
批
判
が
あ
る
。
大
森

-
前
掲
・
商
事
法
務
二
四
三
号
二
二
頁
。

(

2

)

こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
解
散
判
決
制
度
が
通
説
よ
り
も
弾
力
的
に
適
用
さ
れ
う
る
と
~
評
価
さ
れ
て
い
る
(
酒
巻
・
前
掲
四
九
頁
〉
。
そ
こ
で
、
問
中

(
誠
)
教
授
は
、
こ
の
点
の
判
旨
に
対
し
て
反
対
し
て
お
ら
れ
る
(
「
会
社
法
詳
論
下
」
八
六
六
頁
。
な
お
、
田
中
(
誠
)
H
吉
永
H
山
村
「
コ
ン
メ
ン
タ
ー

ル
会
社
法
」
(
再
訂
版
)
一
一
一
一
四

O
頁
〉
。
し
か
し
、
こ
の
判
旨
は
、
「
解
散
と
い
う
結
果
を
う
る
に
は
解
散
判
決
に
よ
る
以
外
全
く
途
が
な
い
と
い
う

こ
と
ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
こ
の
判
決
は
通
説
の
立
場
と
異
な
ら
な
い
と
も
評
価
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う

(
大
森
・
前
掲
一
一
一
一
一
貝
、
富
山
・
前
掲
二
二
頁
)
。

(
3
)

こ
の
判
決
は
、
資
金
難
に
端
を
発
し
て
対
外
信
用
を
失
い
、
重
役
間
に
不
一
和
を
招
き
、
営
業
ら
し
き
こ
と
は
何
も
し
て
い
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、

解
散
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
の
な
い
場
合
に
、
解
散
請
求
を
認
め
た
判
例
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
が
(
田
中
(
誠

γ
会
社
法
詳
論
下
八

六
五
頁
)
、
前
述
の
大
阪
地
裁
の
判
決
で
は
、
解
散
請
求
の
訴
に
お
い
て
は
裁
判
上
の
自
由
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
(
こ
の
点
の
判
旨
の

評
釈
と
し
て
、
大
森
・
前
掲
一
四
頁
、
五
十
部
・
商
判
研
昭
和
一
二
五
年
四
O
事
件
参
照
)
。

最
後
に
、
商
法
は
、
解
散
請
求
の
訴
に
お
い
て
、
原
告
が
敗
訴
し
た
場
合
に
、

敗
訴
原
告
に
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た

と
き
は
、
会
社
に
対
し
連
帯
し
て
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
(
四

O
六
条
ノ
二
第
二
項
・
一
一
一
一
条
二

解
散
請
求
権
が
濫
用
的
に
行
使
さ
れ
る
の
を
防
止
し
よ
う
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

項
・
一

O
九
条
二
項
)
。
こ
れ
も
、

こ
の
賠
償
責
任
に
対
し
て
は
、
解
散
命
令
の
請
求
を
な
し
た
利
害
関
係
人
の
特
別
な
賠
償
責
任
を
定
め
た
旧
法
六

O
条
の
規
定
が
、
昭
和
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• 

二
五
年
の
改
正
法
で
削
除
さ
れ
た
こ
と
と
形
式
上
調
和
し
な
い
、

と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、
公
益
維
持
の
た
め
に
解
散
命
令
を
請
求
す
る

場
合
と
、
株
主
が
自
己
の
利
益
を
守
る
た
め
に
解
散
判
決
を
請
求
す
る
場
合
と
に
お
い
て
、
請
求
者
の
責
任
に
つ
い
て
取
扱
を
異
に
す
る

の
は
、
必
ず
し
も
不
合
理
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
悪
意
が
あ
っ
た
場
合
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
会
社
に
損
害
を
与
え
る

目
的
と
か
会
社
を
害
そ
う
と
す
る
故
意
の
あ
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
ず
、
会
社
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
不
当
な
訴
訟
の
提
起
を
な
し
た
場

合
も
含
ま
れ
る
。
軽
過
失
に
つ
い
て
は
責
任
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
山
こ
れ
は
、
一
般
株
主
に
対
し
厳
格
な
注
意
義
務
を
要
求
す

る
こ
と
が
余
り
に
無
理
な
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
敗
訴
原
告
の
賠
償
責
任
と
関
連
し
て
、

株
主
が
正
当
な
理
由
な
き
に
か
か
わ
ら
ず
権
利
を
行
使
し
た
場
合
に
、

そ
れ
に
よ
っ
て

会
社
が
蒙
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
株
主
が
現
実
に
果
た
し
え
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
の
で
、
予
め
、
株
主
に
担
保
供
与
義
務
を
認

め
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
、
権
利
の
濫
用
的
な
行
使
を
防
止
す
る
方
法
と
し
て
、
代
表
訴
訟
(
二
六
七
条
四
項
・
五

一
O
六
条
二
項
)
な
ど
の
場
合
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
解
散
請
求
権
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
こ

項の
制
度
に
よ
っ
て
、
株
主
が
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
も
、
事
前
に
そ
れ
が
確
実
に
判
ら
な
い
た
め
、

一
様
に
担
保
の
供
与
を
命
じ
ら

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
資
力
な
き
株
主
が
実
際
上
権
利
行
使
を
阻
止
さ
れ
る
こ
と
、
を
考
置
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(寸

(
1
)
鈴
木
・
前
掲
・
法
協
六
八
巻
六
号
二
三
頁
。

(
2
)
鈴
木
H
石
井
・
改
正
解
説
二
三
四
頁
。

(
3
)

問
中
(
誠
)
H
士
口
永
H
山
村
・
コ
ン
メ
ン
タ
1
ル
会
社
法
(
再
訂
版
〉
一
三
四
一
頁
、
富
山
・
前
掲
二
三
頁
、
島
・
注
釈
会
社
法

ω四
二
八
頁
。

(
4
)

代
表
訴
訟
の
場
合
に
つ
き
、
鈴
木
・
新
版
会
社
法
一
四
六
頁
、
石
井
・
会
社
法
上
三
六
四
頁
、
大
隅
・
全
訂
会
社
法
論
中
一
五
八
頁
、
北
沢
・
前
掲
・

株
式
会
社
法
講
座
四
一
一
六
二
頁
。
反
対
、
問
中
(
誠
)
・
会
社
法
詳
論
上
五

O
一
頁
、
松
田
H
鈴
木
(
忠
)
・
条
解
株
式
会
社
法
上
三
二

O
頁。

(
5
)

か
か
る
規
定
が
な
い
限
り
、
株
主
が
不
当
な
権
利
行
使
を
し
、
そ
れ
に
よ
り
会
社
が
運
営
を
阻
害
さ
れ
、
信
用
を
致
損
さ
れ
、
あ
る
い
は
請
求
を
斥

け
る
た
め
に
費
用
を
支
弁
し
た
な
ど
の
た
め
に
受
け
た
損
害
に
対
し
て
、
株
主
は
不
法
行
為
の
一
般
原
則
に
よ
り
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
(
鈴

株主の解散判決請求権
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設t

木
・
前
掲
・
法
協
六
八
巻
六
号
二
三
一
頁
)
。
そ
こ
で
、
こ
の
規
定
は
、
敗
訴
原
告
の
軽
過
失
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
排
除
し
て
提
訴
権
者
を
保
護
す

る
趣
旨
か
ら
、
設
け
ら
れ
た
も
の
と
す
る
見
解
も
あ
る
(
大
隅
H
大
森
編
・
法
律
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
会
社
法
」
六
二
頁
)
。

(
6
)

鈴
木
・
前
掲
・
法
協
六
八
巻
六
号
二
四
一
貝
。
そ
こ
で
、
取
締
役
解
任
の
訴
、
新
株
発
行
差
止
の
訴
な
ど
の
場
合
に
つ
い
て
も
何
故
に
か
か
る
特
別
規

定
を
設
け
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
(
鈴
木
・
同
頁
〉
。

(
7
)

そ
の
他
商
法
は
、
会
社
法
上
の
各
種
の
取
消
ま
た
は
無
効
の
訴
(
二
四
九
条
・
二
五
二
条
・
二
五
三
条
・
二
八

O
条
ノ
一
六
・
三
八

O
条
三
項
)
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
担
保
供
与
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
五
年
の
改
正
の
際
に
一
度
従
来
の
規
定
が
削
除
さ
れ
、
昭
和
二
六
年
の
一
部
再
改

正
(
法
二

O
九
号
)
に
よ
り
若
干
変
形
を
受
け
て
再
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
8
)

鈴
木
・
前
掲
・
法
協
六
八
巻
六
号
二
二
頁
。
立
法
論
と
し
て
は
、
持
株
数
に
よ
る
制
限
を
排
除
す
る
代
わ
り
に
、
一
定
割
合
以
上
の
株
式
を
有
し
な

い
株
主
の
権
利
行
使
に
対
し
て
担
保
供
与
義
務
を
認
め
る
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
(
鈴
木
・
同
頁
)
。

論

四

以
上
、

わ
が
法
に
お
い
て
、
株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
は
、
株
式
会
社
が
株
式
を
基
礎
と
す
る
多
数
決
原
則
の
支
配
す
る
資
本
団

体
で
あ
る
こ
と
か
ら
起
り
易
い
、
多
数
決
制
度
の
濫
用
、
支
配
・
多
数
株
主
の
横
暴
、
専
恋
に
対
し
て
、
少
数
株
主
を
保
護
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
取
締
役
の
権
限
の
拡
大
に
対
応
し
て
株
主
の
地
位
の
強
化
を
は
か
る
た
め
に
、

株
主
の
会
社
経
営
に
対
す
る
監
督
是
正
権
の
一
つ

と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
具
体
的
適
用
に
お
い
て
は
、

そ
れ
は
、

厳
格
な
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

第
一
に
、
株
式
会
社
は
、
団
体
の
構
成
員
が
組
合
的
契
約
関
係
に
よ
っ
て
結
合
す
る
人
的
会
社
と
異
な
り
、

団
体
と
そ
の
構
成
員
と
の

関
係
が
稀
薄
で
、
団
体
と
構
成
員
と
の
聞
の
社
員
関
係
に
よ
っ
て
、
団
体
を
通
じ
多
数
決
に
よ
っ
て
結
合
す
る
団
体
で
、

社
団
性
が
最
も

顕
著
な
団
体
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
性
格
を
犠
牲
に
す
る
に
は
極
め
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
会
社
荒
し
な
ど
の
手
段
と
し
て
不
当
に
行
使
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、

及
び
権
利
行
使
の
効
果
が
会
社
全
体
に
つ
い
て

生
じ
、
会
社
内
外
の
関
係
者
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
会
社
の
解
散
を
認
め
な
く
て
も
、

株
主
は
株
式
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
投
下
資
本
を
回
収
し
て
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会
社
か
ら
の
離
脱
を
は
か
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
商
法
は
、
解
散
請
求
権
は
訴
に
よ
っ
て
の
み
主
張
し
う
る
も
の
と
し
、

権
利
を
行
使
し
う
る
者
を
発
行
済
株
式
総
数
の
十
分

の
一
以
上
に
当
る
株
式
を
保
有
し
て
い
る
株
主
に
制
限
し
て
い
る
。
ま
た
、
請
求
を
な
し
う
る
場
合
を
相
当
具
体
的
に
列
挙
し
、
会
社
の

存
在
そ
の
も
の
に
影
響
す
る
場
合
で
、

か
っ
、
会
社
を
解
散
す
る
以
外
に
は
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
方
法
が
な
い
、
す
な
わ
ち
、

が
唯
一
の
ま
た
は
最
後
の
手
段
で
あ
る
場
合
に
限
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

敗
訴
原
告
に
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
き
に
、
会

社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
課
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
解
散
判
決
請
求
権
の
適
用
範
囲
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
理
由
か
ら
し
て
そ
の
根
拠
を
有
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
他
面
で
は
、
本
来
少
数
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
解
散
判
決
の
制
度
の
趣
旨
が
、
現
実
に
果

た
し
え
な
い
お
そ
れ
も
含
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
こ
と
は
、

解
散
請
求
を
な
し
う
る
場
合
が
非
常
に
狭
随
で
少
数
株
主
の
個
人
的

利
益
の
保
護
が
殆
ん
ど
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
適
用
範
囲
が
非
常
に
厳
格
に
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、

解
散
判
決
制
度
そ
の
も
の
が
現
実
に
適
用
一
さ
れ
る
余
地
が
な
く
な
り
、

立
法
的
当
否
は
別
と
し
て
、

を
認
め
た
商
法
四

O
六
条
ノ
二
の
規
定
が
空
文
化
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
竹
町

株
式
会
社
に
お
い
て
は
こ
の
制
度

株主の解散判決議求権 (寸

わ
が
法
は
、
有
限
会
社
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
社
員
の
地
位
強
化
の
一
環
と
し
仁
吃
株
式
会
社
の
規
定
を
準
用
し
、

会
社
の
場
合
と
同
一
の
規
定
の
下
で
解
散
判
決
制
度
の
適
用
範
囲
を
制
限
し
て
い
る
(
有
七
一
条
ノ
一
認
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
有
限
会
社
も
、
出
資
額
を
限
度
と
す
る
間
接
有
限
責
任
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
社
員
か
ら
な
り
(
有
一
七
条
)
、

ま
た
基
本
資
本
額
制

を
と
っ
て
い
る
(
六
条
三
項
)
こ
と
か
ら
し
で
も
、
資
本
団
体
性
を
有
す
る
物
的
会
社
と
し
て
の
性
格
を
有
し
、

h

4

)

 

的
団
体
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

株
式
会
社
と
同
様
、
社
団

し
か
し
、
有
限
会
社
は
、
本
来
比
較
的
少
人
数
に
よ
る
小
規
模
の
企
業
、

と
り
わ
け
同
族
的
企
業
の
経
営
に
適
す
る
企
業
形
態
と
し
て

解
散

株
式

北法23(2・171)373



説

創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
済
的
機
能
に
対
応
し
て
、
社
員
の
個
性
が
重
視
さ
れ
、

人
的
会
社
に
近
い
閉
鎖
的
・
非
公
開
的
性
質

が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

有
限
会
社
の
社
員
の
総
数
は
原
則
と
し
て
五
十
人
以
下
に
制
限
さ
れ
て
お
り

(
有
八
条
)
、

社
員
以
外
の

目命

者
へ
の
持
分
の
譲
渡
が
法
律
上
制
限
さ
れ
(
一
九
条
)
、
持
分
に
つ
い
て
の
流
通
証
券
の
発
行
は
禁
止
さ
れ
(
一
二
条
)
、
社
員
の
公
募
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
(
五
二
条
二
項
)
こ
と
恥
)
こ
れ
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
性
質
は
、
社
員
の
議
決
権
は
原
則

と
し
て
出
資
口
数
を
基
準
と
す
る
が
(
三
九
条
本
文
)
、
定
款
に
よ
る
頭
数
主
義
の
採
用
(
二
一
九
条
但
書
)
、
総
社
員
の
同
意
に
よ
る
社
員
総

会
の
招
集
手
続
の
省
略
(
三
八
条
)
、
書
面
に
よ
る
決
議
(
四
三
条
)
が
認
め
ら
れ
、

特
別
決
議
の
要
件
が
株
主
総
会
の
場
合
よ
り
加
重
さ

れ
(
四
八
条
一
項
)
、
取
締
役
を
社
員
に
限
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
(
三
二
条
、
商
二
五
四
条
二
項
参
照
)
、

取
締
役
会
は
な
く
監
査
役

は
置
か
な
く
て
も
よ
い
(
二
五
条
三
三
条
)
な
ど
、
社
員
相
互
間
の
内
部
関
係
を
規
制
す
る
部
分
は
、

人
的
会
社
の
よ
う
に
完
全
に
自
治

株
式
会
社
の
場
合
に
比
較
す
る
と
社
員
の
私
的
自
治
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
こ
と
、

ま
た
、
公
示
主
義
を
緩
和
し
、
貸
借
対
照
表
の
公
告
を
要
求
し
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
有
限
会
社
は
、

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

ム
ロ
名
・
合
資
会
社
に
比
べ
る
と
な
お
団
体
性
が
強
い
結
合
体
で
あ
る
と
し
て
も
、
社
員
聞
の
人
的
結
合
の
要
素
が
法
的
機
構
の
上
に
も
反

映
さ
れ
、
そ
の
実
体
に
お
い
て
組
合
的
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
序
説
で
述
べ
た
よ
う
な
、
株
式
会
社
の
場
合
に
い
わ
れ
て
い
る
解
散
判
決
請
求
権
の
法
的
基
礎
に
つ
い
て
の
批
判
は
、

会
社
に
つ
い
て
は
あ
た
ら
ず
、
有
限
会
社
の
社
員
の
解
散
判
決
請
求
権
は
、
そ
の
法
的
基
礎
を
十
分
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
株
式
会

社
の
場
合
に
問
題
と
な
っ
た
社
団
的
性
格
か
ら
の
適
用
範
囲
の
制
限
は
必
ず
し
も
強
調
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
有

限
会
社
に
お
い
て
は
、
法
律
上
常
に
持
分
の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
、
流
通
証
券
の
発
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
社
員
が
会
社
内
部
の
意

見
の
対
立
な
ど
を
理
由
に
会
社
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
し
て
も
、
自
己
の
投
下
資
本
を
回
収
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の

意
味
で
、
解
散
判
決
請
求
権
は
社
員
の
利
益
の
保
護
の
た
め
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
点

北法23(2・172)374
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か
ら
、
わ
が
法
が
有
限
会
社
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
株
式
会
社
の
場
合
と
同
一
の
規
定
の
下
で
、
こ
れ
を
少
数
株
主
権
と
し
、
請
求
を
な
し
う

る
場
合
に
つ
き
厳
格
な
制
限
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
立
法
論
と
し
て
批
判
が
な
さ
れ
え
よ
う
。

(斗

(
1
)

小
町
谷
博
士
は
、
請
求
を
な
し
う
る
場
合
に
つ
い
て
非
常
に
厳
格
な
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
株
式
会
社
に
お
い
て
果
し
て
商
法
四

O
六
条
ノ
ニ
の
規
定
を
適
用
し
う
る
場
合
が
あ
る
か
ど
う
か
も
頗
る
疑
問
で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
こ
と
を
立
法
上
削
除
す
べ
き
理
由
の
一
つ
に
あ
げ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
前
掲
・
法
学
一
五
巻
四
号
三
六
頁
)
。

(
2
)

有
限
会
社
に
お
け
る
解
散
判
決
制
度
も
、
昭
和
二
五
年
の
株
式
会
社
法
の
改
正
に
対
応
し
た
社
員
の
地
位
の
強
化
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
二
六
年
の

有
限
会
社
法
の
改
正
で
新
た
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
わ
が
国
の
旧
法
が
有
限
会
社
に
つ
き
旧

法
の
株
式
会
社
に
近
い
取
扱
を
な
す
こ
と
と
し
た
結
果
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
(
問
中
(
誠

γ
会
社
法
詳
論
下
一

O
七
五
頁
〉
。

な
お
、
昭
和
二
六
年
の
改
正
で
、
社
員
の
監
督
是
正
権
と
し
て
、
そ
の
他
に
、
各
社
員
に
代
表
訴
訟
提
起
権
(
有
一
一
一
一
条
〉
、
取
締
役
の
違
法
行
為
の
差

止
請
求
権
主
二
条
ノ
二
)
、
資
本
の
十
分
の
一
以
上
に
当
る
出
資
口
数
を
有
す
る
社
員
に
帳
簿
覧
閲
権
(
四
四
条
ノ
ニ
)
、
取
締
役
の
解
任
請
求
権
(
四

六
条
)
な
ど
を
認
め
て
い
る
(
改
正
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
石
井
H
前
回
「
株
式
会
社
法
施
行
法
及
び
有
限
会
社
法
の
改
正
」
法
律
時
報
二
三
巻
八
号

二
四
頁
参
照
〉
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
社
員
の
監
督
是
正
権
に
対
し
て
は
、
社
員
総
会
の
権
限
の
縮
小
も
な
く
、
ま
た
取
締
役
会
制
度
を
採
用
し
て
い

な
い
有
限
会
社
に
、
株
式
会
社
と
同
様
の
構
想
に
よ
る
諸
規
定
を
導
入
し
た
こ
と
に
疑
念
が
あ
り
、
ま
た
、
有
限
会
社
の
よ
う
な
閉
鎖
的
な
会
社
の
少

数
者
は
文
字
通
り
の
少
数
者
を
意
味
す
る
の
で
、
こ
れ
に
監
督
是
正
の
機
能
を
期
待
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
場
合
が
多
く
、
是
正
権
を
あ
ま
り
に
強
化

す
る
こ
と
は
却
っ
て
正
常
な
企
業
経
営
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
む
し
ろ
直
接
的
な
救
済
的
権
利
に
比
重
が
置
か
れ
る
べ

き
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
い
る
(
酒
巻
「
有
限
会
社
の
特
殊
性
と
社
員
の
地
位
強
化
に
関
す
る
法
規
整
」
早
法
三
八
巻
了
二
冊
二
ハ
七
頁
以
下
)
。

(
3
)
も
っ
と
も
、
請
求
を
な
し
う
る
者
に
つ
い
て
は
、
有
限
会
社
で
は
授
権
資
本
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
発
行
済
株
式
総
数
の
代
り
に
資
本

の
十
分
の
一
以
上
の
持
分
を
有
す
る
者
と
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)

有
限
会
社
は
、
物
的
会
社
と
人
的
会
社
の
中
間
折
衷
的
形
態
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
物
的
会
社
性
が
濃
厚
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
(
比
較
法
的

に
は
、
物
的
色
彩
の
強
い
ド
イ
ツ
や
英
米
法
に
比
較
す
る
と
人
的
会
社
性
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
矢
、
沢
・
注
釈
会
社
法
制
一
二
頁
て
こ
の
性
格

は
、
昭
和
二
六
年
の
改
正
で
一
一
層
強
〈
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
(
酒
巻
・
前
掲
・
早
法
三
八
巻
一
二
冊
一
六
五
頁
)
。
そ
し
て
、
有
限
会
社
が
株
式
会

社
と
同
様
社
問
的
性
格
を
有
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
加
藤
・
注
釈
会
社
法
制
一
九
頁
参
照
)
。

株主の解散判決請求権
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(
5
)

わ
が
国
で
も
昭
和
一
一
一
一
年
に
有
限
会
社
法
が
新
三
に
制
定
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
現
行
法
上
の

株
式
会
社
は
原
則
と
し
て
多
数
の
公
衆
が
関
与
し
社
員
の
移
動
常
な
き
比
較
的
大
規
模
の
共
同
企
業
を
予
定
し
、
従
っ
て
こ
れ
に
関
す
る
規
定
も
相
当

煩
雑
立
厳
格
に
出
来
て
い
る
。
そ
の
結
果
比
較
的
少
人
数
、
且
株
主
に
比
し
て
は
各
自
の
個
性
を
互
い
に
尊
重
す
る
人
々
が
有
限
責
任
の
共
同
企
業
の

形
態
と
し
て
株
式
会
社
な
る
形
式
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
と
、
こ
れ
に
は
種
々
の
不
便
が
伴
わ
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
人
々
の
希
望
を
満

す
が
為
に
は
他
の
新
た
な
る
形
式
が
要
求
さ
れ
る
。
我
国
が
今
回
新
た
に
採
用
し
た
有
限
会
社
の
制
度
は
右
要
求
に
基
づ
く
共
同
企
業
の
新
な
る
形
態

で
あ
る
。
」
(
奥
野
ほ
か
・
有
限
会
社
法
釈
義
二
頁
)
。

(
6
)

昭
和
四
一
年
の
商
法
改
正
で
、
株
式
の
譲
渡
に
つ
い
て
も
定
款
を
も
っ
て
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
い
わ
ゆ
る

株
券
の
不
発
行
制
度
も
定
款
で
排
除
し
な
い
限
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
有
限
会
社
で
は
社
員
以
外
の
者
に
対
し
て
は
、

法
律
上
常
に
持
分
の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
流
通
証
券
の
発
行
が
法
律
上
常
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
点
で
基
本
的
に
異
な
る
(
も
っ
と
も
、
昭
和
二
六

年
の
有
限
会
社
法
の
改
正
で
、
社
員
相
互
間
の
持
分
譲
渡
を
自
由
に
し
(
一
九
条
一
項
)
、
社
員
以
外
の
者
に
対
す
る
持
分
譲
渡
に
つ
い
て
社
員
総
会
が

同
意
し
な
い
場
合
に
は
譲
渡
の
相
手
方
を
指
定
す
る
も
の
と
し
て
(
一
九
条
三
項
・
四
項
て
あ
る
程
度
有
限
会
社
の
閉
鎖
性
と
社
員
の
投
下
資
本
の
回

収
の
利
益
の
調
和
を
は
か
つ
て
い
る
)
。

〈

7
)

そ
の
他
に
、
株
主
の
場
合
と
異
な
り
、
設
立
当
初
の
社
員
ま
た
は
資
本
増
加
の
決
議
に
同
意
し
た
社
員
が
、
会
社
に
対
し
て
補
充
的
出
資
義
務
を
負

っ
て
い
る
(
一
四
条
・
一
五
条
・
五
四
条
・
六
五
条
)
こ
と
も
、
そ
の
現
わ
れ
と
い
え
よ
う
。

(
8
)
酒
巻
教
授
は
、
解
散
判
決
請
求
権
は
会
社
の
閉
鎖
性
を
基
礎
と
す
る
権
利
で
あ
る
と
解
し
、
株
式
も
し
く
は
持
分
の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
閉
鎖
性
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
り
(
「
閉
鎖
的
な
会
社
ー
ー
そ
の
特
質
と
法
規
整
」
早
法
一

O
巻
八
七
頁
)
、
閉
鎖
性
が
法
的
機
構
に
お
い
て
特
色
づ

け
ら
れ
て
い
る
有
限
会
社
に
お
い
て
は
、
解
散
判
決
請
求
権
は
法
的
基
礎
を
有
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
権
利
の
行
使
は
実
質
的
に
は
組
合
関
係

の
解
消
を
求
め
る
訴
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
(
「
会
社
解
散
請
求
権
の
法
理
」
早
法
四

O
巻
一
号
三
五
頁
〉
。

(
9
)

更
に
、
有
限
会
社
に
人
的
会
社
に
お
け
る
よ
う
な
退
社
の
制
度
が
な
い
こ
と
が
、
持
分
譲
渡
の
制
限
と
絡
ん
で
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
に
よ
る
社
員

の
救
済
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
(
酒
巻
・
前
掲
・
早
法
三
一
八
巻
了
二
冊
一
七
五
頁
)
。

(
叩
)
立
法
的
批
判
と
し
て
、
酒
巻
・
前
掲
・
早
法
四

O
巻
一
号
三
五
頁
、
富
山
・
注
釈
会
社
法
帥
四
一
六

l
四
一
八
頁
。
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• 

こ
こ
で
、
株
式
会
社
に
お
け
る
解
散
判
決
制
度
と
比
較
す
る
い
み
で
、
合
名
・
合
資
会
社
に
お
け
る
社
員
の
解
散
判
決
請
求
権
に

つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

合
名
会
社
は
、
各
社
員
が
会
社
債
権
者
に
対
し
て
連
帯
し
て
人
的
無
限
の
弁
済
責
任
を
負
う
と
と
も
に
(
商
八

O
条)、

社
員
は
原
則
と

し
て
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
権
利
と
義
務
を
有
す
る
(
七

O
条
)
。
こ
れ
が
た
め
、

対
外
的
に
会
社
債
権
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て

も
、
対
内
的
に
社
員
相
互
間
の
関
係
に
お
い
て
も
、
社
員
そ
の
人
の
信
用
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

る
少
人
数
の
共
同
企
業
に
適
す
る
形
態
で
、
内
部
的
に
は
民
法
上
の
組
合
と
実
質
的
に
相
違
な
く
、

合
名
会
社
が
人
的
信
頼
関
係
の
あ

た
だ
会
社
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

企
業
の
統
一
性
と
永
続
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

社
員
の
地
位
と
し
て
の
持
分
は
各
社
員

に
つ
き
単
一
で
、
そ
の
内
容
が
出
資
の
価
格
に
応
じ
て
異
な
る
に
す
、
タ
-
ず
、
持
分
を
譲
渡
す
る
に
は
他
の
総
社
員
の
点
諾
を
要
す
る
と
し

(
七
三
条
)
、
会
社
の
内
部
関
係
に
つ
い
て
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
組
合
に
関
す
る
民
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
(
六
八
条
)
、
定
款
の
変
更

そ
の
他
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
に
つ
い
て
総
社
員
の
同
意
を
要
す
る
も
の
と
し
て
い
る
(
七
二
条
)
こ
と
な
ど
も
、

合
名
会
社
が
、
社
員

と
会
社
と
の
関
係
が
き
わ
め
て
密
接
で
、

社
員
相
互
間
の
人
的
信
頼
関
係
を
基
礎
と
す
る
会
社
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ

(寸

る
。
そ
し
て
、
合
名
会
社
は
、
人
的
会
社
、
個
人
主
義
的
会
社
の
典
型
と
し
て
、

わ
め
て
組
合
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
。

そ
の
実
質
が
き

組
合
的
会
社
と
も
称
さ
れ
る
も
の
で
、

株主の解散判決請求権

つ
ぎ
に
、
合
資
会
社
も
、
無
限
責
任
社
員
と
有
限
責
任
社
員
か
ら
な
る
二
元
的
組
織
で
あ
る
が
、
有
限
責
任
社
員
が
存
在
す
る
こ
と
に

も
と
づ
い
て
生
ず
る
特
別
の
場
合
を
除
い
て
、
合
名
会
社
に
関
す
る
規
定
を
合
資
会
社
に
準
用
し
(
一
四
七
条
〉
、

そ
の
実
定
法
的
処
理
に

ま
た
、
有
限
責
任
社
員
と
い
え
ど
も
そ
の
結
合
関
係
は
組
合
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
社
員
対
社

員
の
関
係
は
、
有
限
責
任
社
員
と
無
限
責
任
社
員
と
の
聞
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
有
限
責
任
社
員
相
互
間
に
も
存
在
し
、
合
資
会
社
が
実

お
い
て
は
合
名
会
社
の
一
変
形
で
あ
り
、

質
的
に
は
社
員
の
組
合
的
結
合
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
合
名
会
社
に
お
け
る
の
と
大
体
同
様
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
合
名
・
合
資
会
社
が
組
合
的
性
格
を
有
し
社
員
相
互
間
の
共
同
関
係
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
、

社
員
相
互
間
の
共
同
関

合
名
・
合
資
会
社
に
お
い
て
は
そ

論

係
の
破
綻
に
も
と
づ
き
、
個
々
の
社
員
の
意
思
に
よ
り
会
社
を
解
散
せ
し
め
る
解
散
判
決
請
求
権
が
、

の
法
的
基
礎
を
十
分
に
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
会
社
に
お
い
て
、
社
員
の
全
部
或
い
は
一
部
が
会
社
債
務
に
つ
き
人

的
無
限
の
責
任
を
負
う
と
と
も
に
、
持
分
の
譲
渡
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
会
社
の
解
散
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
社
員
の
利
益

を
保
護
す
る
必
要
性
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
も
な

hL
ま
た
、
社
員
の
人
的
無
限
責
任
は
会
社
の
解
散
後
も
存
続
す
る
の
で
(
一
四
五
条
)
、

会
社
の
解
散
に
よ
り
会
社
関
係
者
に
及
ぼ
寸
影
響
を
、
物
的
会
社
の
場
合
に
比
べ
て
そ
れ
程
強
調
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
え
よ
心
旬

(
1
)

も
っ
と
も
、
商
法
は
、
合
名
会
社
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
社
団
と
し
て
い
る
が
ハ
五
二
条
)
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
社
団
の
意
味
を
い
わ
ゆ
る

組
合
も
社
団
を
も
包
含
す
る
広
義
の
人
的
結
合
な
い
し
団
体
を
い
う
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
解
し
(
松
田
・
株
式
会
社
の
基
礎
理
論
九
一
頁
、
同
「
会
社

の
組
合
性
と
社
団
性
」
田
中
(
耕
)
還
暦
記
念
・
商
法
の
基
本
問
題
二
一
四
頁
・
株
式
会
社
法
研
究
一
六
四
頁
、
田
中
(
誠
)
・
会
社
法
詳
論
上
三
八
頁
て
あ

る
い
は
法
技
術
的
要
請
か
ら
形
式
的
な
意
味
に
お
レ
て
法
は
社
団
と
構
成
し
て
い
る
も
の
と
解
し
て
(
鈴
木
・
新
版
会
社
法
八
頁
、
同
「
会
社
の
社
団

法
人
性
」
松
本
古
稀
記
念
・
会
社
法
の
諸
問
題
六
一
頁
以
下
・
商
法
研
究
E

|
会
社
法

ω四
頁
以
下
〉
、
実
質
的
な
意
味
に
お
い
て
合
名
会
社
が
組
合
た

る
実
体
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
。

(
2
〉
有
限
責
任
社
員
は
、
会
社
債
務
に
つ
き
会
社
債
権
者
に
対
し
直
接
に
そ
の
出
資
の
価
格
を
限
度
と
す
る
連
帯
責
任
を
負
う
に
止
ま
る
こ
五
七
条
)

反
面
、
会
社
の
業
務
執
行
及
び
会
社
代
表
か
ら
除
斥
さ
れ
る
こ
五
六
条
)
。
ま
た
、
有
限
責
任
社
員
の
持
分
の
譲
渡
は
無
限
責
任
社
員
全
員
の
承
諾
が

あ
れ
ば
足
り
、
他
の
有
限
責
任
社
員
の
承
諾
を
必
要
と
し
な
い
こ
五
四
条
)
点
で
、
無
限
責
任
社
員
の
場
合
に
比
べ
て
い
く
ら
か
自
由
で
あ
る
。

(
3
)

鈴
木
・
前
掲
・
松
本
記
念
七
三
頁
・
研
究
H
一
六
頁
。

(
4
)

社
員
が
任
意
に
会
社
を
解
散
す
る
に
は
総
社
員
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
(
九
四
条
・
一
四
七
条
)
も
、
解
散
判
決
制
度
に
よ
り
社
員
の
利
益
を

保
護
す
る
必
要
性
を
生
ぜ
し
め
る
理
由
と
な
り
え
よ
う
。

(
5
〉
合
名
・
合
資
会
社
に
お
い
て
、
任
意
清
算
と
い
っ
た
簡
易
な
自
主
的
清
算
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
一
七
条
一
項
・
一
四
七
条
)
こ
と
は
、
そ

の
現
わ
れ
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
合
名
・
合
資
会
社
に
あ
っ
て
は
、
社
員
聞
に
人
的
信
頼
関
係
が
存
し
社
員
相
互
聞
に
お
い
て
利
益
を

害
す
る
お
そ
れ
も
な
く
、
ま
た
、
解
散
登
記
後
も
社
員
の
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
会
社
債
権
者
の
保
護
を
欠
く
お
そ
れ
も
少
な
い
か
ら
で
あ
る
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(
も
っ
と
も
、
解
散
判
決
に
よ
る
解
散
の
場
合
に
は
、
法
定
清
算
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
判
明
治
三
七
年
四
月
一
一
一
一
日
民
録
一

O
輯五一一一一

頁
、
大
阪
区
判
昭
和
一
一
年
一

O
月
二
二
日
新
聞
四
O
六
O
号
五
頁
)
。

さ
て
、
合
名
・
合
資
会
社
の
社
員
の
解
散
判
決
請
求
権
に
つ
い
て
、
明
治
二
三
年
の
旧
商
法
二
一
七
条
一
一
項
は
、
「
第
六
七
条
(
法

-
一
掲
ケ
タ
ル
場
合
ノ
外
会
社
某
目
的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
又
ハ
会
社
ノ
地
位
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ノ
理
由
ヲ
以

テ
一
人
又
ハ
数
人
ノ
社
員
ヨ
リ
会
社
ノ
解
散
ヲ
申
立
ツ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ノ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
解
散
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
、

定
解
散
原
因
)

明
治
三
二
年
の
新
商
法
八
三
条
に
そ
の
趣
旨
が
受
継
が
れ
、

た
だ
組
合
の
解
散
に
関
す
る
民
法
六
八
三
条
の
法
文
に
倣
い
、
「
己
ム
コ
ト
ヲ

得
サ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
各
社
員
ハ
会
社
ノ
解
散
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
裁
判
所
ハ
社
員
ノ
請
求
ニ
因
リ
会
社
ノ
解
散
ニ
代
へ
テ
社
員

ヲ
除
名
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」

と
規
定
さ
れ
た
。

つ
い
で
昭
和
十
三
年
改
正
で
、
こ
の
但
書
が
削
除
さ
れ
、
敗
訴
原
告
の
損
害
賠
償
責
任
に
関

現
在
の
規
定
に
到
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
合
名
・
合
資
会
社
に
お
い
て
は
、
単
に
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事

す
る
第
二
項
を
追
加
し
て
、

由
ア
ル
ト
キ
L

に
各
社
員
が
解
散
請
求
の
訴
を
提
起
で
き
る
(
一
一
一
一
条
・
一
四
七
条
)
。

こ
の
商
法
一
一
二
条
一
一
項
で
い
う
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
」
の
有
無
の
認
定
は
、
裁
判
所
の
裁
量
権
に
属
す
る
が
、

立
法
の
治
革
か

t斗

一
応
、
旧
商
法
一
二
七
条
一
項
に
挙
げ
ら
れ
た
会
社
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
場
合
と
、
会
社
の
地
位
を
維
持
す
る
こ

と
を
能
わ
ざ
る
場
合
が
内
包
さ
れ
、
判
定
基
準
と
さ
れ
か
d
ま
た
、
わ
が
商
法
は
、
合
名
・
合
資
会
社
に
つ
い
で
個
人
的
な
事
由
に
よ
る

ら
み
て
、

株主の解散判決請求権

退
社
の
制
度
を
認
め
、
特
定
の
社
員
に
つ
い
て
生
じ
た
事
由
を
退
社
の
事
由
と
し

(
八
四
条
・
八
五
条
・
九
一
条
・
九
五
条
一
項
・
一
三

九
条
一
項
)
、
こ
れ
に
よ
り
解
散
を
回
避
す
る
こ
と
で
会
社
の
団
体
性
を
あ
る
程
度
考
慮
し
て
い
る
の
で
、
退
社
の
事
由
と
し
て
の
商
法
八

四
条
二
項
で
い
う
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
」
と
異
な
り
、
単
な
る
社
員
の
一
身
上
の
事
由
は
、
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
」
と
な
ら

ず
、
他
の
社
員
の
存
在
と
意
思
と
の
比
較
衡
量
の
う
え
で
決
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
吃
そ
し
て
、

合
名
・
合
資
会
社
の
よ
う
な
人
的

会
社
で
は
、
対
内
的
対
外
的
に
も
社
員
の
個
性
及
び
社
員
相
互
の
信
頼
関
係
が
重
視
さ
れ
る
か
ら
、

社
員
相
互
間
に
激
し
い
不
和
対
立
を
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生
じ
、
或
い
は
中
心
的
な
社
員
が
死
亡
し
た
た
め
な
ど
で
会
社
の
目
的
の
達
成
ま
た
は
存
続
が
困
難
な
い
し
不
可
能
・
無
意
味
に
な
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
通
常
「
己
ム

u
ト
ヲ
得
、
サ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
」
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

論

判
例
は
、
特
許
権
の
あ
る
物
件
の
製
造
販
売
を
目
的
と
す
る
合
資
会
社
で
、
特
許
無
効
の
審
判
が
確
定
し
、
し
か
も
業
務
担
当
社
員

が
会
社
工
場
を
ほ
し
い
ま
ま
に
他
人
に
賃
貸
し
目
的
事
業
の
経
営
が
妨
げ
ら
れ
た
と
勺
特
許
権
を
得
た
物
件
の
製
造
販
売
を
目
的
と
し

二
名
か
ら
成
る
合
資
会
社
の
社
員
が
、
相
反
目
し
て
会
社
運
営
の
円
滑
を
欠
き
特
許
権
が
他
人
の
権
利
と
な
り
、
か
っ
、
会
社
が
比
較
的

多
大
の
債
務
を
負
担
し
収
拾
し
え
な
い
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
山
合
資
会
社
で
社
員
聞
に
感
情
の
衝
突
が
あ
り
円
滑
に
事
業
を
維
持
し
え
ず
、

か
っ
、
総
社
員
の
同
意
に
よ
る
会
社
解
散
の
途
が
な
い
と
勺
合
資
会
社
の
経
営
を
担
当
し
て
い
る
社
員
聞
に
反
日
制
牒
を
生
じ
、
到
底

和
衷
協
同
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
、
会
社
解
散
に
つ
い
て
総
社
員
の
同
意
を
う
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
)
合
資
会
社

の
社
員
が
任
意
の
出
資
を
な
さ
ず
互
い
に
反
日
制
機
し
負
債
多
大
で
経
営
困
難
な
場
合
、
合
資
会
社
が
社
員
三
名
で
そ
の
聞
に
感
情
の
疎

し
か
も
、
会
社
解
散
の
同
意
す
う
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
な
ど
は
「
己
ム
コ
ト

隔
を
来
し
和
衷
協
力
を
望
み
え
な
い
情
勢
に
あ
っ
、

ヲ
得
ザ
ル
事
由
」
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
社
員
の
不
和
対
立
な
ど
そ
れ
自
体
が
直
ち
に
解
散
事
由
を
構
成
す
る
の
で
は
な
く
、

事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
り
会
社
の

存
続
自
体
が
無
意
味
と
な
る
程
に
達
し
、
社
員
の
意
思
統
一
に
よ
る
打
開
の
方
法
が
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、

解
散
し
な
い
で
も

別
の
方
法
で
会
社
の
存
続
を
困
難
な
ら
し
め
る
現
在
の
窮
境
を
打
開
で
き
る
と
と
く
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

も
と
づ
い
て
解
散
請
求
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
判
例
も
、
合
資
会
社
の
社
員
聞
に
不
和
対
立
が
あ

企
業
維
持
の
精
神
に

っ
て
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
会
社
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
て
も
、
社
員
の
一
名
が
除
名
さ
れ
る
情
勢
に
あ
り
、

に
よ
り
十
分
打
開
の
途
が
あ
る
と
き
は
、
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
」
に
該
当
し
な
い
と
し
、
ま
た
、
合
資
会
社
に
当
時
と
し

こ
の
除
名

て
は
相
当
多
額
の
出
資
を
し
た
が
、
経
営
の
実
際
に
関
与
し
な
い
社
員
(
原
告
)
を
、
唯
一
の
無
限
責
任
社
員
で
業
務
執
行
を
担
当
す
る
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者
が
な
い
が
し
ろ
に
し
、
設
立
以
来
正
規
の
営
業
報
告
及
び
社
員
に
対
す
る
利
益
配
当
を
せ
ず
、
経
理
に
つ
い
て
も
要
求
に
拘
わ
ら
ず
明

ら
か
に
せ
ず
、
会
社
財
産
と
個
人
資
産
と
の
区
別
も
明
確
に
し
て
い
な
い
面
も
あ
り
、
非
社
員
を
勝
手
に
社
員
と
し
て
登
記
す
る
な
ど
、

専
横
で
信
頼
関
係
が
破
綻
し
て
い
た
の
で
、
解
散
請
求
を
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
原
告
は
当
初
か
ら
被
告
会
社
の
経
営
に
関
与
し
た

こ
と
が
な
く
、
そ
の
目
的
は
自
己
の
出
資
に
よ
る
持
分
権
を
保
護
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
か
ら
、
持
分
を
有
し
な
い
非
社
員
は
こ
れ
を

会
社
か
ら
排
除
す
れ
ば
よ
く
、

ま
た
、
会
社
の
業
務
や
財
産
の
状
況
を
検
査
す
る
法
的
手
段
も
あ
り
(
一
五
三
条
〉
、

た
と
え
そ
の

ま
た
、

よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
も
十
分
で
は
な
い
と
し
て
も
、
退
社
す
る
こ
と
に
よ
り
持
分
関
係
を
清
算
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
唯
一

被
告
会
社
の
経
営
そ
の
も
の
は
別
段
行
き
詰
る
こ
と
も
な
い
の
で

と
し
て
い
る
。

の
無
限
責
任
社
員
と
の
聞
に
不
和
が
生
じ
信
頼
関
係
が
破
綻
し
て
も
、

あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
未
だ
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
」
と
い
え
な
い
、

こ
の
よ
う
に
、
合
名
・
合
資
会
社
の
社
員
の
解
散
請
求
に
つ
い
て
も
、
解
散
判
決
を
な
し
う
る
場
合
と
し
て
、
社
員
の
一
身
上
の
事
由

(寸

が
含
ま
れ
ず
、
会
社
の
目
的
の
達
成
ま
た
は
会
社
の
存
続
が
困
難
な
い
し
不
可
能
な
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
他
の
方
法
で
窮

境
を
打
開
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
、
適
用
範
囲
が
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
人
的

会
社
の
場
合
に
は
、
そ
の
特
質
に
も
と
づ
き
あ
る
程
度
株
式
会
社
の
場
合
と
異
な
っ
た
取
扱
い
を
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
、
会
社
の
存
続

が
何
ら
か
の
手
段
を
と
る
こ
と
に
よ
り
ま
っ
た
く
不
可
能
と
い
え
な
い
と
き
で
も
、
従
来
の
会
社
の
実
体
に
重
大
な
変
更
を
も
た
ら
す
に

株主の解散判決請求権

到
る
場
合
に
は
、
解
散
判
決
請
求
を
拒
否
す
べ
き
で
は
な
く
、
一
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
」
を
あ
ま
り
厳
格
に
解
す
べ
き
で
は
な
い
と
す

る
見
解
も
あ
る
。

(
1
)

商
法
一
一
一
一
条
の
治
革
に
つ
い
て
は
、
志
村
「
商
法
一
一
二
条
の
『
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
』
」
商
事
法
務
五
四
六
号
六
三
真
、
島
・
注
釈
会
社
法

ω四
二
四
頁
。

(
2
)

志
村
・
右
掲
六
三
頁
、
島
・
右
掲
四
二
四
頁
。
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ハ
3
)

し
か
し
、
人
的
会
社
に
つ
い
て
、
特
定
の
社
員
に
つ
い
て
の
み
の
事
由
で
も
、
会
社
の
解
散
原
因
ま
た
は
解
散
判
決
請
求
原
因
と
し
て
い
る
の
が
、

各
国
の
傾
向
で
あ
る
(
こ
の
点
の
比
較
法
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
血
阿
賀
陽
ほ
か
「
商
法
改
正
案
を
評
す
同
」
法
学
論
叢
三
四
巻
四
号
六
五
七
頁
以
下
、

松
岡
「
人
的
会
社
に
お
け
る
社
員
の
解
散
判
決
請
求
権
と
退
社
権
な
ら
び
に
除
名
」
立
命
館
法
学
二
七
号
一
一
一
一
七
頁
以
下
参
照
)
。

(
4
)

志
村
・
右
掲
六
五
頁
。

(
5
)

松
本
・
会
社
法
(
新
法
学
全
集
)
一
一
二
三
頁
、
伊
沢
・
註
解
新
会
社
法
一
二
八
頁
、
大
隅
・
全
訂
会
社
法
論
I
一
O
O頁
、
石
井
・
会
社
法
下
回
二

六
頁
、
西
島
・
会
社
判
例
百
選
(
新
版
)
一
二
七
事
件
二
六
六
頁
。
な
お
、
民
法
の
組
合
に
関
す
る
同
規
定
に
つ
き
、
末
川
・
債
権
各
論
四
一
九
頁
。

(
6
)

大
阪
地
判
・
裁
判
年
月
日
不
詳
・
新
聞
五
四
二
号
一
一
頁
。

〈
7
)

大
阪
地
判
・
裁
判
年
月
日
不
詳
(
明
四
二
(
ツ
)
六
一
一
三
)
新
聞
六
二
二
号
一
三
頁
。

(
8
)

東
京
地
判
大
正
一

O
年
八
月
二
日
新
聞
一
九
一
七
号
二
一
頁
。

(
9
)
東
京
地
判
昭
和
三
年
七
月
六
日
法
律
新
報
一
六
八
号
二
二
頁
。

(
叩
)
神
戸
地
判
昭
和
八
年
一
二
月
一
一
日
新
聞
三
六
五
号
九
一
八
頁
。

(
刊
)
大
判
昭
和
二
二
年
一

O
月
二
九
日
判
決
全
集
五
輯
二
二
号
一
一
二
三
頁
。

(
ロ
)
松
田
・
会
社
法
概
論
五
八
頁
、
石
井
・
会
社
法
下
回
二
六
頁
、
田
中
(
誠
)
・
会
社
法
詳
論
下
九
六
五
頁
、
西
鳥
・
右
掲
二
六
七
頁
、
上
柳
H
鴻
編
・

ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
会
社
法
一
一
一
一
一
六
頁
。
な
お
、
菅
原
・
設
釈
民
法
制
一
四
四
頁
。

(
日
)
最
判
昭
和
三
三
年
五
月
二

O
日
民
集
一
二
巻
七
号
一

O
七
七
頁
。

(
同
)
岐
阜
地
判
昭
和
四
三
年
二
月
二
四
日
下
民
一
九
巻
一
・
二
号
九
七
頁
。

(
日
)
松
岡
・
右
掲
一
四
六
頁
、
志
村
・
右
掲
六
五
頁
。
解
散
判
決
請
求
を
拒
否
す
べ
き
で
は
な
い
場
合
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
重
要
な
社
員
ま
た
は
過
半

数
の
社
員
か
ら
解
散
請
求
が
な
さ
れ
た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(
志
村
・
同
頁
)
。
そ
し
て
、
人
的
会
社
の
場
合
に
抽
象
的
な
企
業
維
持
の
原
則
を
強

調
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
(
松
岡
・
右
掲
一
四
七
頁
、
志
村
・
同
頁
〉
。

な
お
、
判
例
に
お
い
て
も
、
除
名
な
ど
を
す
れ
ば
社
員
聞
の
不
和
対
立
を
打
開
で
き
る
場
合
で
も
、
会
社
の
営
業
が
廃
止
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
状
態

の
場
合
に
は
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
」
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
〈
右
掲
註
(
8
)、
(
9
)、
(
叩
)
の
判
例
〉
。

論
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a・1

第
二
章

比
較
法
的
考
察

第
一
節

ア
メ
リ
カ
法

〔ー〕

沿

革

(
1
)
 

ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
は
、

ω

(
同

E
Z
E印
巾
)
の
放
棄
、
川
判

立
法
府
の
制
定
す
る
立
法
、
川
刷

会
社
が
特
許
の
利
用
を
僻
怠
も
し
く
は
濫
用
し
、

法
人
格
付
与
の
目
的
に
い
ち
じ
る
し
く
違
反
し
た
こ
と
に

会
社
の
全
て
の
株
主
の
死
亡
、

ω
会
社
が
み
ず
か
ら
な
す
特
許

よ
る
州
が
な
す
定
款
(
円
宮
ユ
2
)
の
失
権
、

社
が
解
散
さ
れ
う
る
場
合
と
し
て
、
川
w

に
よ
り
会
社
が
解
散
さ
れ
う
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
他
に
、

会
社
の
存
続
期
間
の
満
了
、
制
定
款
所
定
の
解
散
原
因
た
る
事
実
の
発
生
、

っ
と
も
必
要
な
部
分
を
失
い
も
は
や
会
社
が
活
動
で
き
な
い
こ
と
、
な
ど
が
古
く
か
ら
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
法
で
、
会

(7) 

会
社
の
も

こ
れ
ら
の
う
ち
、
会
社
の
全
て
の
株
主
の
死
亡
は
、
株
式
の
自
由
譲
渡
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
今
日
の
会
社
に
お
い
て
は
適
用
が
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
会
社
が
み
ず
か
ら
な
す
特
許
の
放
棄
は
、
解
散
例
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
会
社
が
そ
の
存
続
期
間

満
了
前
に
任
意
に
解
散
す
る
場
合
会
。
-cE白
弓
丘
訴
。
-EFOロ
)
で
、
初
期
に
お
い
て
は
、

各
株
主
は
会
社
の
基
礎
的
な
組
織
が
永
続
す
る

(斗

こ
と
に
関
し
多
数
決
に
よ
っ
て
も
奪
う
こ
と
を
え
な
い
権
利
を
有
す
る
と
し
て
、
会
社
を
解
散
す
る
に
つ
い
て
は
全
て
の
株
主
の
同
意
が

必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
、
全
て
の
州
の
制
定
法
は
、

株主の解散判決議求権

解
散
を
な
す
べ
き
旨
の
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
る
勧
告
に
も
と
づ

き
、
ま
た
は
取
締
役
会
の
勧
告
を
要
せ
、
ず
、
議
決
権
を
有
す
る
も
し
く
は
社
外
株
式
の
過
半
数
ま
た
は
要
件
を
加
重
し
て
た
と
え
ば
三

分
の
二
を
有
す
る
株
主
の
決
議
に
よ
り
、
会
社
を
解
散
す
る
権
利
を
与
え
て
い
勺

ま
た
、
会
社
が
特
許
の
利
用
を
僻
怠
も
し
く
は
濫
用
し
、

法
人
格
付
与
の
目
的
に
い
ち
じ
る
し
く
違
反
し
た
こ
と
に
よ
る
定
款
の
失
権

手
続
は
、
通
常
は
、
州
の
申
立
に
よ
り
、
裁
判
所
が
強
制
的
に
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
方
法
(
百

g-ロロ
g
q
任研

g
-
5
5ロ
)
に
よ
っ
て
な

北法23(2・181)383



説

さ
れ
て
い
る
が
、
制
定
法
に
こ
れ
に
関
す
る
特
別
の
規
定
が
な
い
場
合
に
、
裁
判
所
が
州
の
申
立
に
よ
り
会
社
の
強
制
解
散
を
命
ず
る
権

限
を
有
す
る
こ
と
は
、
法
人
格
者
と
し
て
の
会
社
は
立
法
の
産
物
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
存
在
も
立
法
府
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
は
当
然
で

論

あ
り
、
会
社
が
法
人
格
付
与
の
目
的
に
い
ち
じ
る
し
く
違
反
し
て
い
る
場
合
に
は
、
公
益
(
宮
Z
F
n
F
5
2
2
6
を
侵
害
し
、
州
と
会
社
と
の

契
約
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
州
は
公
的
な
救
済
方
法
で
あ
る
権
限
開
示
令
状

2
5
当
日
E
E
C
)
の
性
質
の
手
続
に
よ
り
定
款

を
失
権
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い

L
ぜ
そ
し
て
、
こ
の
州
の
申
立
に
よ
る
強
制
解
散
は
、

目
的
と
す
る
制
度
と
し
て
、
現
在
、
殆
ん
ど
の
州
の
制
定
法
が
、
川
開

公
益
の
維
持
を

会
社
が
年
次
報
告
書
を
届
け
出
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
、
同

社
が
営
業
権
税

Q
B
E
r
g
gと
そ
の
他
の
税
金
の
支
払
を
怠
っ
た
場
合
、
川
円

会
社
の
定
款
が
詐
欺
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
場
合
、
川
町

会
社
が
法
律
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
限
の
輪
越
ま
た
は
濫
用
を
継
続
し
て
い
る
場
合
、

は
役
員
を
任
命
し
か
っ
保
持
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
、
的

会
社
が
登
記
せ
ら
れ
た
代
理
人
も
し
く

会
社
が
設
立
以
来
事
業
を
開
始
せ
ず
ま
た
は
長
期
に
わ
た
っ
て
営
業
を
休

止
し
て
い
る
場
合
、
な
ど
に
法
務
長
官
(
〉

2
0
5
4
0
2冊目
C
の
申
立
に
も
と
づ
き
、
裁
判
所
の
命
令
を
も
っ
て
会
社
を
強
制
的
に
解
散

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
む

ま
た
、
最
後
に
挙
げ
た
、
会
社
の
も
っ
と
も
必
要
な
部
分
を
失
い
も
は
や
会
社
が
活
動
で
き
な
い
こ
と
、

に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、

会
社
が
支
払
不
能
(
吉
田

o
-
5
E
)
に
陥
っ
た
場
合
に
、
会
社
債
権
者
の
訴
に
も
と
づ
き
、
裁
判
所
は
会
社
の
た
め
に
財
産
管
理
人

(HR包
括
同
)

を
任
命
し
て
会
社
財
産
の
売
却
・
債
務
の
弁
済
を
な
し
、

そ
の
上
で
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
を
で
き
る
、
こ
と
が
古
く
か
ら
認
め
ら

債
擢
者
の
訴
に
も
と
づ
く
強
制
解
散
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
お
v

れ
、
こ
れ
に
関
し
て
も
、
現
在
、
殆
ん
ど
の
州
の
制
定
法
は
、

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

回一

ωnrac口
角
川
・
の

O
B
Bゆロ
g
ユ2
0同
件

r
m
F
E司
口
町
肘
ロ

m
g
E
F
〈
D
-
-
一
(
一
寸
町
印

γ
同

y

ム∞
m
・

2
a
n
F
F
。
可
円
一

a
a
E
C
h
吾
作
『
君
主
司
ロ
S
Z
(
U
2吉
田
仲
F
O
E
-
5
7
5
右
耳
目
・

a
-
-
E
M
)ム
吋

白

吋

m-

会
社
の
全
株
式
が
一
人
の
者
に
所
有
さ
れ
て
株
主
が
一
人
と
な
っ
た
場
合
も
、
会
社
は
当
然
に
解
散
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
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(→ 

〉
B
R
F
n
g
』ロロ田恒
E
乱ぬ口口巾

(
N
a
-
石
田
印
)
咽
〈
D--
一戸間一印回目・

(
4
〉
回
q
r
s
ι
ζ
2
5・
叶
宮
宮
邑
司
ロ

(UC円宮
g
c
oロ
ω邑

H
J
F
g
g
p
o唱
え
可
今
回
ωN)
・甲・一

ωM
・
な
お
、
現
在
で
も
、
多
く
の
州
の
制
定
法
は
、

会
社
の
全
株
主
の
書
面
に
よ
る
同
意
に
よ
り
解
散
の
承
認
ま
た
は
決
議
が
成
立
す
る
と
し
て
い
る
が
(
戸
間
J

O
己
・
。
a
o
〉
ロ
ロ
・
号
-
∞
抑

N
a
(。)・

2
8
3
H
E
∞
5
・
。
。
門
司
・
〉
a
n
r
・
ωN
師
一
可
・
印
ア
今
回
ωω)
一
Z
・J
円・回
E
-
n
o号
・
ピ
耳
掛
川
町
-
印
・

5
0
ア
(
石
田
ω〉
u
当
日
F
M
N
2・
。
色
。

ゆ

Nω
〉
・
日
∞
・
口
N0
・
(
呂
田
吋
)
〉
、
こ
の
規
定
は
、
株
主
総
会
の
開
催
を
不
必
要
と
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
(
己
D
E

B
号
G
E
t
s〉
の
実
態
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。

(
5
)

各
州
の
規
定
の
一
般
例
に
つ
い
て
は
、
〉
・
回
・
〉
・
忽
&
ぬ
こ
吉
田
-
n
o号
・
〉
込
〉

5
・
に
つ
旧
三
)
w

副
∞
品
目
当
・
怠
一
l
会
ω参
照
。

(
6
)

こ
れ
を
最
初
に
認
め
た
判
例
は
、
吋
2
3
3
〈
・
吋
ミ
一
ロ
ア
∞
の
E
5
7
品
ω・
ω
「
肘
ι・
ω包
(
一
∞
一
己
で
あ
る
。

(
7
)

こ
の
制
度
は
、
少
数
株
主
の
利
益
の
保
護
と
救
済
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

z
c
F
の
C
H
U
G
E
Z
o
a
-
E広
Cl

r
t
oロ
l
U
S
L
-
c
n
r
.
ω
N
Z・。

F
・列。当・

ωω
印(一回目ム)・白仲間)・

ωω
吋
ロ
・
二
・

(
8
)

各
州
の
規
定
の
一
般
例
に
つ
い
て
は
、
宮
&
乙
∞
5
・。。
ζ
・
〉
♀
〉
ロ
P

民
・
端
宏
司
・
印
ωωl印
a
u
の
ω三円
Y
切戸田町富田

O『
m
B
E
t
s
-
F

g
H
Z
ω
E
E
m
(
s
m
e
w
g
-
-
∞
-
n
r・
-
∞
吋
宅
・

5
N
ω
1
5
N吋
参
照
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
法
務
大
臣
の
申
立
に
も
と
づ
く
強
制
解
散
制
度

は
、
わ
が
国
の
昭
和
二
五
年
商
法
改
正
に
お
け
る
解
散
命
令
の
改
正
に
参
照
さ
れ
て
い
る
(
大
隅
H
大
森
・
逐
条
改
正
会
社
法
解
説
三

O
頁〉。

(
9
〉
一
般
的
に
、

ω債
権
者
の
有
す
る
請
求
権
に
つ
き
判
決
を
受
け
、
そ
の
判
決
を
執
行
し
た
が
満
足
を
得
、
ず
、
か
つ
会
社
が
支
払
不
能
で
あ
る
こ
と
が

確
定
し
た
と
き
、

ω会
社
が
そ
の
債
権
者
の
有
す
る
請
求
権
は
期
限
の
到
来
し
、
支
払
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
書
面
を
も
っ
て
承
認
し
、
か
つ
会

社
が
支
払
不
能
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
と
き
、
に
債
権
者
は
裁
判
所
に
会
社
が
資
産
及
び
業
務
を
清
算
し
、
解
散
す
る
こ
と
を
求
め
る
訴
を
提
起
し

う
る
と
規
定
し
て
い
る
。

ω君
。
・
四
よ
冨
c
号
-
一
回
目
・
の
OG-
〉円丹(一

usa・γ
抑白吋(品)・

株主の解散判決請求権

さ
て
、
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
き
、
裁
判
所
が
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
、

一
九
世
紀
に
な

っ
て
か
ら
現
わ
れ
て
い
る
が
、
初
期
の
判
例
は
、
制
定
法
で
こ
れ
に
関
す
る
特
別
の
援
権
が
な
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、

主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
会
社
を
解
散
す
る
権
限
を
有
し
な
い
と
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

裁
判
所
は
少
数
株

こ
れ
ら
の
判
例
は
、
裁
判
所
は
一
般
的
広
会
社
の
経
営
そ
の
他
の
内
部
的
事
項
に
干
渉
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
、

と
す
る

‘' 北法23(2・183)385



説

伝
統
的
な
立
場
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
主
と
し
て
、
会
社
は
州
の
特
許
状
官
官
己
主
岳
民
芯
る
に
よ
っ
て
設

論

立
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
存
在
が
州
の
特
別
の
立
法
(
∞
0
2
5ぼ
ロ

R
C
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

在
を
消
滅
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
し
て
い
た
。
こ
の
会
社
の
存
在
が
州
の
特
別
の
立
法
に
由
来
す
る
も
の
で

州
の
み
が
会
社
を
解
散
し
そ
の
存

あ
る
か
ら
と
の
理
由
は
、

一
八
一
一
年
の
ニ
ュ
l
・
ヨ
l
ク
州
製
造
会
社
法
を
初
め
と
し
て
、

特
別
法
制
度
を
廃
止
し
て
設
立
に
つ
い
て
準
則
主
義
を
認
め
る
一
般
会
社
法

(
m
g
R乙
百
g
G
O
H
2
5ロ凹
g
z
g
)
を
制
定
す
る
に
到
る

一
八
四
八
年
頃
を
転
機
に
多
く
の
州
が
、

と
、
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
判
例
は
依
然
と
し
て
、
従
来
の
判
例
の
立
場
が
原
則
で
あ
る
と
し
て
、

裁
判
所
は
少
数
株

主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
会
社
の
解
散
を
命
じ
そ
の
存
在
を
消
滅
せ
し
め
る
権
限
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、

た
だ
、
株
主
の
訴
に
も
と

づ
き
会
社
の
た
め
に
財
産
管
理
人
公

2
2
5与
を
任
命
し
、
そ
の
者
が
会
社
財
産
を
管
理
・
売
却
し
て
会
社
の
業
務
を
清
算
し
、

と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

債
務
の

弁
済
、
株
主
へ
の
残
余
財
産
の
分
配
を
な
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
、

」
の
よ
う
な
従
来
の
立
場
を
最
初
に
変
更
し
た
の
は
、

ハ
4
)

一
八
九
二
年
の

E
5
2
〈
・
回
巾
-
二
田
]
巾

-
2
ゎ
。
判
決
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
多
数
株
主
(
社
長
)
が
自
己
の
個
人
的
利
益
の
た
め
に
会
社
資
産
を
流
用
し
、

社
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
解
散
の
訴
が
な
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、

少
数
株
主
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
会

多
数
株
主
が
会
社
の
資
産
及
び
利
益
を
会
社
の
全
て
の
株

主
の
た
め
に
運
用
、
分
配
す
べ
き
信
任
義
務
に
違
反
し
て
、

自
ら
の
個
人
的
利
益
を
は
か
る
目
的
で
会
社
を
存
続
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

場
合
に
は
、
裁
判
所
は
例
外
的
に
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
と
し
て
、
解
散
の
訴
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

判
決
を
契
機
と
し
て
、

そ
の
後
の
判
例
は
次
第
に
従
来
の
判
例
の
立
場
を
変
更
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
判
例
は
、
裁
判
所
が
少
数
株
主

の
訴
に
も
と
づ
き
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
一
般
論
と
し
て
、
「
従
来
の
判
例
が
裁
判
所
は
少
数
株
主

の
訴
に
も
と
づ
い
て
会
社
を
解
散
す
る
権
限
を
有
し
な
い
と
す
る
の
が
一
般
原
則
で
あ
る
と
し
て
い
た
立
場
は
、
会
社
の
存
在
が
州
の
特

別
の
立
法
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

準
則
主
義
に
基
礎
を
お
く
一
般
会
社
法
が
制
定
さ
れ
る
に
及
ん
で
全
く

北法23(2・184)386
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根
拠
を
欠
き
、

企
業
の
多
く
が
株
式
会
社
形
態
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
衡
平
法
裁
判
所
は
よ
り
、

共
同
企
業
者
と
し
て
の

株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
権
限
を
拡
大
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
取
締
役
・
多
数
株
主
な
ど
が
会
社
の
資
産
及
び
利
益
を
会
社

の
全
て
の
株
主
の
利
益
の
た
め
に
運
用
、
分
配
す
べ
き
信
任
義
務
を
履
行
せ
ず
、

或
い
は
会
社
の
設
立
し
た
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
会
社
を
解
散
す
る
こ
と
が
取
締
役
、
多
数
株
主
の
義
務
と
な
り
、
こ
れ
を
怠
た
る
場
合
に
は
、
少
数
株

主
に
法
的
救
済
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
勺
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
権
威
的
著
者
ホ

1
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
株

主
聞
の
信
頼
関
係
に
基
礎
を
置
く
組
合
法
理
の
名
残
り
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
、
二
八
六
二
年
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
七
九
条
五
号
の

「
会
社
を
解
散
す
る
の
が
正
当
か
つ
衡
平
(
吉
田
同
白
ロ
仏

2
己
S
E巾
)
と
裁
判
所
が
認
め
た
場
合
」

(
7〉
門

8
v

る
こ
と
を
認
め
た
規
定
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
株
主
は
、

に
株
主
の
申
立
に
よ
り
公
社
を
解
散
す

会
社
が
多
数
決
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
取
締
役
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
る
こ
と
を
合
意
し
て
企
業
に
投
資
し
、
会
社
関
係
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
多
数
決
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
の
が
原
則

で
あ
る
が
、
会
社
の
資
産
及
び
利
益
が
会
社
の
全
て
の
株
主
の
利
益
の
た
め
に
誠
実
に
運
用
さ
れ
、
分
配
さ
れ
る
べ
き
こ
と
も
原
則
で
あ

る
。
会
社
の
全
て
の
行
為
が
株
主
全
体
の
た
め
に
な
さ
れ
、
取
締
役
、

多
数
株
主
が
会
社
経
営
の
上
で
与
え
ら
れ
て
い
る
権
限
を
誠
実
に

行
使
す
べ
き
こ
と
は
、
株
主
聞
の
契
約
の
黙
示
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
誠
実
に
判
断
を
行
使
す
る
な
ら
ば
取
締
役
或
い
は
多
数
株
主

l→ 

が
、
会
社
を
解
散
す
る
の
が
株
主
の
利
益
に
な
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
会
社
を
解
散
す
べ
き
こ
と
が
彼
ら
の
義
務
と
な
る
。

こ
の
場
合

株主の解散判決請求権

に
会
社
を
解
散
し
よ
う
と
し
な
い
の
は
株
主
聞
の
契
約
と
信
任
義
務
に
違
反
し
、
株
主
に
対
し
詐
欺
と
な
る
。
ま
た
、

正
当
な
理
由
が
あ

る
場
合
に
会
社
を
解
散
す
る
少
数
株
主
の
権
利
を
認
め
る
こ
と
は
、

一
方
の
契
約
当
事
者
が
継
続
的
に
契
約
内
容
(
株
主
全
体
の
利
益
の

た
め
に
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
)
に
違
反
し
た
場
合
に
、
他
の
契
約
当
事
者
が
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
(
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
)
が
で

き
る
と
す
る
契
約
上
の
原
則
の
一
適
用
で
あ
る
」
。

こ
の
よ
う
に
、
判
例
、
学
説
は
、
少
数
株
主
に
解
散
判
決
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
法
的
基
礎
を
、

株
主
相
互
間
の
信
任
義
務
と
組
合
的

司，

北法23(2・185)387



説

(
契
約
的
)
結
合
関
係
の
存
在
に
求
め
、
会
社
の
解
散
を
求
め
る
訴
を
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
解
散
と
同
様
に
、

実
費
的
に
は
組
合
的

結
合
関
係
の
解
消
を
求
め
る
訴
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
法
的
基
礎
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、

一
九
世
紀
初
頭
ま
で
の

三と‘
白岡

ア
メ
リ
カ
法
が
、

一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
株
主
権
の
法
律
上
の
概
念
に
つ
い
て
、

信
託
的
理
論
の
上
に
た
ち
、

「
会
社
は
財
産
の
受
託
者
で
あ
り
、
株
主
は
そ
の
持
分
に
応
じ
て
受
益
者
と
し
て
の
権
利
を
有
す
る
。
会
社
財
産
は
普
通
法
上
は
会
社
に

属
す
る
が
、
株
主
は
そ
の
衡
平
法
上
の
共
同
所
有
者
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
及
び
、
そ
の
後
の
一
九
世
紀
中
期
ま
で
に
、

権
の
概
念
に
つ
い
て
、
従
来
の
信
託
的
理
論
に
代
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
コ
モ
ン
・
ロ
l
に
お
け
る
契
約
的
理
論
が
形
成
さ
れ
、
「
会
社
の
定

款

(
n
E
2
2〉
は
、
州
と
会
社
、
お
よ
び
株
主
と
会
社
(
ま
た
は
株
主
相
互
間
)
の
契
約
に
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
州
と
会
社
と
の

契
約
に
よ
っ
て
会
社
に
法
人
格
が
与
え
ら
れ
、
株
主
と
会
社
(
ま
た
は
株
主
相
互
間
)
の
契
約
に
よ
っ
て
株
主
の
権
利
が
発
生
す
る
」
と

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
未
だ
大
産
業
が
確
立
さ
れ
ず
、
株
式
会
社
が
非
分
散

的
・
閉
鎖
的
な
比
較
的
少
数
の
株
主
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
株
主
と
企
業
と
の
結
合
関
係
が
密
接
で
、
そ
の
結
果
、
株
式
会
社
の
組
織
が

実
質
的
に
は
組
合
契
約
的
な
性
格
が
強
く
、
株
主
が
共
同
企
業
者
的
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
株

主
の
権
利
の
保
護
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
会
社
法
の
基
本
的
理
念
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
右
の
如
く
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
に
お
い
て
は
、
株
主

の
権
利
は
、
会
社
と
株
主
と
の
契
約
か
ら
発
生
し
、
そ
の
株
主
と
会
社
と
の
契
約
は
、
会
社
組
織
の
中
核
を
な
す
と
こ
ろ
の
定
款
(
準
則

主
義
の
時
代
に
お
い
て
は
定
款
の
ほ
か
に
制
定
法
の
規
定
)
を
基
礎
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
契
約
の
本
質
は
、
資
本
の
出
資
を
対

価
と
し
て
利
益
配
当
お
よ
び
残
余
財
産
分
配
に
参
加
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
内
容
と
し
、
株
主
が
企
業
に
対
し
て
有
す
る
利
益

の
割
合
は
、
厳
格
な
諸
原
則
、
例
え
ば
、
既
得
権
合

g同
a
H
F
m
y
H
)
の
原
則
、
新
株
引
受
権
の
原
則
な
ど
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
そ
の
株

主
の
同
意
な
く
し
て
は
多
数
決
に
よ
っ
て
も
変
更
さ
れ
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
定
款
の
重
要
な
条
項
の
変
更
、
合
併
、
解

散
な
ど
の
会
社
の
組
織
の
基
礎
的
変
更
に
つ
い
て
は
全
株
主
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
、
株
主
総
会
が
取
締
役
を
任
期
中
任
意
に
解
任
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
な
ど
、
会
社
の
経
営
管
理
権
に
つ
い
て
も
株
主
は
強
大
な
権
限
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
に
ぜ
ま
た
、
個
々

北法23(2・186)388
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の
株
主
が
機
関
的
な
資
格
で
会
社
の
経
営
活
動
に
干
渉
す
る
訴
権
と
し
て
、
株
主
は
、

株
主
権
発
生
の
基
礎
と
な
る
会
社
と
株
主
と
の
契

約
に
よ
り
、
会
社
の
営
業
活
動
が
注
意
深
く
、

そ
し
て
会
社
の
権
限
内
に
お
い
て
合
法
的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
請
求
権
を
有

し
、
取
締
役
或
い
は
多
数
株
主
の
不
当
な
営
業
活
動
、
す
な
わ
ち
会
社
の
権
限
外
の
行
為
(
ロ

r
z
i
z印
R
C
及
び
会
社
の
権
限
内
の
行

為
な
る
も
詐
欺
的
な
ま
た
は
任
務
の
際
怠
に
も
と
づ
く
行
為
に
対
し
て
、
会
社
が
訴
を
提
起
す
る
こ
と
を
欲
せ
ず
ま
た
は
提
起
す
る
こ
と

を
え
な
い
場
合
に
は
、
個
々
の
株
主
が
会
社
に
代
っ
て
そ
の
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
公

4
5
m
g
g
t
s
s
母
ユ
S
己

5
2
5
が
で
き
、

或
い
は
、

か
か
る
経
営
者
の
不
当
な
行
為
に
対
し
て
差
止
命
令

G
Z
E
5
5と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
衡
平
法
上
認
め
ら
れ
、

ま
た
、
普
通
法
上
、
そ
も
そ
も
株
主
は
会
社
財
産
の
所
有
者
で
あ
り
、
会
社
の
書
類
は
会
社
経
営
者
が
株
主
の
受
託
者
と
し
て
な
し
た
業

務
の
記
録
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
株
主
は
、
株
主
と
し
て
の
自
己
の
利
益
を
擁
護
す
る
適
当
な
目
的
の
た
め
に
、
会
社
の
帳
簿
書
類
を

自
ら
ま
た
は
会
計
士
な
ど
の
代
理
人
に
よ
り
閲
覧
す
る
権
利
(
巳

m
Z
え
呂
田
宮

aoロ
え

σ
g
w閉
山

E
5
8丘
明
)
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
理
念
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
右
の
訴
権
及
び
書
類
閲
覧
権
と
同
様
に
、
会
社
の
解
散
を
求
め
る
訴
権
H
解
散
判
決
請
求
権
も
、
株
主
の
会
社
の
経
営
に
関

与
す
る
権
利
及
び
救
済
的
権
利
と
し
て
、
株
主
が
共
同
企
業
者
的
性
格
を
濃
厚
に
有
し
て
い
た
こ
と
を
背
向

r、
株
主
と
会
社
(
ま
た
は

(寸

株
主
相
互
間
)

理
念
は
、

の
契
約
的
関
係
に
も
と
づ
い
て
発
生
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
契
約
的
理
論
と
株
主
の
権
利
の
保
護
の

今
日
の
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
も
と
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
不
当
な
営
業
活
動
を
防
止
し
え
な
い
場
合
な
ど
に
、
株
主

株主の解散判決請求権

の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
は
、
衡
平
法
裁
判
所
の
固
有
権

(
z
r
B
E
宮
司
巾
る
で
あ
る
こ
と
が
、
多
く

の
州
で
確
立
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
株
主
の
訴
に
も
と
づ
き
会
社
の
た
め
に
財
産
管
理
人
を
任
命
し
、
会
社
の
業
務
を
清
算
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、

会
社
を

解
散
し
そ
の
存
在
を
消
滅
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
、
元
来
、

法
人
格
の
消
滅
を
伴

北法23(2・187)389
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i→ 

Z
J司
己

℃

-NNω)。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

z
a
p
告・

2
7
一
泊
円
。
当
ω
F
-
m
2
-
2
司
-g-

(
8
)
E
2
E昨
日

5
・
0-Y
円
F
f
ち
の
D
}
ロヨ
-
F
m命
〈
・
弘
司

MMK干
lNM印・

(
9
)

円
宮
ユ
号
、
が
州
と
会
社
と
の
契
約
で
あ
る
こ
と
は
、
叶
円
5
2
E
え
り
ωユ
ヨ
E
子

(UG--ω
問ゆ〈・
4
〈

g
ι
g己
・
ム
巧
宮
島
-
c・
m
-
印
一
∞
(
一
∞
-U)
に

よ
り
宣
言
さ
れ
、
ま
た

n
Eユ
耳
が
株
主
と
会
社
(
ま
た
は
株
主
相
互
間
)
の
契
約
で
あ
る
こ
と
は
、

F
2
5
m
ω
3
5
〈・

F
E
n
y
ム
]CFE-(UF・印吋
ω

(一∞
NO)
以
来
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、

F

E
己
E
p
s
n
s℃
G
E
t
-
E
(
H
N
2・
a
-
一
室
町
)
・
宅
・

2
l
m
y
F
H
F
S
ι
ζ
E
F
8
2
7
司・

-NU-

(
川
)
こ
の
点
に
つ
い
て
、
富
山
「
ア
メ
リ
カ
会
社
法
に
お
け
る
株
主
の
地
位
の
渡
遷
」
英
米
会
社
法
研
究
一
五

O
l
一
五
二
頁
。

(
什
)
こ
れ
ら
の
諸
権
利
が
認
め
ら
れ
た
根
拠
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
大
森
「
株
主
の
地
位
の
強
化
と
ア
メ
リ
カ
法
」
英
米
会
社
法
研
究
二
ハ
六
頁
以
下
、

矢
沢
「
会
社
法
改
正
案
の
比
較
法
的
考
察
骨
」
法
律
時
報
二
二
巻
四
号
八
二
|
八
六
頁
参
照
。

(
ロ
〉
ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
株
主
の
権
利
を
、
会
社
の
経
営
に
関
与
す
る
権
利
(
ユ
m
y
g
g
z
g己
E
-
B仏
BEω
問。ョ
E
ご
、
財
産
的
権
利
(
宮
右
足
件
。
ミ

己

mzm)、
救
済
的
お
よ
び
附
随
的
権
利
(
耳
目
a

E

E仏
自
門
ニ
-
R
可
ロ
m
F仲
間
)
の
コ
一
種
に
分
類
し
、
代
表
訴
-
訟
提
起
権
、
差
止
請
求
権
、
書
類
閲
覧
権
、

解
散
判
決
請
求
権
な
と
の
不
当
な
営
業
活
動
を
防
止
し
、
株
主
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
衡
平
法
上
及
び
普
通
法
上
の
救
済
を
求
め
る
権

利
は
、
救
済
的
権
利
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
権
利
は
、
株
主
が
会
社
の
営
業
活
動
が
誠
実
か
つ
注
意
深
く
、
そ
し
て
会
社
の
権
限
内
に

お
い
て
合
法
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
の
経
営
に
関
与
す
る
権
利
の
範
断
に
も
属

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
∞
乙
一
ωロ
江
口
P
。
同
Y
2
7
掛〕印∞・

(
刊
日
)
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
準
測
主
義
が
早
期
に
達
成
さ
れ
た
の
で
、
法
人
格
な
き
会
社
形
態
は
さ
し
て
重
要
性
を
も
た
ず
、
一
般
会
社
法
の
制
定

に
際
し
て
立
法
者
が
念
頭
に
お
い
た
の
は
、
法
人
格
な
き
会
社
な
い
し
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
て
フ
の
組
織
で
は
な
く
、
特
別
法
ま
た
は
特
許
状
に
よ
る
会
社

で
あ
り
、
そ
の
た
め
現
代
の
ア
メ
リ
カ
会
社
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
に
比
し
て
組
合
お
よ
び
契
約
の
諸
原
理
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
い
、
と
い
わ
れ

て
い
る
(
の
cdZア

G
H
Y
2
7
E
E
ω
2・円、
.
H
N
2・
mw

仲間
y
G吋日)。

(川門〉

Z
R
E
Z
5・
0司・

2
ア

主

宅

-Mピ
l
N
N
f
H向
日
r
・叫，
Z
V
Q
E
h
o毛
色

(UG『司
G
E
R
同
百
円
。
ロ
2
U
F
o
r
-
g
F
C向
。
自
己
cnrsι

虫
B
o
r
c
s
-

-
u
c
-
n
z
r
H
N
2・(一∞印
N)
噌
コ
∞
唱
。
仲
間
ν
・吋∞∞

u
C、口
g
f
c
c自
の
ロ
門
司
o
s
t
cロ
ω
h
F
ω
当

ωロハ山田
U
E
a
H
2
(
一白印∞)ゆ〈
c--N--YMM∞・

な
お
、
一
九
三

O
年
前
後
か
ら
各
州
で
株
主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
会
社
運
営
に
行
き
詰
り
が
生
じ
て
い
る
場
合
な
ど
に
裁
判
所
が
強
制
解
散
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
制
定
法
で
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
制
定
法
に
よ
る
強
制
解
散
の
援
権
は
、
裁
判
所
が
衡
平
法

上
の
立
場
か
ら
会
社
を
解
散
を
命
ず
る
固
有
権
を
奪
う
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

株主の解散判決請求権

北法23(2・189)391



説

(日

)
E
R
a
z
z
-
8・
2
7
弘
明
者
-
M
M
M
l
N
N
ω

・
な
お
、
ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
判
例
、
学
説
の
多
く
が
、
解
散
と
清
算
と
を
概
念
的
に
区
別
し
な
い
で
、

《
仕
留

c-
己
芯
ロ
或
い
は
ご
』
己
F
E
E
C口

(
5
E
5
m
g巴
と
い
う
概
念
の
な
か
に
両
者
を
含
ま
し
め
て
い
る
。

論

と
こ
ろ
で
、
南
北
戦
争
後
に
、

ア
メ
リ
カ
産
業
の
急
激
な
発
展
が
開
始
さ
れ
る
と
、
株
式
会
社
の
規
模
の
拡
大
の
傾
向
が
著
し
い

現
象
と
し
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
株
主
の
数
も
著
し
く
増
加
し
て
、
従
来
の
如
き
株
主
と
企
業
と
の
緊
密
な
結
合
関
係
が
次
第
に
弛

緩
し
、
会
社
経
営
の
権
限
を
少
数
の
経
営
者
の
手
に
集
中
し
て
経
営
の
能
率
を
は
か
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
こ
れ
は
、

ユ
1
0

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
会
社
法
を
初
め
と
し
て
、
各
州
の
判
定
法
が
、
会
社
の
営
業
活
動
に
広
汎
な
自
由
を
認
め
、

一
八
九
六
年
の

か
つ
取
締
役
の
権
限

を
強
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
現
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
会
社
組
織
の
基
礎
的
変
更
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
に
つ
い
て
も
、
多
数
決

を
も
っ
て
な
し
う
る
こ
と
を
各
州
が
規
定
し
、

ま
た
、
株
主
総
会
は
制
定
法
ま
た
は
定
款
に
別
段
の
規
定
が
な
い
限
り
、

正
当
の
理
由
な

く
し
て
任
期
満
了
前
に
取
締
役
を
解
任
し
え
な
い
な
ど
、

株
主
の
従
来
有
し
て
い
た
経
営
管
理
権
が
次
第
に
縮
小
・
弱
体
化
さ
れ
る
反

面
、
少
数
の
大
株
主
が
株
主
総
会
を
通
じ
て
独
占
的
な
支
配
を
確
立
し
、
ま
た
、
各
州
の
制
定
法
は
取
締
役
に
会
社
の
経
営
権
限
を
排
他

的
に
与
え
、
こ
の
経
営
権
限
は
固
有
か
つ
委
任
し
え
な
い
も
の

(ozmEと

2
5
Z
5
5
2仏
ロ
ロ
含
『
官

zε
と
さ
れ
、
取
締
役
の
地

位
は
株
主
の
経
営
管
理
か
ら
独
立
し
た
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
つ
に
q

こ
の
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
企
業
の
所
有
と
経
営
の
分
離
の
傾
向
が
明
瞭
に
な
り
、

株
式
の
分
散
が
著
し
く
そ
の
度
を
加
え
て
い
く
と
、

大
多
数
の
一
般
株
主
は
全
く
会
社
の
経
営
か
ら
分
離
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
議
決
権
の
行
使
に
無
関
心
な
多
数
の
株
主
が
発
生
し
、

が
会
社
の
経
営
活
動
に
干
渉
す
る
権
利
た
る
衡
平
法
上
の
訴
権
に
つ
い
て
も
、

個
々
の
一
般
株
主
が
会
社
に
対
し
て
有
す
る
利
益
は
、
訴

権
の
行
使
に
要
す
る
訴
訟
費
用
に
比
べ
て
小
さ
い
ば
か
り
で
な
く
、
彼
ら
は
会
社
の
経
営
に
対
し
て
そ
の
関
心
を
欠
如
せ
る
た
め
、

訴
権
の
本
来
の
機
能
が
実
際
上
発
揮
さ
れ
な
く
な
り
、
単
に
い
わ
ゆ
る
会
社
荒
し
の
た
め
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
危
険
性
を
有
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
他
面
で
は
、
取
締
役
F-
経
営
権
限
の
鉱
大
・
強
化
と
、
株
主
の
経
営
管
理
権
の
縮
小
・
弱
体
化
と
に
対
応
し
、

北法23(2・190)392

株
主の
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1 

そ
の
均
衡
上
、
す
な
わ
ち
、
経
営
者
及
び
こ
れ
を
支
持
す
る
多
数
株
主
と
少
数
株
主
と
の
力
の
均
衡
を
は
か
る
上
で
、

株
主
に
よ
る
会
社

経
営
に
対
す
る
監
督
権
の
強
化
の
問
題
は
、
現
在
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

が
多
数
決
制
度
の
濫
用
と
会
社
経
営
者
、
支
配
・
多
数
株
主
の
不
当
な
営
業
活
動
を
防
止
し
、

割
を
果
た
す
も
の
と
↓
評
価
さ
れ
て
い
る
。

株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
も
、
少
数
株
主

救
済
を
求
め
る
方
法
と
し
て
、
重
要
な
役

と
こ
ろ
で
、
裁
判
所
で
、
株
主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
会
社
を
解
散
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
、

い
か
な
る
事
情
が
存
在
す
る

ま
た
、

場
合
に
解
散
が
認
め
ら
れ
る
か
、
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
場
合
の
多
く
は
、

〈

4
〕

鎖
的
株
式
会
社
(
円
古
田
市
円
。
召
2
2
5ロ
)
に
関
す
る
場
合
で
あ
り
、

会
社
が
比
較
的
少
数
の
株
主
か
ら
な
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
閉

株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
は
、
特
に
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
お
い
て
有
用

な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

株
主
は
比
較
的
少
数
で
あ
る
、

ω

一
般
的
に
閉
鎖
的
株
式
会
社
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、

)
 
1
 
(
 

主
は
相
互
に
面
識
が
あ
り
会
社
の
営
業
に
関
す
る
こ
と
も
十
分
理
解
し
あ
っ
て
い
て
、
彼
ら
の
間
で
は
相
互
に
自
ら
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考

り

株
主
の
全
員
な
い
し
多
く
が
取
締
役
・
役
員
な
ど
の
資
格
で
会
社
の
営
業
活
動
に
従
事
し
て
お

公
開
的
会
社

Q
5
F々

Z
E
n
2
3
E
C
Cロ
)
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
企
業
の
所
有
と
経
営
の
分
離
と
い
う
現
象
は
み
ら
れ
な
い
、

え
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
、

ω

↓
 

一
般
に
会
社
の
株
式
は
取
引
の
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
第
三
者
へ
の
株
式
の
譲
渡

は
多
く
の
定
款
な
ど
で
制
限
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
の
特
質
を
有
し
、
個
人
企
業
主
で
あ
っ
た
者
な
ど
特
定
少
数
の
者
が
会
社
の
大
部
分
の

株
式
を
所
有
し
、
会
社
を
支
配
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
特
質
か
ら
、
会
社
の
利
益
を
、
事
業
の
拡
大
の
た
め
ま
た
は
-
課
税
上

(4) 

会
社
の
株
式
の
た
め
の
市
場
が
存
せ
ず
、

株主の解散判決請求権

の
不
利
益
を
免
れ
る
た
め
に
会
社
に
留
保
し
、
株
主
に
利
益
配
当
を
し
な
い
か
、

取
締
役
・
役
員
の
職
務
に
対
す
る
報
酬
の
名
目
で
全
て

の
利
益
を
分
配
し
て
し
ま
う
、
或
い
は
、

不
利
な
条
件
で
新
株
を
発
行
し
て
少
数
株
主
の
比
例
的
持
分
の
減
少
を
は
か
る
、
或
い
は
、
多

数
決
原
則
を
利
用
し
て
、
会
社
の
組
織
の
基
礎
的
変
更
に
つ
い
て
少
数
株
主
に
不
利
益
と
な
る
決
議
を
な
し
、

他
方
会
社
経
営
者
、
支
配
・

多
数
株
主
が
会
社
と
の
取
引
か
ら
利
益
を
引
出
す
行
為
を
な
す
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
会
社
経
営
者
或
い
は
支
配
・
多
数
株
主
は
、
会
社 株

北法23(2・191)393



説

の
営
業
活
動
に
直
接
関
与
し
て
い
な
い
少
数
株
主
の
利
益
を
減
少
し
、
閉
め
出
す
↑
(
『
H
2
8
0
5
)
こ
と
を
容
易
に
な
し
え
、

社
の
少
数
株
主
は
株
主
と
し
て
の
利
益
を
不
当
に
阻
害
さ
れ
る
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、

か
よ
う
な
会

か
よ
う
な
閉
鎖
的
な
会
社
に
お
い
て

舌ム
日間

は
、
株
主
の
多
く
が
取
締
役
・
役
員
な
ど
と
し
て
会
社
の
営
業
活
動
に
関
与
し
、
株
主
間
の
関
係
が
一
般
に
緊
密
な
の
で
、

一
度
株
主
間

に
意
見
の
対
立
・
不
和
が
生
じ
た
場
合
に
は
そ
れ
が
謬
着
す
る
可
能
性
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
更
に
、

一
株
式
に
数
個
の
議
決
権

が
与
え
ら
れ
る
株
式
守
H
2
2
2
4
0
2ロ
m
a
2
w
)
、
或
い
は
無
議
決
権
株
(
ロ
。
ロ
1
4
0
Zロ
m
a
cの
ど
の
発
行
を
認
め
る
、
或
い
は
一
人
の
株

主
の
所
有
し
う
る
株
式
数
を
制
限
す
る
、

も
し
く
は
一
人
の
株
主
の
行
使
し
う
る
議
決
権
の
最
高
限
を
定
め
一
定
数
以
上
の
株
主
の
議
決

権
数
を
制
限
す
る
こ
と
を
認
め
る
定
款
の
規
定
な
ど
に
よ
り
、

し
ば
し
ば
議
決
権
株
式
に
つ
い
て
種
々
の
配
分
を
な
し
、

そ
の
結
果
、
議

ま
た
、

多
数
決
原
則
に
よ
っ
て
少
数
株
主
の
意
見
が
無
視

決
権
株
式
が
特
定
の
者
な
い
し
グ
ル
ー
プ
に
二
分
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、

不
利
益
な
決
議
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
株
主
総
会
、
取
締
役
会
の
定
足
数
・
決
議
要
件
を
定
款
・
附
属
定
款
或

さ
れ
、
い
は
株
主
聞
の
合
意
で
加
重
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

そ
の
た
め
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
場
合
に
多
数
決
に
よ
る
解
決
が
困
難
と
な
る
こ

と
、
定
款
・
附
属
定
款
の
記
載
、
或
い
は
株
主
総
会
・
取
締
役
会
の
開
催
を
省
略
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、

意
見
の
対
立
が
生
じ
た
場

合
に
明
確
な
解
決
方
法
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
の
理
由
か
ら
、
会
社
の
運
営
が
行
き
詰
り
(
母
包

-
2ご
、
会
社
が
現
実
に
は
営
業

活
動
を
停
止
し
て
そ
の
機
能
を
果
た
し
え
な
い
場
合
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
株
主
と
し
て
の
利
益
を
不
当

に
阻
害
さ
れ
、
或
い
は
、
会
社
の
営
業
が
行
き
詰
り
、
会
社
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
株
主
が
会
社
に
不
満
を
も

か
よ
う
な
会
社
の
株
式
は
一
般
に
取
引
の
対
象

ち
、
会
社
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
を
希
望
す
る
場
合
、

と
な
っ
て
お
ら
、
ず
、

ま
た
多
く
は
種
々
の
方
法
を
も
っ
て
第
三
者
へ
の
株
式
の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

株
式
を
処
分
す
る

こ
と
が
容
易
で
は
な
く
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、

に
関
す
る
情
報
を
開
示
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
者
、

株
式
の
取
引
市
場
が
な
い
こ
と
を
奇
貨
と
し
て
株
価
を
左
右
す
る
会
社

支
配
・
多
数
株
主
に
安
価
で
買
い
取
ら
れ
る
可
能
性
が
少
な
く
な
い
の
で
、
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• 

投
下
資
本
の
回
収
の
方
法
と
し
て
、
株
主
は
む
し
ろ
積
極
的
に
会
社
の
解
散
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
解
散
を
求
め
る
方
法
と
し
て
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、

株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
て
そ
れ

ど
に
、

取
締
役
の
任
期
が
満
了
し
て
も
一
定
の
時
期
ま
で
に
取
締
役
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
な

解
散
の
決
議
を
得
る
た
め
に
株
主
の
議
決
権
を
統
一
し
て
行
使
せ
し
め
る
た
め
の
議
決
権
拘
束
契
約

(
4
2
5
m
山

m
B
g
H
g
c、
及

が
長
期
に
わ
た
る
場
合
、
或
い
は
、

び
、
株
主
は
任
意
に
会
社
の
解
散
を
求
め
う
る
、

ま
た
は
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
を
希
望
す
る
株
主
は
自
己
の
持
株
を
他
の
株
主
に
予
定

し
た
価
格
で
提
供
し
、

そ
れ
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
会
社
を
解
散
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
、
或
い
は
特
定
の
株
主
の
死
亡
、

一
定
期

閉
会
社
が
利
益
配
当
を
支
払
わ
な
い
な
ど
の
特
定
の
事
情
が
発
生
し
た
場
合
に
株
主
は
会
社
の
解
散
を
求
め
う
る
旨
、
の
株
主
聞
の
合
意

(
印

Z
B
r
o
z巾
同
代
田
内
同
巾
巾
日

2
3
)
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
契
約
、
合
意
は
、
そ
の
効
力
に
疑
い
が

t
た
れ
る
場
合
が
あ

る
の
と
、
解
散
を
求
め
る
方
法
と
し
て
余
り
実
効
性
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
少
数
株
主
が
裁
判
所
に
会
社
の
強
制
解
散
を
求
め
る
例
が

し
ば
し
ば
現
わ
れ
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
は
、
少
数
株
主
の
利
益
を
保
護
し
、

法
と
し
て
、
特
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

救
済
を
与
え
る
方

(→ 

会
社
規
模
の
巨
大
化
・
資
本
の
集
中
と
、
こ
れ
に
伴
う
株
主
の
地
位
の
弱
体
化
及
び
取
締
役
(
会
)
へ
の
権
限
的
集
中
・
強
化
に
つ
い
て
は
、
回
2
r

s
ι
ζ
E
5・
0
司

2
7
官官・

51-N印

hua子
ω
g
gぎ
ミ
ロ
ヨ
己
C

吉
再
三
弓
回
5
3
2
ω
h
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D
E色
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ロ
ピ
君
一
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∞
m
l
S
ω
?

巴
国
民
ぐ
「
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2
・

(一∞
ω
巴
・
宅
-
N
叶
え
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』
・
な
お
、
山
口
「
ア
メ
リ
カ
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
の
地
位
の
変
遷
」
甲
南
法
学
四
巻
四
号
五
三
頁
以
下
参
照
。

(
2
)
U
Q
門E
-
E司
g-
弘司・
2
・

(
3
)

回
日
日
同
o
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2
7
ち
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G
E
E
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「
列
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y
E
U
Lぜ
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自
立
ロ
p
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2
7
抑

ωO
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(
4
)

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
第
二
次
大
戦
後
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
会
社
支
配
と
株
主
聞
の
合
意
ω

|
ア
メ

リ
カ
法
に
お
け
る
閉
鎖
的
株
式
会
社
を
め
ぐ
る
一
つ
の
課
題
と
し
て
」
北
大
法
学
論
集
一
二
巻
二
号
一
一

O
頁。

一
0
・ロgfc司・

2
7
掛
一
ヨ
司
-
G
u
o
r
n
F
冨
D
r目
。
。
門
司
D
E
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Dロ
ピ
唱
(
一
白
山
田
〉
・

g}・7
閣一

8

3
・品目
ω
l会
印
一
巧

S
F
P
0
3包
括

ω

/ヘ

¥ノ

株主の解数判決請求権

(
5
)
 

. 
北法23(2・193)395



説

Z
何
者

J円
2
r
a
d
-
o回
ぬ
の
む
同
宮
5
5ロ
ド
ω耳
J

M
∞《
UC自
己

-rρ
・
(
-
E
6・
ω
-
u
-
ω
仲間】・

ω
工・

な
お
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
対
し
て
最
も
効
果
的
な
規
整
を
実
現
す
る
た
め
に
い
か
な
る
立
法
形
式
に
よ
る
べ
き
か
と
の
関
連
で
、
閉
鎖
的
株
式
会

社
の
定
義
づ
け
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
制
比
較
的
少
数
の
株
式
か
ら
な
る
会
社

ω企
業
の
所
有
と
経
営
が
事

実
上
一
致
し
て
い
る
会
社
向
株
式
が
証
券
市
場
で
一
般
に
取
引
さ
れ
て
い
な
い
会
社
、
の
大
体
三
様
の
定
義
づ
け
が
出
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)

閉
鎖
的
株
式
会
社
に
お
け
る
少
数
株
主
は
、
そ
の
閉
鎖
性
ゆ
え
に
容
易
に
株
主
と
し
て
の
利
益
を
阻
害
さ
れ
る
特
殊
な
地
位
を
有
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
詳
細
は
、

0
・5
乙

b

U
信
号
F
H
W
M
G
C
E
8
2
0
3
3
8ロ
え
回

g
z
g〉
ω
s
n
u
gて
必
』
ロ
ヨ

N
O
E伸
二
口

ωEm--HWロ
伸
身
寄
耳
目
(
一
∞
町
一
)
場

初
期

N
・2
i
N
・
戸
な
お
、
拙
稿
・
北
法
一
二
巻
二
号
一
一
二
・
一
一
六
頁
参
照
。

(
7
)
M
0・ロ
g
f
q司
-nFf
柳田・

C
N
h
c・5
己
除

0
2
3
P
E司
自
・
叩

N・0∞
司
匂
-M-INN-

(
8
)
N
0・ロ
g
f
a
-
-ム
コ
ミ
ム
・

5
w
u
・0N山
0
・ロ
E
-
ゃ

F
Z
F
E
E
-
掛

m
N
戸

N・
5
・

な
お
、
株
式
譲
渡
制
限
の
タ
イ
プ
と
し
て
は
、

ω株
式
譲
渡
に
つ
き
株
主
ま
た
は
取
締
役
の
同
意
を
要
求
す
る
方
法
的
会
社
、
取
締
役
、
役
員
、

或
い
は
他
の
株
主
に
先
買
権
を
認
め
る
方
法

ω一
定
の
者
に
対
す
る
譲
渡
を
制
限
す
る
方
法
制
一
定
期
間
譲
渡
を
制
限
す
る
方
法
刷
会
社
或
い

は
特
定
株
主
に
株
主
買
取
義
務
を
課
す
株
式
売
買
協
定
、
な
ど
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
、
定
款
・
附
属
定
款
の
ほ
か
、
株
主
相
互
間
ま
た
は
株
主
・
会

社
間
の
契
約
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
株
式
譲
渡
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
内
海
「
株
式
譲
渡
の
制
限
」
大
隅
先
生

還
暦
記
念
・
商
事
法
の
研
究
四
八
真
以
下
、
岡
本
「
株
式
譲
渡
制
限
に
つ
い
て
|
特
に
閉
鎖
会
社
と
の
関
連
に
お
い
て
」
同
志
社
法
学
九

O
号
四
五
頁

以
下
参
照
。

(
9
〉
解
散
を
求
め
る
株
主
問
の
合
意
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
有
効
と
す
る
判
例
が
出
さ
れ
て
い
る
が
公

-
m
-
ω
E
g
g
sロ
d

・
同
年
E
E
-
-
u∞
冨

5
・宝印・

2

2・
JRω
・
邑
品
O
m
C
8
0
)
U
Hロ
耳
切
一
司
岳
、
由
者
三
-
g
m
ζ
H
R
-
U
8
・
2

Z目
J『・

ω
・
民
団
ω
u
c
z
m
)
)
、
裁
判
所
、
が
衡
平
法
上
会
社
の
解
散

を
命
じ
う
る
例
外
的
条
件
及
び
制
定
法
が
定
め
た
会
社
の
解
散
の
条
件
を
、
株
主
間
の
合
意
に
よ
っ
て
変
更
ま
た
は
舷
大
し
う
る
か
は
疑
問
と
さ
れ
、

ま
た
、
当
該
会
社
の
全
て
の
株
主
が
契
約
当
事
者
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
有
効
、
強
行
し
う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
解
散
決
議
を
得

る
た
め
に
な
さ
れ
る
議
決
権
拘
束
契
約
は
、
解
散
決
議
に
つ
い
て
閉
鎖
的
株
式
会
社
で
は
決
議
要
件
が
加
重
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
及
び
、

契
約
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
一
般
的
に
特
定
履
行
(
∞
克
己

P
官
民
D
H
B
8
0
0
〉
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
効
性
に
疑
い
、
が
も
た
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
拙
稿
・
北
法
一
二
巻
二
号
一
二
九
・
一
一
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
は
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
文
献
に
数
多
く
み
ら
れ
る
。
品
。
-Rw・
8
・
門
広
:
湖
一
∞
∞

m
u
r
E
P
C口

論

(
問
)
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目
A-

少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
き
裁
判
所
が
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
、

い
か
な
る
事
情
が
発
生
な
い
し
存
在
し
て
い
る
場
合
に
、
裁
判
所
が
解
散
を
認
め
て
い
る
か
を

判
例
法
の
展
開

一
八
九
二
年
以
来
判

例
法
上
確
立
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、

述
べ
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
、
若
干
の
前
提
的
問
題
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
株
主
に
よ
り
訴
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
、

(→ 

解
散
を
認
め
る
べ
き
事
情
が
発
生
な
い
し
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、

解
散
を
命
ず
る
べ
き
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
の
は
、
裁
判
所
の
裁
量

(
e
m
R
2
5己
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
裁
判
所
は
、

訴
が
提
起
さ
れ
た
時
点
ま
で
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
考
膚
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
あ
る
一
つ
の
事
情
で
は
解
散
を
認
め

る
理
由
と
し
て
不
十
分
で
も
、
事
情
を
総
体
的
に
判
断
し
て
十
分
で
あ
れ
ば
解
散
は
認
め
ら
れ
丸
吃

株主の解散判決請求権

第
二
に
、
裁
判
所
が
解
散
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
の
最
終
的
決
定
基
準
は
、
解
散
が
全
て
の
株
主
に
利
益
と
な
る
か
ど
う
か
に
あ

り
、
特
定
の
株
主
の
利
益
を
考
臆
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
少
数
株
主
が
、

単
に
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
を
希
望
し

て
訴
を
提
起
し
、
或
い
は
、
会
社
が
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
ま
た
は
会
社
の
運
営
方
針
に
不
満
が
あ
る
と
し
て

訴
を
提
起
し
て
も
、
解
散
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
当
然
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
自
己
の
株
式
を
他
に
譲
渡
す
る
な
り
、
株
主

総
会
の
決
議
に
よ
る
任
意
解
散
を
求
め
る
方
法
に
よ
っ
て
、
会
社
関
係
か
ら
離
脱
す
れ
ば
よ
い
し
、

ま
た
会
社
の
運
営
方
針
に
不
満
と
考
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え
る
な
ら
ば
、
新
し
い
取
締
役
を
選
任
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
む
株
式
会
社
は
、
多
数
決
原
則
が
支
配
す
る
団
体
で
あ
り
Y

株
主
の
多
数
決
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
取
締
役
が
会
社
を
運
営
し
、
こ
の
取
締
役
の
経
営
権
限
を
株
主
が
制
限
な
い
し
限
定
し
た
り
、
会

論

社
の
経
営
に
関
し
て
取
締
役
に
指
図
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ま
た
、
多
数
決
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
株
主
総
会
決
議
、
取
締
役
会
の
業

務
執
行
に
関
す
る
決
定
に
よ
っ
て
一
部
の
株
主
が
個
々
的
に
不
利
益
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
多
数
決
支
配
が
当
然
予
定
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
州
の
制
定
法
は
、
株
主
の
多
数
決
に
よ
り
会
社
を
任
意
に
解
散
す
る
方
法
を
認
め
て
い
る
の
で
、
株
主
は

ま
ず
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
解
散
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
訴
に
も
と
づ
い
て
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
に
よ
り
株
主
の
利
益
を
保
護
し
救
済
を
与
え
る
の
は
、

裁
判
所
に
と
っ
て
は

最
後
的
か
つ
非
常
の
救
済
方
法
(
門
戸
E
S
n
B
E
aち
と
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
裁
判
所
は
、
会
社
を
解
散
す
る
以
外
に
株
主
の

利
益
を
保
護
し
救
済
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
解
散
を
命
ず
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
の
救
済
方
法
に
よ
っ

て
株
主
の
利
益
を
適
当
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
解
散
の
訴
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
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あ
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会
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経
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い
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場
合
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、
少
数
株
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の
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的
利
益
が
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題
と
さ
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る
。
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少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
き
会
社
の
解
散
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
と
し
て
、
判
例
法
上
、

大
体
四
つ
の
場
合
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。会
社
機
能
の
放
棄

ま
ず
、
会
社
の
営
業
が
全
く
開
始
さ
れ
な
い
か
、
長
期
に
わ
た
っ
て
停
止
さ
れ
、
会
社
の
機
能
が
全
く
放
棄
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ

株
主
は
会
社
が
利
益
を
得
る
た
め
に
合
理
的
な
努
力
を
な
す
で
あ
ろ
う
と
の
理
解
の

付
る
。
こ
の
場
合
に
解
散
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

か
よ
う
な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
株
主
に
救
済
が
与
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
、
解

散
に
よ
る
救
済
が
与
え
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
会
社
の
資
産
は
税
金
及
び
取
締
役
・
役
員
な
ど
に
対
す
る
報
酬
の
支
払
な
ど
に
よ
っ
て
次

と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
会
社
が
設
立
さ

う
え
で
投
資
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

第
に
費
消
さ
れ
、

つ
い
に
は
株
主
に
何
も
残
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
、

れ
て
か
ら
或
い
は
営
業
を
停
止
し
て
か
ら
経
過
し
た
期
間
の
長
さ
、
及
び
、
営
業
が
開
始
・
再
開
さ
れ
る
見
込
み
が
、
解
散
を
認
め
る
に

足
る
放
棄
と
い
え
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
さ
れ
、
解
散
を
認
め
た
判
例
は
、
取
締
役
及
び
役
員
が
会
社
の
業
務
に
全
く
関
与
し
て
い

な
い
と
い
う
事
実
、
株
主
総
会
が
全
く
開
催
さ
れ
ず
し
か
も
申
立
株
主
以
外
の
株
主
が
こ
の
こ
と
に
無
関
心
で
あ
る
と
い
う
事
実
な
ど
を

有
力
な
理
由
と
し
て
い
る
。

十4株主の解散判決請求権
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あ
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が
会
社
の
経
営
に
無
関
心
で
、
ま
た
、
五
年
間
株
主
総
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
場
合
。
し
か
し
、
控
訴
審
で
は
、
州
外
で
株
主
総
会
が
聞
か
れ
て
い
た

事
実
を
認
め
、
そ
の
総
会
は
違
法
で
は
あ
る
が
、
会
社
の
機
能
が
放
棄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
に
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
原
審
判
決
を
破
棄

し
て
い
る

ω
己
-
マ
自
〈
・
。

gH『白】
Fmw
ロ乱。
0
・一寸
ω
〉目白・ム
N
m
-

印一
ω
ω
0
・町一
N

(

一回二)〉。

論

(::::! 

会
社
の
主
要
目
的
の
失
敗

会
社
の
主
た
る
目
的
が
失
敗
し
た
場
合
も
、
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
き
会
社
の
解
散
を
命
じ
う
る
こ
と
が
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い

る。/
f

‘、か
よ
う
な
場
合
と
し
て
、
あ
る
財
産
ま
た
は
特
許
を
買
入
れ
て
事
業
を
始
め
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
会
社
を
設
立
し
た
と
こ

ろ
事
情
の
変
化
に
よ
り
そ
の
財
産
、
特
許
の
買
入
れ
が
不
能
と
な
っ
た
場
ム
勺
)
事
業
を
始
め
る
た
め
の
資
金
を
十
分
に
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
場
令
〉
目
的
と
し
た
会
社
事
業
が
違
法
と
な
勺
或
い
は
古
く
さ
い
も
の
と
な
っ
た
場
か
せ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

設
立
当
初
の
会
社
目
的
の
達
成
が
不
能
も
し
く
は
不
可
能
と
な
っ
た
場
合

て
、
こ
れ
ら
の
事
情
に
よ
っ
て
会
社
が
営
業
を
開
始
ま
た
は
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
当
初
の
目
的
の
達
成
が
明
ら
か
に
不
能
も
し
く

は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

ω
会
社
の
事
業
目
的
が
根
本
的
に
変
更
さ
れ
た
場
合

こ
の
場
合
に
解
散
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
株
主
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
と
の
理
解
の
う
え
で
投
資
を
な
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
事
業
が
根
本
的
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
、
株
主
聞
の
黙
示
的
な
契
約
内
容
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
む

そ
こ
で
、
適
法
な
手
続
に
よ
っ
て
目
的
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
契
約
違
反
は
問
題
と
さ
れ
な
い
吃
い
か
な
る
も
の
が
会
社
の
主

た
る
目
的
で
あ
る
か
は
、
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
、
定
款
に
は
根
本
的
変
更
と
さ
れ
た
行
為
も
含
み
う
る
広
汎
な
規
定
の

仕
方
を
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
目
論
見
書
及
び
会
社
名
に
示
さ
れ
た
設
立
目
的
か
ら
判
断
し
た
も
の
が
あ
む
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嵯

、，ノバ
の
場
合
も
、
事
業
会
社
の
存
在
目
的
が
金
銭
的
利
益
を
得
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
解
散
が
認
め
ら
れ
て
い
お
し

か
し
、
単
に
会
社
が
現
に
損
失
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と
、
或
い
は
会
社
が
利
益
を
得
て
事
業
を
継
続
で
き
る
可
能
性
が
少
な
い
こ
と
、
を
理

由
に
し
て
は
解
散
は
認
め
ら
れ
ず
、
事
業
を
継
続
し
て
い
る
と
破
産
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
白
な
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
d
そ
し
て
、

事
業
活
動
の
継
続
が
損
失
の
み
を
も
た
ら
し
結
局
は
破
産
す
る
こ
と
が
明
白
な
場
合

裁
判
所
は
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
取
締
役
、
多
数
株
主
の
会
社
経
営
に
関
す
る
判
断
を
肩
代
わ
り

す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
り
、
利
益
を
得
て
会
社
を
運
営
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
多
数
株
主
が
少
数
株
主
の
利

益
を
犠
牲
に
し
て
、
自
ら
の
利
益
を
維
持
す
る
た
め
に
詐
欺
的
ま
た
は
専
断
的
に
事
業
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
も
あ
わ
せ
て

証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
判
例
が
多
い
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
会
社
が
未
だ
支
払
不
能
で
な
く
事
業
が
継
続
さ
れ
て
い
る
場
合

に
も
、
近
い
将
来
破
産
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
れ
ば
解
散
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
会
社
が
既
に
支
払
不
能
に
陥
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
株
主
は
会
社
の
解
散
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の
場
合
、
債
務
の
弁
済
後
に
会
社
に
残
さ
れ

る
財
産
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
申
立
株
主
は
訴
に
よ
る
こ
と
の
利
益
を
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
ヲ
匂
し
か
し
、
判
例
は
、

(
H
V
 

こ
の
点
を
区
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し
て
い
な
い
。
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同

E
問
司
〈

-
Vゲ
CHm-Nω-
〉同省
-
U守
-
E一
-
M品∞

Z
Jへ・
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国
2
5
Z
E唱。同
y
n
-
7
ち
の
D}
ロヨ
-
F
-
m
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ω仲間
y
N
N∞-

(
7
)
例
え
ば
、
〉
H
g
u
F
m
R
忌
日
ω
の
0
・
〈
・
回
口
B
E
R
m吋
匂
・
目
白
∞
-
〈
(
リ
・
。
・
〉
・
印

F-
一回
ωω
〉
は
、
砂
糖
の
栽
培
製
造
を
目
的
と
し
た
会
社

に
つ
い
て
、
会
社
は
利
益
を
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
綿
と
穀
物
の
栽
培
、
製
造
に
会
社
の
目
的
を
変
更
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
解
散
の
申
立

が
な
さ
れ
た
事
案
で
、
多
数
株
主
は
定
款
を
変
更
し
て
農
作
物
に
関
す
る
一
般
的
事
業
を
目
的
と
し
う
る
こ
と
を
理
由
に
訴
を
棄
却
し
て
い
る
。

(
8
)
E
-
a
〈・

(um--白
E
B
Z
5
5聞
の
c--M∞
民
同
町
O

印同印・

2
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-
u
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出
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T
m邑
ロ
芯
y
c司
・
口
芹
・
士
宮
R
F
-
F
-
H
N
2・
ω仲間
y
コ
m・
な
お
、
直
接
に
は
こ
の
場
合
に
関
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
宮
古
鳥
〈

-
F
]
-
r
r
の
0

・
判
決
で
、
裁
判
所
は
、
「
通
常
の
事
業
会
社
の
究
極
の
目
的
は
、
株
主
に
金
銭
的
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。

も
し
株
主
に
利
益
を
与
え
る
と
い
う
設
立
の
目
的
を
実
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
会
社
の
業
務
を
清
算
す
る
の
が
業

務
執
行
代
理
人
の
義
務
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
あ
っ
て
も
会
社
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
会
社
の
特
許
の
濫
用
と
な
り
、
チ
ャ
ー
タ
ー
契
約

(
n
E
H
Z『
円
。
口
町
R
丹
)
違
反
と
な
る
。
」
と
述
べ
て
い
る

Q
ω
Z・4
司
・
防
仲
間
y
M
N
S
。

(
叩
〉
例
え
ば
、
宮
口
E
q
〈
・
〉
自
民
間
件
。
ロ

c
q
r
g仏
(UG--
一
回
∞
〉
-
p
m
g
w
町
田
ア
コ

ωQ-
色
町
・
当
日
公
虫
色
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
こ
の
裁

判
所
の
干
渉
権
限
の
行
使
が
非
常
に
危
険
な
性
質
を
有
し
、
最
も
明
白
な
場
合
に
の
み
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
議
論
の
余

地
が
な
い
。
会
社
の
従
来
の
経
営
が
財
政
的
に
失
敗
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
今
後
会
社
経
営
を
継
続
し
て
も
多

分
利
益
を
得
る
可
能
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
会
社
が
活
動
を
継
続
し
、
会
社
の
目
的
を
実
行
す
る
方
法
及
び
能
力
を
有

し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
し
て
活
動
の
継
続
が
近
い
将
来
重
大
な
損
失
を
与
え
、
遅
か
れ
早
か
れ
破
産
す
る
こ
と
が
明
白
な
事
情
が
存
し
な
い
か
、
ぎ
り
、

衡
平
法
裁
判
所
は
、
多
数
株
主
の
判
断
に
も
と
づ
く
会
社
経
営
権
を
奪
う
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
円
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取
締
役
或
い
は
多
数
株
主
が
任
意
解
散
手
続
を
と
ろ
う
と
し
な
い
の
は
、
彼
ら
が
会
社
は
利
益
を
得
て
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
て
い
る

こ
と
を
推
測
さ
せ
る
、
と
い
わ
れ
る
(
河
口
仏
♀
吾
・

8
n
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f
ω
仲間
y
コ
色
。
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(刊日〉

Z
2
5
Z
5
・
8
・
2
7
注
目
y
N
N
U

・
も
っ
と
も
、
彼
は
、
不
正
な
行
為
を
な
し
た
者
に
対
し
て
責
任
を
追
及
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
、

果
、
会
社
が
支
払
能
力
を
有
す
る
に
到
る
場
合
に
は
、
訴
を
な
す
利
益
が
生
ず
る
と
述
べ
て
い
る
(
F
E
-
釦

仲

間

y
N
ω
O
)

。

(
同
)
円
四
・
・
問
。
臣
〈
・
〉
E
耳
目
自
回
目
mw
口
ω
(
U
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-
-
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印
口
〉
一
民
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内
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ω
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目
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ω
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町一ω
ω
0
・印旧日(一
u
-
ω
)

そ
の
結

伺

会
社
運
営
の
行
き
詰
り

株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
の
意
見
の
対
立
♀

5
3日
5
ロ
)
と
、

そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
会
社
運
営
の
行
き
詰
り

2
2
b
c
nど
を
理
由
に
、

会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
及
び
、

で
き
る
と
し
て
も
い
か
な
る
意
見
の
対
立
、
行
き
詰
り
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
か
、
に
つ
い
て
は
裁
判
所
で
数
多
く
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
期
に
お
い
て
は
、
制
定
法
に
特
別
の
規
定
が

な
い
限
り
、
裁
判
所
は
株
主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
会
社
を
解
散
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
で
な
い
と
し
て
、

株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
に

意
見
の
対
立
が
生
じ
、
会
社
の
運
営
が
行
き
詰
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
な
さ
れ
た
解
散
の
申
立
を
棄
却
し
て
い
た
が
、
株
主
の
訴
に
も

と
づ
い
て
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
裁
判
所
の
固
有
権
が
確
立
さ
れ
る
に
到
り
、
次
第
に
、

」
の
場
合
に
つ
い
て
も
例
外
的
に
解
散
を
命
じ

う
る
場
合
と
し
て
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

(→ 

と
こ
ろ
で
、

こ
の
場
合
、
そ
の
前
提
と
な
る
株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
の
意
見
の
対
立
♀
2
8
5
5己
、
行
き
詰
り
♀

g
b
2
w
)
は、

株主の解散判決議求権

株
主
が
単
に
取
締
役
の
業
務
執
行
に
関
し
て
な
さ
れ
た
決
定
に
不
満
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
は
一
般
的
に
会
社
の
運
営
方
針
に
不
満
で
あ
る

こ
と
、
或
い
は
株
主
間
で
な
さ
れ
た
合
意
に
他
の
株
主
が
違
反
し
て
い
る
こ
と
、
と
は
区
別
さ
れ
、
株
主
或
い
は
取
締
役
が
会
社
の
運

営
・
業
務
の
執
行
に
関
し
て
意
見
が
等
し
く
分
裂
し

(23-可
島
丘
母
仏
)
、
い
ず
れ
の
側
に
も
他
方
を
強
制
し
う
る
だ
け
の
力
が
な
い
場

合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
)
業
務
執
行
に
関
す
る
決
定
、
運
営
方
針
に
不
満
で
あ
る
な
ら
ば
、
新
し
い
取
締
役
を
選
任
す
る
な
り
、
株
式

を
処
分
し
て
会
社
関
係
か
ら
離
脱
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

北法23(2・201)403
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ま
た
、
意
見
の
対
立
、
行
き
詰
り
が
、
取
締
役
・
役
員
の
選
任
、
解
任
な
ど
に
よ
っ
て
打
開
し
う
る
場
合
に
は
、

い
な
い
。

解
散
は
認
め
ら
れ
て

さ't.
a岡

」
の
場
合
に
例
外
的
に
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

そ
し
て
、

解
散
す
る
こ
と
が
株
主
の
利
益
と
な
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
重
要
な
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
に
意
見
の
対
立
が
存
在
し
て
い
る
事
実
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
、

会
社
の
運
営
・
業
務
の
執
行
を
妨

げ
る
原
因
と
な
り
、
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
に
重
大
か
つ
打
開
し
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

解
散
が
株

主
に
利
益
と
な
る
場
合
と
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
株
主
が
分
裂
し
て
新
し
い
取
締
役
を
選
任
し
え
な
い
よ
う
な
場
合
で
も
、

そ
れ
が
た

だ
ち
に
解
散
を
認
め
る
理
由
と
な
り
え
ず
、
少
な
く
と
も
そ
の
た
め
に
、
会
社
が
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ず
会
社
の
資
産
が
減
少

し
て
会
社
に
緊
急
の
損
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
∞
そ
し
て
、
裁
判
所
は
、
こ
の
点
か
ら
、
意
見
の
対
立
・
行
き
詰

り
に
よ
っ
て
会
社
は
ま
だ
業
務
の
執
行
が
妨
げ
ら
れ
て
い
な
い
1

会
社
は
ま
だ
利
益
を
得
て
営
業
し
、
会
社
の
資
産
は
損
失
を
受
け
て
い

な
い
、
意
見
の
対
立
・
行
き
詰
り
に
よ
っ
て
会
社
が
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
会
社
に
損
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の

証
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
こ
と
を
理
由
に
解
散
を
否
定
し
、
他
方
で
は
、
会
社
の
業
務
の
執
行
が
妨
げ
ら
れ
会
社
に
損
害
の
発
生
す
る

解
散
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
い
く
つ
か
の
判
例
の
附
属
意
見
が
示
唆
す
る
と
と
も
~
〉
株
主
が
二

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

つ
の
派
閥
に
分
裂
し
、
そ
の
た
め
に
取
締
役
も
分
裂
し
て
会
社
の
業
務
執
行
が
妨
げ
ら
れ
、
会
社
の
目
的
を
実
行
し
て
株
主
の
利
益
に
会

社
を
運
営
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
、
株
主
の
分
裂
の
た
め
に
取
締
役
を
選
飴
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
営
業
を
継
続
す
る
こ
と

が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
、
会
社
の
全
株
式
の
そ
れ
ぞ
れ
半
数
を
所
有
し
て
い
る
二
人
の
株
主
聞
の
意
見
の
対
立
が
高
じ
て
暴
力
行
為
に

も
は
や
二
人
で
共
同
し
て
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
不
可
能
で
あ
匂
こ
と
を
理
由
に
解
散
を
認
め
て
い
る
。

発
展
し
、

北法23(2・202)404
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第
二
に
、
会
社
の
運
営
に
行
き
詰
り
を
生
ぜ
し
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
申
立
株
主
に
帰
責
原
因
が
あ
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る

zn-Eロ

E
ロ
仏
仏

onEロ
ペ
が
適
用
さ
れ
、
解
散
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
原
告
が
、
他
の
派
閥
の
株
主
の
株
式
を
買
い
取
る
意
図
で
行

き
詰
り
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
、
株
主
聞
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
場
合
に
は
仲
裁
人
官
同
Z
H
Eき
る
の
決
定
に
従
う
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
て

い
る
の
に
、
原
告
が
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
に
行
き
詰
り
が
生
じ
た
場
合
、
に
つ
い
て
解
散
の
申
立
を
棄
却
し
て
い
る
。

第
三
に
、
株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
の
意
見
が
対
立
し
て
会
社
の
運
営
が
行
き
詰
っ
て
い
る
場
合
に
、

行
き
詰
り
を
奇
貨
と
し
て
一
派

他
派
の
株
主
・
取
締
役
を
閉
め
出
し
て
自
ら
の
ま
た
は
自
派
の
利
益
の
た
め
に
専
断
的
に
業
務
を
執
行
し
も
し
く

は
会
社
財
産
を
流
用
し
て
い
る
、
或
い
は
、
株
主
聞
の
意
見
の
対
立
に
よ
り
新
し
い
取
締
役
を
選
任
し
え
な
い
こ
と
を
奇
貨
と
し
て
、
任

期
が
満
了
し
す
で
に
権
限
が
な
く
な
っ
て
い
る
取
締
役
が
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
業
務
を
執
行
し
て
い
る
な
ど
、
意
見
の
対
立
・
行
き
詰

の
株
主
・
取
締
役
が
、

り
に
詐
欺
的
な
行
為
、
不
当
な
会
社
経
営
が
伴
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

必
ず
し
も
会
社
の
運
営
の
継
続
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
な
く
て
も

会
社
を
解
散
す
る
こ
と
が
株
主
の
利
益
と
な
る
場
合
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
か
ら
、
行
き
詰
り
の
事
実
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

{mv 

不
当
経
営
、
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
証
明
が
な
い
、
こ
と
を
理
由
に
解
散
を
否
定
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

詐
欺
的
行
為
、

(寸

こ
の
よ
う
に
、
株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
の
意
見
の
対
立
、
会
社
運
営
の
行
き
詰
り
を
理
由
に
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

的
に
、
そ
れ
が
、
会
社
の
営
業
の
継
続
を
不
可
能
に
し
、
会
社
に
緊
急
の
損
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
会
社
の
目
的
の

株主の解散判決議求権

達
成
を
不
可
能
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
或
い
は
、
詐
欺
的
行
為
、

不
当
経
営
が
伴
っ
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

と
は
疑
問
で
あ
る
、

行
き
詰
り
を
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
裁
判
所
が
会
社
の
解
散
を
命
じ
う
る
独
立
の
理
由
と
し
て
あ
げ
る
こ

と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
て
も
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
株
主
問
、

取
締
役
聞
の
意
見
の
対
立
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
会
社
運
営
の
行
き
詰
り
を
理
由
に
解
散
が
求
め
ら
れ
て
い
る

い
わ
ゆ
る
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
関
す
る
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

の
は
、
多
く
は
、
会
社
が
比
較
的
少
数
の
株
主
か
ら
な
っ
て
い
る
、

. 般
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説

か
よ
う
な
会
社
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
株
主
の
多
く
が
取
締
役
・
役
員
な
ど
と
し
て
会
社
の
営
業
活
動
に
関
与
し
、

株
主
間

北法23(2・204)406

論

一
度
株
主
聞
に
意
見
の
対
立
・
不
和
が
生
じ
た
場
合
に
は
そ
れ
が
謬
着
す
る
可
能
性
が
少
な
く
な
い
、

な
ど
の
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
予
め
、
株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
で
、
議
決
権
行
使
に

の
関
係
が
一
般
に
緊
密
な
の
で
、

関
し
て
或
い
は
会
社
の
経
営
・
政
策
に
関
し
て
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
は
仲
裁
人
の
決
定
に
従
う
旨
の
契
約
官
与
昨
日
t
o口
高
円

2
5
2
C

を
な
し
た
り
、
行
き
詰
り
が
打
開
さ
れ
る
ま
で
意
見
の
対
立
し
て
い
る
株
主
の
株
式
に
つ
い
て
、

特
定
の
者
を
受
託
者
と
し
て
議
決
権
を

行
使
せ
し
め
る
議
決
権
信
託

(
g
E認
可

5H)
を
設
定
し
た
り
、
株
主
聞
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
て
新
し
い
取
締
役
を
選
任
し
え
な
い
場

合
に
、

一
方
の
派
閥
を
な
し
て
い
る
株
主
も
し
く
は
多
数
株
主
に
、

他
の
派
閥
の
も
し
く
は
少
数
株
主
の
株
式
を
買
取
ら
せ
る
或
い
は
先

買
権
を
与
え
る
旨
を
、
定
款
・
附
属
定
款
も
し
く
は
株
主
聞
の
契
約
で
定
め
る
守
口
可
1
0
E
白

E
2
2
8
t
cロ
官
。
三
位
。
ロ
る
こ
と
な
ど

が
、
行
き
詰
り
を
打
開
す
る
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
内
~
こ
れ
ら
の
方
法
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
或
い
は
、

こ
れ
ら
の
方
法

に
よ
っ
て
も
行
き
詰
り
を
打
開
し
え
な
い
場
合
に
、
会
社
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
、
会
社
関
係
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
し
て
も
、

カミ

よ
う
な
会
社
の
株
式
は
一
般
に
取
引
の
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、

ま
た
多
く
は
第
三
者
へ
の
株
式
の
譲
渡
が
制
限
さ
れ
、

株
式
を
処
分
す

る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
、

で
き
た
と
し
て
も
安
価
で
買
い
取
ら
れ
る
可
能
性
が
少
な
く
な
い
の
で
、
投
下
資
本
の
回
収
の
方
法
と
し

て
、
株
主
は
積
極
的
に
解
散
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

及
び
閉
鎖
的
株
式
会
社
の

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
行
き
詰
り
が
生
じ
や
す
い
背
景
と
、
解
散
に
よ
る
株
主
の
利
益
の
保
護
の
必
要
性
、

存
続
は
株
主
聞
の
信
頼
・
共
同
関
係
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
特
質
を
考
慮
し
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
は
実
質
的
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

か
よ
う
な
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
株
主
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
同
様
の
権
利
を
認
め
て
、
株
主
間
或
い
は

ッ
プ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

取
締
役
聞
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
が
破
綻
し
て
い
る
場
合
に
は
、

解
散
が
と認
すめ
るら
見れ
解て
カミ よ
出い
さの
れで
てあ
L 、つ

る(て
o2'"j 

そ 裁
し判

所
は
行
き
詰
り
の
場
合
に
解
散
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
要
件
を
余
り
厳
格
に
解
す
る
べ
き
で
な
い
、



s
j
t
i
k
j
i
-
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j
 

，
 

喝

-・

. 

て
、
判
例
に
お
い
て
も
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
区
別
し
て
厳
格
な
適
用
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

一
度
株
式
会
社
形
態
が
と
ら
れ
る
限
り
、

な
ら
な
い
と
す
る
も
の
も
あ
る
仇
号
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
特
質
を
考
慮
し
て
、

会
社
の
営
業
の
継
続
を
不
可
能
に
し
会
社
に
緊
急
の
損
害

株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
の
意
見
の
対
立
に
よ
っ
て
お
互
い
の
信
頼
関
係
が
破
綻
し

て
い
る
場
合
に
は
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
出
さ
れ
て
い
る
。

が
発
生
す
る
お
そ
れ
、
が
な
い
よ
う
な
場
合
で
も

(→ 

行
き
詰
り
に
関
す
る
一
般
的
判
例
に
つ
い
て
は
、
〉
E
C
7
5
〉・「

m
M
L
(
-
U
印C
)

司
宅

MUM-NUm
参
照
。

こ
れ
ら
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
〉
ロ
ロ
D
7
お
〉
「
岡
山
・

3
・
MUMINS-

業
務
執
行
に
関
す
る
決
定
・
運
営
方
針
に
不
満
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
は
、
解
散
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
判
例
に
つ
い
て
は
、
一
ω
〉
-
F
m
民

間v-
一M
2
・
ま
た
、
二
人
会
社
の
株
主
間
で
な
さ
れ
た
会
社
の
利
益
の
分
配
の
方
法
に
つ
い
て
の
合
意
に
一
方
の
株
芽
が
違
反
し
た
こ
と
を
理
由
に
解
散

を
求
め
、
こ
れ
が
否
定
さ
れ
た
判
例
と
し
て
、
三
円
宍
長
〈
・
∞
B
Hチ

NOω
・
ゎ
・
一
印
町
(
一
∞
∞
ω)

(
4
)

国
2
5
Z
E
-
-甘
口
芹
J
ち
の
c
-
s
f
F
-
H
N
2
・
ω仲間)日
ωO

も
っ
と
も
、
必
ず
し
も
株
主
或
い
は
取
締
役
が
二
以
上
の
派
関
に
厳
密
に
等
し
く
分

裂
し
て
い
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
株
主
が
そ
れ
ぞ
れ
会
社
の
灯
%
%
、
円
引
%
%
、
4
%
%
の
株
式
を
所
有
す
る
派
閥
に
分
裂
し
て
い
る

場
合
に
も
解
散
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
日
ロ

2
E
E
C
-
5
3
c『
巧
白
E
Cえ
〉
ヨ
ロ
切
符
B
S件
。
0・・一
ω
O
E
O
-
〉問者・品
ω∞(}回目。)・

(
5
)

の
O円
三
口
問
。

g
gロ
0
5
(
U
0
・〈・

2
2
2
・
一
コ
〉
尖
-
一
戸

N∞
ωω

巧
可
ア
匂
∞

(-UMm)
・

(
6
)

例
え
ば
、
ロ
5
『
〈

Z
巳
5
ロ
ω}
冨。
g
c口
弘
司
氏
r
・
宮
内
J
N
∞
U
。
一
。
r
-
N
2
・
A-
〉
・
邑
印
∞
デ
印
∞
∞
(
}
中
合
)
は
、
行
き
詰
り
が
打
開
さ
れ
る

ま
で
暫
定
的
財
産
管
理
人
公
何
百
官
自
ミ
司
2
1耳
)
を
会
社
財
産
の
管
理
の
た
め
に
任
命
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
分
な
救
済
が
与
え
ら
れ
う
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
解
散
以
外
の
救
済
方
法
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
判
例
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
〉
ロ
ロ
ロ
了
当
〉
-
F
-
H
P
M
L
C
8
5
・

明者・

ωglug
参
照
。

(
7
)

一
回
目
。
r
F
2・
0
司・

2
7
抑
ミ
一
ω
目

y
-
N
U
・

(
8
)
司
司

a
g
B
〈

-
m，
C
F
m吋

ω
P
N
ι
白
由
日
(
町
一

P

E
印

ω)

(
9
)
C
}
2
5可
〈
・
同
，
E
ι
2
ω
烈
cm門
岡

戸

HNrDωcn芯
々
-
一
N∞
(UQロ
-
m
ω
k
f
N
A
〉
-
E
2
U
(
-
u
#
N
)
・

(
叩

)
ω
2
5
r作
品
〈
・
巧
0
5
・
8

2
・
』
・
何
』
・
印
印
印
ゆ
だ
〉
-
一
口
吋
∞
(
一
∞
∞
∞
)
・

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

株主の解散判決請求権

北法23(2・205)407



∞
口
寸
(
U
O
N
-
N〉
的

N

山場料

〔ニ)志.~.('!;!' Alabama Coal & Coke Co. v. ShackeHord， 137 Ala. 224， 34 So. 833， 834-835 (1903) ¥J ~' I -P...J矧:;Q ~1-<0
直子~~-PJti:禅キ1ト'制.}2' I -<0占子:Yf~-P閥単令l'Q' J ベJ':長 \JAr!;~ヨム ~4a~~' 副(必l'Q:læ縄'長沼 l'Q\J~ぐれ。-P...J.q~:;Q 0華E端徒主!:-:!:l
JνJ制わム~Af\';:さ由子昔1t~~0~睡眠0K1斗'~l牛WJ 時J0 主~æj.E' .q~:;t! 0組側阿ó組事併後四区却lITれ)~l'Q 唱~4a はさま'怠{誌記簿E割-<(receiver)
0tiiqê'~斗的駆除泌総喜宇佐0 1f-治 o靖国民'~州司吋Q \J キ(i;'>(''"。ー…矧:;Q0豊富選後世辱J .qH:;Q 0~蛮骨組戸当ó組事眠~制4く必聴4くお戸当主
-r~t-\-J~0~の型~4a ~~' .q~:;t!会j製;誕←トQ .}2 ~0主主性副韓国関-<0 出倍以ム..，('νo r{-'斗J0~ t-\-J~~I!ロ1鰻守眠時，)吋'尖千J .m" l'Q ¥J ~ >(' 
'"  0 J --'J J告て必~い二時。 cf. Reid Drug Co. v. Salyer， 268 Ky. 522， 105 S. W. 625， 629 (1937) ; Hammond， v. Hammond， 
216 S. W. 630， 632 (Tex. Civ. App. 1948). 

(~) Guaranty Laundry Co. v. Pullian， 200 OKla. 185， 191 P. 2d 975 (1948)， Flemming v. Heffner & Flemming， 263 Mich. 
561. 248 N. W. 900 (1933). 

(~) Edison v. Edison United Phonograph Co.， 52 N.1. Eq. 625， 29A. 195 (1894) ; Bowen v. Bowen-Romer Flour MiJls Corp.， 
114 Kan. 95， 217P.301 (1923) (思I...J'receiver 0駈*0 r{-副総~ν ム時)。

(さ) Nashiville Packet Co. v. Neville， 144 Tenn. 698， 235 S. W. 64 (1921) (g![...J' receiver 0出*0r{-拠隠母ν':'l'QY
(巴) Greenwood， op cit.， 47 Mich. L. Rev. at p.691 ; Note， op. cit.， 45 Iowa L. Rev. at p.771. 
(;:?) Katz v. Dewo¥f， 151 Wis. 337， 138 N. W. 1013 (1917). 
C:::) Sternberg v. Wolff，程~;悩(空〉。
(竺) Graham v. McAdoo， 135 Ky. 677. 123 S. W. 260 (1909) ; Gre巴nv. National Advertising & Arnusement Co.， 137 Minn. 
65， 162 N. W. 1056 (1917). 

(~) B30th v. Summit Coal Mining Co.， 55 Wash. 167， 104 P.207 (1909). 
(日 McGuire v. Kayser←McGuire Co.， 184 Minn. 553， 239 N. W. 616 (1931) ; Hepner v. Miller， 130 Col. 243， 279 P.2d 

総

1霊

818 (1954). 

Rudolph， op. cit.， 41 Mich. L. Rev. at p. 720， Gr，田nw∞d，op. cit.， 47 Mich. L. Rev. at p.689 
'J0~州民-r-P 0 --'J...J ν ， Flemming v. Heffner & Flemming，主~*組(~)~' r艇E民 0~実科 (dissensions) '~~:;t! Q継料引J 長

記E右o制後~Iモltt'選--'JキJ ...J母子Q 'J 付'~端会&~iヨ.:，~~細Hく \J~l'Q 'J --'J必l関西~~:;Q0~生誕~*+-l'Q駆除泌総雰1長Q~撃墜拠隠

(N) 

(~) 



‘会

. 
一雪

..' 

， 

t寸

め
る
多
く
の
判
例
が
あ
る
。
か
よ
う
な
判
例
は
、
特
に
、
会
社
に
少
数
の
株
主
し
か
お
ら
ず
会
社
が
会
社
構
成
員
の
実
際
の
目
的
に
お
い
て
は
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
よ
と
述
べ
て
い
る
心
お

Z-
巧
-
主
-
司
-UOM)
。

(
お
)
こ
れ
ら
の
う
ち
、
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
仲
裁
人
の
決
定
に
従
わ
し
め
る
仲
裁
契
約
に
つ
い
て
は
、
株
主
、
取
締
役
に
与
え
ら
れ
た
権
限
及
び
義
務

を
第
三
者
た
る
仲
裁
人
に
委
ね
る
こ
と
は
こ
と
は
で
き
な
い
、
な
ど
の
理
由
で
無
効
と
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
特
に
、
取
締
役
の
裁
量
権
に
属
す
る
会

社
の
経
営
・
政
策
に
関
す
る
仲
裁
契
約
に
つ
い
て
は
、
有
効
性
、
強
行
性
が
疑
問
と
さ
れ
て
い
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
、
拙
稿
・
北
法
一
二
巻
二
号
一

四

0
・
一
四
四
|
一
四
五
頁
参
照
〉
。

行
き
詰
り
を
打
開
す
る
方
法
と
し
て
、
い
か
な
る
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
、

N
0・2
2ァ

8
・
2
7
湖

m
u
・0
4
l
u
o
u
u

∞

p
i件円
y
o司
・
口
広

J
邸
一
∞
m
-
g
u
z
c
F
C司・口
-
f
A印円。
S
F・岡山
2
・
ぇ

3
・吋∞臼
i
吋
∞
印
参
照
。

(
刊
日

)
C
E『
0
2
H
M
E
ユ5
3
7
6
〉
込
一
二
二
条
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
申
立
に
よ
り
裁
判
所
が
解
散
を
命
じ
る
場
合
と
し
て
、
同
パ
ー
ト
ナ
ー
の
精
神
障
害
が

宣
言
さ
れ
ま
た
は
証
明
さ
れ
た
場
合
、
仙
パ
ー
ト
ナ
ー
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
中
の
義
務
を
履
行
で
き
な
い
場
合
、
制
パ
ー
ト
ナ
ー
が
事
業
の
運

営
に
不
利
益
を
与
え
る
行
為
を
し
て
い
る
場
合
、

ωパ
ー
ト
ナ
ー
が
故
意
ま
た
は
継
続
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ァ
プ
契
約
に
違
反
し
、
ま
た
は
そ
の
他
事

業
の
運
営
を
不
可
能
と
す
る
行
為
を
し
て
い
る
場
合
、
判
事
業
が
損
失
を
以
て
の
み
運
営
さ
れ
う
る
場
合
、

ωそ
の
他
解
散
が
衡
平
と
な
る
事
情
が
あ

る
場
合
、
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
解
散
を
否
定
す
る
理
由
と
な
ら
な
い
。

円
四
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n
r
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民
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・
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例
え
ば
、
テ
ィ
ン
グ
ル

は
、
「
閉
鎖
的
株
式
会
社
が
行
き
詰
り
を
生
じ
や
す
い
の
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
よ
う
に
、
株
主
は
お
互
い
を
信
頼
し
て
共
同
す
る
で
あ
ろ
う
と

の
株
主
聞
の
黙
示
的
な
約
束
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
約
束
な
し
で
は
、
い
か
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
、
そ
し
て
、
い
か
な
る

(
閉
鎖
的
)
会
社
も
設
立
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
株
主
は
白
か
ら
共
同
し
て
事
業
を
運
営
す
る
者
、
す
な
わ
ち
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
彼

ら
は
、
株
式
会
社
形
態
を
選
択
し
て
い
る
が
、
い
か
な
る
株
主
も
、
他
の
者
が
排
他
的
な
経
営
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
或
い
は
企
業
に
参
加
す
る

こ
と
が
好
ま
し
く
な
い
と
知
っ
た
な
ら
ば
、
企
業
に
投
資
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
(
宏
ι・
弘
司
・
吋
己
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
を
類
推
し
て
、
株
主
の
お
互
い
の
信
頼
・
共
同
関
係
が
破
綻
し
て
い
る
こ
と
が
解
散
を
命
ず
る
理
由
と
さ
れ
う
る
と
す
る
。

株主の解散判決請求権
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説

(お
)
H
Wロ
宮
号
ユ
自

HMHFHHZロ
問
除
問
νFHEEVFロ四

hc-
〈

(U包
括
-
一
回
印
同
ロ
ι・
ω
O
N
-
ω
C∞
咽
一
主

Z
同w
・
2
N
-
印
主
(
右
足
)

U

同り
H
Z
ι
g
g
〈
-
MりC
H
-
m吋

ω
c
・
日
品
目
旧
日
・
∞
∞
ω
(明
-F一回目一凶)・

(
幻
)
。

3
2
〈

-zm同
5
5
-
〉
仏
語
H
E
E
ロ
m

b
〉
ヨ
ロ
自
ヨ

g件
。
0

・w

前
掲
註
(
問
)
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
不
当
な
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ

プ
に
対
す
る
訴
に
お
い
て
、
本
件
と
同
じ
理
由
に
も
と
づ
き
、
同
様
な
救
済
(
解
散
)
が
与
え
ら
れ
て
い
る
判
例
に
反
対
す
る
根
拠
を
も
た
な
い
。
.

も
し
そ
の
原
則
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
適
用
さ
れ
う
る
も
の
と
し
て
適
正
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
株
式
会
社
と
い
う
組
織
の
方
法
及
び
形
態
は
、

本
件
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
く
株
J
I
の
申
立
に
対
し
て
、
同
様
の
救
済
を
否
定
す
る
十
分
な
理
由
に
な
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
」

C
m
N
2
・
者
-

岱仲間こ
8
8、
ま
た
、
司
2
2間
口
G

〈
・
田
区
L
Sロ
冨

E
日
ono--
日
-
Z・』・

ω品
。
『
品
∞
M-
玉
A
P
N
L
N
Oア
同
二
三
田
∞
)
は
、
「
会
社
の
法
人
格
、
が
無

視
し
え
な
い
の
は
一
般
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
原
則
に
は
例
外
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
:
:
・
利
害
関
係
に
あ
る
者
が
閉
鎖
的
な
同
族
会
社
の
所

有
者
の
み
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
般
原
則
の
自
動
的
適
用
を
な
す
べ
き
で
は
な
い
。
争
わ
れ
て
い
る
会
社
が
、
単
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
技
術
的
な
方
策
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
先
例
が
な
い
こ
と
は
、
正
当
な
結
果
を
与
え
る
に
必
要
な
衡
平
法
上
の
救
済
を
与
え

る
た
め
の
障
害
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
述
べ
、
会
社
が
未
だ
支
払
不
能
に
陥
い
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
な
場
合
に
も
、
解
散
を
認
め
る
べ
き
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
〉
宅
z
s
z
g
o『
】

ν
z
a
H
ν
g
n
r
g
L
U
Fぬ
の
9

・
5
F向
Fω
円
・
記
吋
一

ω・
コ
ア
一
∞
N
Z・
J円・

ω
・日仏

S
P
会
ω
(
-
S
U
)

の
附
属
意
見
、
及
び
烈
日
向
。
円
〈

-ca子
L
m
z・
J円・

ω
匡
∞
口
Mw
∞
8
・
N
E
Z
Jヘ・
ω
・
民
一

-
P
N
5
2
開・

8
印・

ω印
町
(
一
回
目
印
)
に
お
け
る

司
己
芯
判
事
の
反
対
意
見
も
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
場
合
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
同
様
な
理
由
(
信
頼
・
共
同
関
係
の
破
続
〉
で
解
散
を
認
め

る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

論

取
締
役
・
多
数
株
主
の
詐
欺
的
行
為
、
不
当
な
会
社
経
営

取
締
役
・
多
数
株
主
そ
の
他
会
社
の
支
配
権
を
掌
握
す
る
者
の
詐
欺
的
行
為
或
い
は
不
当
な
会
社
経
営
も
、

帥

少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ

い
て
会
社
の
解
散
を
命
じ
う
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
、
株
主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
裁
判
所
が
解
散
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る

こ
と
を
認
め
た
最
初
の
判
例
で
あ
る

Z
E
R

〈-∞
E
r
z
ゎ
0
・
事
件
は
、
設
立
時
社
長
で
あ
っ
た
原
告
が
、
そ
の
後
多
数
株
主
と
な

っ
た
設
立
以
来
の
共
同
経
営
者
に
よ
り
社
長
の
地
位
を
解
任
さ
れ
、
そ
の
多
数
株
主
が
社
長
・
支
配
人
と
し
て
の
高
額
の
報
酬
を
受
け
取

り
、
ま
た
そ
の
所
有
し
て
い
る
土
地
を
会
社
に
多
額
で
賃
貸
し
、
他
方
、
会
社
は
七
年
間
何
ら
の
利
益
配
当
も
せ
ず
、
多
数
株
主
(
社
長
)

北法23(2・208)410
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が
、
自
己
の
個
人
的
利
益
の
た
め
に
会
社
資
産
を
流
用
し
、
少
数
株
主
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
会
社
を
運
営
し
て
い
た
事
案
で
、

ま
さ
に

こ
の
場
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

株
主
は
、
会
社
が
多
数
決
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
取
締
役
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

企
業
に
投
資
し
会
社
関
係
に
加

わ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

多
数
決
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
決
議
・
業
務
の
執
行
に
よ
っ
て
一
部
の
株
主
が
個
々
的
に
不
利
益
を
受
け
る
場
合

が
あ
る
こ
と
は
、
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
不
満
で
あ
る
な
ら
ば
、
株
式
を
処
分
す
る
な
り
、
任
意
解
散
を
求
め
る
な
り

し
て
、
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
を
は
か
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

多
数
決
支
配
が
根

本
原
則
で
あ
る
と
し
て
も
、
取
締
役
、
多
数
株
主
は
、
会
社
運
営
・
業
務
の
執
行
の
う
え
で
与
え
ら
れ
て
い
る
権
限
を
会
社
及
び
株
主
の

た
め
に
誠
実
に
行
使
し
、
会
社
の
資
産
及
び
利
益
を
全
て
の
株
主
の
利
益
の
た
め
に
運
用
し
、
分
配
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
会
社
資
産

の
横
領
・
費
消
、
会
社
と
の
取
引
か
ら
利
益
を
引
出
す
行
為
、
取
締
役
・
役
員
の
職
務
に
対
す
る
報
酬
の
名
目
で
利
得
す
る
行
為
、
取
締
役

・
多
数
株
主
が
職
務
上
得
た
情
報
知
識
・
を
利
用
し
て
会
社
の
株
式
の
売
貿
を
行
な
い
少
数
株
主
の
犠
牲
に
お
い
て
利
得
す
る
行
為
な
ど
、

取
締
役
、
多
数
株
主
が
、

Q
E
5
3
4
仏
己
ち
に
違
反
す
る
、
場
合
に
よ
っ
て
は
株
主
に
対
し
詐
欺
(
問
自
民
)
と
な
る
許
さ
れ
な
い
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
取
締
役
、

会
社
ま
た
は
少
数
株
主
の
犠
牲
に
お
い
て
自
ら
の
個
人
的
利
益
を
は
か
る
行
為
を
な
す
こ
と
は
、
忠
実
義
務

(寸

多
数
株
主
、

そ
の
他
の
会
社
支
配
者
が
、
忠
実
義
務
に
違
反
し
或
い
は
株
主
に
対
し
詐
欺
と
な
る
行
為
を
継
続
的
に
繰
り
返
し
、
少
数
株

株主の解散判決請求権

主
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
自
ら
の
個
人
的
利
益
を
は
か
る
目
的
で
会
社
を
存
続
し
て
い
る
に
す
、
ぎ
な
い
場
合
に
は
、

衡
平
を
実
現
す
る
た
め
に
、
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

裁
判
所
は
正
義
と

と
こ
ろ
で
、
裁
判
所
が
会
社
の
解
散
を
認
め
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
最
後
的
か
つ
非
常
の
救
済
方
法
と
し
て
で
あ
る
の
で
、
解
散

以
外
の
他
の
救
済
方
法
に
よ
っ
て
株
主
の
利
益
を
適
当
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
解
散
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、

取
締
役
・
役
員
な
ど
に
よ
り
詐
欺
的
行
為
、

不
当
な
会
社
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
多
分
に
他
の
救
済
方
法
に
よ
っ
て
保
護
さ

北法23(2・209)411



説

れ
う
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
詐
欺
的
・
不
正
な
行
為
の
無
効
及
び
取
消
ほ
も
し
く
は
差
止
命
匂
及
び
代
表
訴
訟
の
提

時
株
主
が
詐
欺
的
な
会
社
資
産
の
流
用
を
知
る
た
め
の
会
計
書
類
の
開
示
命
令
』
不
正
な
取
締
役
・
役
員
の
解
鳥
〉
適
当
な
取
締
役
が

選
任
さ
れ
る
ま
で
に
会
社
の
業
務
を
執
行
し
会
社
財
産
を
管
理
す
る
暫
定
的
財
産
管
理
人
公
2
6
0
E
q
B
n包
括
同
)
の
任
命
w

及
び
こ
れ

ら
の
い
く
っ
か
の
方
法
、
な
ど
に
よ
っ
て
株
主
の
利
益
が
適
当
に
保
護
さ
れ
、
救
済
が
与
え
ら
れ
う
る
と
判
断
さ
れ
う
る
場
合
に
、
裁
判

論

所
は
解
散
の
請
求
を
認
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
正
な
行
為
の
無
効
と
取
消
し
及
び
差
止
命
令
、
取
締
役
・
役
員
の
解
任

な
ど
に
よ
る
救
済
方
法
は
、
多
数
株
主
が
白
ら
の
個
人
的
利
益
を
は
か
り
詐
欺
的
、
不
正
な
行
為
を
し
て
い
る
場
合
、
及
び
、

役
員
が
多
数
株
主
の
利
益
の
た
め
に
も
し
く
は
多
数
株
主
を
背
景
に
、
少
数
株
主
の
利
益
を
犠
牲
と
す
る
行
為
を
継
続
し
て
行
な
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
株
主
(
少
数
株
主
)
の
利
益
を
十
分
に
保
護
す
る
方
法
と
な
り
う
る
か
は
疑
問
と
さ
れ
る
。
け
だ
し
、

取
締
役
・

こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
何
度
取
締
役
の
選
任
決
議
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
新
し
い
取
締
役
は
多
数
株
主
の
利
益
を
代
表
す
る
者
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
ま
た
不
正
行
為
の
差
止
な
ど
を
し
て
も
、
不
正
が
将
来
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
十
分
予
想
さ
れ
る
の
で
、
一
時
的
な
救
済
方
法

に
し
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
詐
欺
的
行
為
、
不
当
な
会
社
経
営
を
理
由
と
す
る
解
散
請
求
は
、
特
に
、
そ
れ
が
、
多
数
株

に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
、
判
例
も
、
多
く
は
こ

主
の
利
益
の
た
め
に
も
し
く
は
多
数
株
主
を
背
景
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、

の
場
合
に
解
散
を
認
め
て
い
れ
r

な
お
、
若
干
の
判
例
で
は
、
取
締
役
・
多
数
株
主
が
会
社
の
資
産
を
流
用
す
る
な
ど
の
詐
欺
的
、

不
当
な
会
社
経
営
を
継
続
的
に
行
な

っ
た
た
め
に
、
会
社
を
破
産
に
導
く
お
そ
れ
の
あ
る
よ
う
な
場
合
で
な
け
れ
ば
、
解
散
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
も
の
が
向
か
。

」
れ
に

対
し
て
は
、
会
社
が
利
益
を
得
て
運
営
さ
れ
、
も
し
く
は
支
払
不
能
に
陥
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

故
意
に
利
益
配
当
を
せ
ず
に
会
社

に
利
益
を
留
保
し
、
他
方
で
は
取
締
役
・
役
員
の
職
務
に
対
す
る
報
酬
の
名
目
で
利
益
を
分
配
す
る
、
或
い
は
、
会
社
の
会
計
書
類
を
開

示
せ
ず
、
取
締
役
・
多
数
株
主
が
少
数
株
主
の
株
式
を
安
価
で
買
い
取
る
な
ど
の
方
法
が
、

し
ば
し
ば
取
締
役
、
支
配
・
多
数
株
主
が
少

北法23(2・210)412
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数
株
主
の
利
益
を
排
除
し
、
閉
め
出
す
(
片
岡
市
巾
見
。
己
)
た
め
に
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
少
数
株
主
に
抑
圧
的
守
匂
官
拘
留
守
巾
)
な
行
為

が
継
続
し
て
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

た
と
え
会
社
を
破
産
に
導
く
お
そ
れ
が
な
く
と
も
、

会
社
を
解
散
す
る
以
外
に
は
少
数
株
主
の

利
益
を
保
護
し
て
適
当
な
救
済
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
、
判
例
は
こ
の
場
合
に
、

少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
解
散
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
裁
判
所
の
解
散
の
命
令
は
、
少
数
株
主
の
利
益
保
護

の
た
め
の
有
効
・
適
切
な
救
済
方
法
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
、

l→ 

(
1
)

取
締
役
の
忠
実
義
務
は
、
取
締
役
と
会
社
と
の
聞
に
生
ず
る
利
益
の
衝
突
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
法
理
で
あ
る
が
、
取
締
役
は
株
主
に
対
し
て

も
信
任
関
係
上
の
義
務
を
負
い
、
取
締
役
の
権
限
が
全
て
の
株
主
の
利
益
の
た
め
に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
(
こ
の

点
に
つ
い
て
、
赤
堀
(
渋
谷
〉
光
子
「
取
締
役
の
忠
実
義
務

ω」
法
協
八
五
巻
一
号
二

O
l一
一
一
頁
参
照
)
。
ま
た
、
初
期
及
び
近
時
に
お
い
て
は
、
特

に
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
関
し
て
、
支
配
・
多
数
株
主
の
少
数
株
主
に
対
す
る
忠
実
義
務
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
、
拙
稿
・
北
法

一
一
一
巻
二
号
一
二
四
頁
参
照
)
。

(
2
)

例
え
ば
、
前
述
の

Z
E耳
〈

-F--rr(U0・
判
決
は
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
根
拠
に
つ
い
て
、
「
配
当
が
七
年
間
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
唯
一
の
理

白
は
、
多
数
株
式
を
所
有
し
て
い
る
L
が
、
会
社
を
自
ら
の
個
人
的
利
益
の
た
め
に
支
配
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
衡
平
法
裁
判
所
は
、
配
当
が
支
払

わ
れ
な
い
こ
と
が
通
常
の
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
不
当
な
会
社
経
営
が
継
続
的
に
な
さ
れ
て
い
る
重
大
な
詐
欺
に
よ
る
場
合
に
、
適
当
な
救
済
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
・
:
・
:
:
本
件
は
明
ら
か
に
信
任
の
濫
用
で
あ
る
。
法
は
、
多
数
株
主
が
会
社
の
支
配
・
経
営
に
お
い
て
、
少
数
株

主
に
誠
実
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
会
社
が
投
資
し
た
各
株
主
に
で
き
る
か
ぎ
り
の
利
益
を
分
配
す
る
よ
う
に
経
営
さ
れ
る
こ
と
が
、
信
任
の

実
体
で
あ
る
。
受
託
者
は
全
て
の
利
益
を
奪
っ
て
い
る
。
会
社
は
、
詐
欺
的
な
経
営
と
会
社
資
産
の
流
用
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
を
失
っ
て
い
る
。
原
告

は
、
会
社
が
彼
に
対
す
る
詐
欺
の
目
的
の
た
め
に
継
続
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
権
利
を
有
す
る
。
そ
し
て
、
衡
平
法
裁
判
所
は
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
、
原
告
に
適
当
な
救
済
を
与
え
、
更
に
、
会
社
の
解
散
を
命
じ
る
権
限
を
有
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
G

ω

Z

・
巧
・
注
目
》

N
N
A
〉。

な
お
、
誠
実
に
判
断
が
行
使
さ
れ
れ
ば
、
会
社
を
解
散
す
る
こ
と
が
会
社
及
び
株
主
の
利
益
と
な
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
取
締
役
・
多
数
株
主

が
会
社
を
解
散
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
自
体
が
、
忠
実
義
務
違
反
に
な
る
と
す
る
判
例
が
あ
る
。
同

2
8
2問「〈・

F
S
E口
問
}
戸
開
己
主
ロ
聞
の
C
J
N
N
m

z・J
円
・
一
∞
印
二
ロ
Z
-
何
・
玉
∞
ハ
-
2
U〉
山
「
2
Zユ〈・わ戸釦同)目
u
u
s
z・J
円・

ω・
N
L
ω
5
・
呂
田

Z

・
同
日
仏

2
0・
N
当
Z

・J
円・

ω・
M
L
-
O
N
(
呂田
ω
)
・

株主の解散判決請求権

e 
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一
回
町
一
色
n
y
o円
唱
明
∞
口
∞
N

司
∞
一
N
・

な
お
、
裁
判
所
は
、
取
締
役
会
が
詐
欺
的
、
悪
意
も
し
く
は
抑
圧
的
に
利
益
配
当
の
宣
言
を
怠
っ
て
い
る
場
合
に
、
株
主
に
よ
る
配
当
の
宣
言
の
強
制

を
求
め
る
訴
に
対
し
て
衡
平
法
の
救
済
を
与
え
宙
-m
ニロ

ctぬ
〈
出
己
冨
O
昨日
(
U
G
-
-
2
0
7向
Hny
・品目白・コ

cz・4
司・
m
m
∞
(
呂
志
)
U
C
G
在
日
仏

〈
-
C
D
E
Z
P
ロ
z・J
ヘ
ω
民
自
由
N
(
-
u
当
〉
)
、
ま
た
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
、
一
定
の
割
合
で
或
い
は
特
定
の
者
に
配
当

の
宣
言
を
す
べ
き
旨
の
株
主
聞
の
合
意
、
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
合
意
(
契
約
)
の
効
力
に
つ
い
て
、
裁
判
所
で
い
く
つ
か
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
か
、

こ
れ
を
有
効
と
し
、
合
意
に
従
っ
た
配
当
を
宣
言
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
も
の
が
あ
る
(
巧

ω
g
m
y
gア
〈
・
〉
E
2
2口
同
耐
え
ユ
向
島
2
叶，

E
E
H仲

no--
吋

明

日

仏

ω
ω
印
(
の
の
・
〉
・
∞
江
戸
・
5
N
印
)

U

のと
-R
〈
-
C
m
w
z
o
F
ω
N
ロ
-
-
N
ι
5
・
N口
ω
Z
-
何

-
N
ι
印
J
1
吋

(
-
u
mム
ー
)
)
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
株
主
の
解
散
判
決
請
求
権
は
、

そ
の
法
的
基
礎
を
、
株
主
相
互
間
の
信
任
義
務
と

組
合
的
(
契
約
的
)
結
合
関
係
の
存
在
に
求
め
、
株
主
は
、
株
主
権
発
生
の
基
礎
と
な
る
会
社
と
株
主
と
の
契
約
に
よ
り
、
会
社
の
営
業

活
動
が
注
意
深
く
、

そ
し
て
会
社
の
権
限
内
に
お
い
て
合
法
的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
請
求
権
を
有
し
、
会
社
を
支
配
し
て
い

る
者
が
株
主
の
利
益
に
反
す
る
不
正
な
行
為
を
な
し

或
い
は
会
社
の
機
能
が
停
止
し
て
設
立
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

(斗

っ
た
場
合
な
ど
に
、
株
主
の
利
益
を
保
護
し
救
済
を
与
え
る
方
法
と
し
て
、
判
例
法
上
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
裁
判
所
は
、

ω
会
社
の
営
業
が
全
く
開
始
さ
れ
な
い
か
、
長
期
に
わ
た
っ
て
停
止
さ
れ
、
会
社
の
営
業
が
全
く
放
棄
さ
れ
て
い
る
場
合

ω
設
立

当
初
の
目
的
の
達
成
が
不
能
も
し
く
は
不
可
能
と
な
る
か
、
会
社
の
事
業
目
的
が
根
本
的
に
変
更
さ
れ
た
場
合
、
及
び
事
業
活
動
の
継
続

株主の解散判決請求権

が
損
失
の
み
を
も
た
ら
し
結
局
は
破
産
す
る
こ
と
が
明
白
な
場
合

内
ベ

υ

の
側
に
も
他
方
を
強
制
し
う
る
だ
け
の
力
が
な
く
、
そ
の
た
め
に
会
社
の
運
営
に
行
き
詰
り
が
生
じ
て
い
る
場
合

株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
の
意
見
が
等
し
く
分
裂
し
、

A
斗
A

い
ず
れ

多
数
株
主
が
自

ら
の
個
人
的
利
益
を
は
か
り
詐
欺
的
な
行
為
を
し
て
い
る
場
合
、
及
び
取
締
役
そ
の
他
の
会
社
支
配
者
が
多
数
株
主
を
背
景
と
し
て
、

数
株
主
の
利
益
を
犠
牲
に
不
当
な
会
社
経
営
を
し
て
い
る
場
合
、

に
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
き
会
社
の
解
散
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
も
、
単
に
会
社
が
現
に
損
害
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と
、

或
い
は
会
社
が
利
益
を
得
て
営
業
を
継
続
で
き
る
-
可
能
性
が 少

北法23(2・213)415



説

株
主
間
或
い
は
取
締
役
聞
に
意
見
の
対
立
が
存
在
し
て
い
る
事
実
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
会
社
の
営
業
・
業
務
の
執
行
を
妨
げ
る
原
因
と
な
り
、
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
に
重
大
か
つ
打
開
し

少
な
い
こ
と
は
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
理
由
と
な
り
え
ず
、

ま
た
、

王子b.
凶間

え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
更
に
、
取
締
役
・
多
数
株
主
そ
の
他
の
会
社
支
配
者
の
詐
欺
的
行
為
、

不
当
な
会
社
経
営
の

場
合
に
つ
い
て
、
取
締
役
・
役
員
の
解
任
、
差
止
命
令
、
代
表
訴
訟
な
ど
の
他
の
救
済
に
よ
っ
て
、
株
主
の
利
益
が
適
当
に
保
護
さ
れ
う

る
場
合
に
は
解
散
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
解
散
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
適
用
範
囲
を
か
な
り
限
定
し
て
い
る
。
他
方
で
は
、

比
較
的
少

数
の
株
主
か
ら
な
っ
て
い
る
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
事
例
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
行
き
詰
り
が
生
じ
や
す
い
背
景
と
、
解
散
に
よ
る
株

主
の
利
益
の
保
護
の
必
要
性
、
及
び
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
存
在
は
株
主
聞
の
信
頼
・
共
同
関
係
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
特
質
を
考
慮

し
、
行
き
詰
り
の
場
合
に
解
散
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
を
緩
や
か
に
解
釈
し
、
ま
た
、
故
意
に
利
益
配
当
を
せ
ず
取
締
役
・
役
員
が

高
額
の
報
酬
を
受
け
取
る
な
ど
、
少
数
株
主
の
利
益
を
排
除
し
、
閉
め
出
す
行
為
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
会
社
の
存
続
を
困
難
な

ら
し
め
る
事
情
が
存
在
し
な
く
て
も
、
少
数
株
主
の
個
人
的
利
益
の
保
護
の
た
め
に
解
散
を
認
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
株
式
会
社
は
多
数
決
原
則
が
支
配
す
る
団
体
で
あ
る
か
ら
、
多
数
決
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
株
主
総
会
決
議
、

取
締
役
会
の

業
務
執
行
に
関
す
る
決
定
に
よ
っ
て
、

一
部
の
株
主
が
個
々
的
に
不
利
益
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
多
数
決
支
配
が
当
然
に
予
定

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
決
議
、

決
定
が
自
己
に
不
利
益
で
あ
る
と
考
え
、
或
い
は
会
社
の
運
営
方
針
に
不
満
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、

新
し
い
取
締
役
を
選
任
す
れ
ば
よ
い
し
、
更
に
、
会
社
が
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
、
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
自
己
の
株
式
を
他
に
譲
渡
す
る
な
り
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
る
任
意
解
散
を
求
め
れ
ば
よ
い
、

と
い
う
こ
と
は

判
例
、
学
説
上
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

近
時
の
よ
う
に
、
取
締
役
の
会
社
経
営
権
限
が
強
化
さ
れ
る
反
面
、

株
主
の
経
営
管
理
権
が
縮
小
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
企
業
の
所
有
と
経
営
の
分
離
の
傾
向
が
明
瞭
に
な
る
に
つ
れ
、
多
数
決
の
濫
用
、
会
社
経

営
者
、
支
配
・
多
数
株
主
の
横
暴
、
専
恋
に
対
し
て
、
少
数
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
株
主
の
解
散
判
決
請
求
権

北法23(2・214)416



の
重
要
性
が
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

ま
ず
、

株
主
は
任
意
解
散
の
方
法
を
求
め
れ
ば
よ
い
と
す
る
こ
と
を
安
易

に
持
ち
出
す
こ
と
は
、
少
数
株
主
の
利
益
保
護
を
無
視
し
た
考
え
方
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
州
の
制
定
法
は
、
た
と
え

会
社
が
な
お
継
続
し
て
利
益
を
あ
げ
る
見
込
み
が
十
分
で
あ
っ
て
も
、
株
主
総
会
の
多
数
決
に
よ
っ
て
会
社
を
任
意
に
解
散
す
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
が
、
議
決
権
を
有
す
る
も
し
く
は
社
外
株
式
の
過
半
数
ま
た
は
三
分
の
こ
を
有
す
る
株
主
の
同
意
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の

で
、
多
数
株
主
が
結
託
し
て
決
議
の
成
立
を
阻
止
す
る
こ
と
が
容
易
に
行
な
わ
れ
や
す
く
、
少
数
株
主
の
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
の
方
法

と
し
て
、
殆
ん
ど
実
効
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
誠
実
に
判
断
を
行
使
す
れ
ば
、
会
社
を
解
散
す
る
こ
と
が
会
社
及
び

株
主
の
利
益
と
な
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
多
数
株
主
、
取
締
役
が
自
ら
の
個
人
的
利
益
を
は
か
る
目
的
で
、
会
社
を
解
散
し
よ
う
と

し
な
い
場
合
に
、
少
数
株
主
の
訴
に
も
と
づ
い
て
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ふ
せ
ま
た
、
株
式
を
譲
渡
し

て
投
下
資
本
を
回
収
し
、
会
社
関
係
か
ら
離
脱
し
う
る
と
の
点
は
、
閉
鎖
的
株
式
会
社
の
よ
う
に
株
式
の
処
分
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
場

(寸

合
だ
け
で
な
く
、
株
式
の
自
由
譲
渡
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
会
社
運
営
が
行
き
詰
っ
た
り
、
取
締
役
・
多
数
株
主
が

不
当
な
会
社
経
営
を
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
、
株
式
を
他
に
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
多
く
は
、
株
式
の
譲
受
人
を
見
出
す
こ
と
は

困
難
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
損
失
を
以
て
の
み
譲
渡
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
取
締
役
の
改
選
・
解
任
な

ど
に
よ
り
会
社
運
営
の
行
き
詰
り
、
取
締
役
・
多
数
株
主
の
不
当
な
会
社
経
営
を
打
開
、
是
正
し
、
少
数
株
主
の
利
益
を
適
当
に
保
護
し

救
済
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
株
主
が
裁
判
所
に
会
社
の
解
散
を
求
め
て
い
る
場
合
の
多
く
は
、
す

株主の解散判決請求権

で
に
株
主
聞
の
意
見
の
対
立
或
い
は
取
締
役
な
ど
の
会
社
支
配
者
の
不
当
な
会
社
経
営
が
原
因
で
、

近
い
将
来
、
株
主
が
共
通
の
利
益
を

目
的
と
し
て
共
同
し
う
る
可
能
性
が
少
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
解
散
が
最
後
的
か
つ
非
常
の
救
済
方
法

〔

4
V

で
あ
る
こ
と
を
余
り
強
調
し
す
ぎ
で
は
な
ら
な
い
こ
と
も
、
識
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
点
で
、
判
例
に
お
い
て
、
解
散
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
会
社
の
存
続
を
維
持
し
つ
つ
、
少
数
(
申
立
)
株
主
の
利
益
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説

を
直
接
的
に
保
護
す
る
方
法
と
し
て
、
解
散
の
命
令
に
代
え
て
、
申
立
株
主
の
株
式
の
持
分
に
応
じ
た
額
を
会
社
資
産
か
ら
申
立
株
主
広

支
払
う
べ
き
旨
の
命
令
、
申
立
株
主
の
株
主
の
持
分
に
応
じ
た
額
を
会
社
資
産
か
ら
支
払
う
た
め
に
会
社
は
減
資
す
べ
き
旨
を
命
じ
、
そ

れ
が
な
さ
れ
な
い
な
ら
ば
解
散
の
命
令
、
多
数
株
主
が
解
散
を
望
ま
ぬ
な
ら
ば
申
立
株
主
の
株
式
を
買
取
る
べ
き
旨
の
命
令
、
を
与
え
て

ヨメ込
目岡

い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
合
併
な
ど
の
場
合
に
反
対
株
主
に
認
め
て
い
る
株
式
買
収
請
求
権
、

及
び
株
式
の
譲
渡
制
限

の
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
株
式
売
買
協
定
に
類
似
し
た
も
の
で
、
会
社
企
業
の
維
持
と
少
数
株
主
の
利
益
保
護
の
調
和
を
は
か
つ

《
自
】

た
、
注
目
す
べ
き
か
っ
適
切
な
救
済
方
法
を
示
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
c

最
後
に
、
解
散
判
決
を
請
求
し
う
る
株
主
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
判
例
で
直
接
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
解
散
を
求
め
る
訴
は
、
代

表
訴
訟
と
異
な
り
、
株
主
個
人
の
私
的
利
益
の
救
済
を
求
め
る
個
人
訴
訟

-ハ
F
ロ内凶
F
4日
仏
己
同
-
閉
口
広
)

で
あ
り
、
会
社
支
配
者
の
詐
欺
的
、
不

正
な
行
為
に
対
し
て
救
済
を
求
め
、
株
主
相
互
間
の
契
約
的
結
合
関
係
の
解
消
を
求
め
る
訴
で
あ
る
か
ら
、

し
う
る
単
独
株
主
権
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
請
求
の
相
手
方
は
、
会
社
で
あ
っ
て
、

各
個
の
株
主
が
訴
を
提
起

個
人
た
る
他
の
株
主
や
取
締
役
・
役
員
な

ど
の
会
社
経
営
者
を
被
告
と
し
て
訴
え
る
こ
と
は
、

一
般
的
に
必
要
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
解
散
を
求
め
る
訴
は
、
会
社
の
構
成

員
た
る
株
主
が
実
質
的
に
株
主
聞
の
契
約
的
結
合
関
係
の
解
消
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
全
て
の
株
主
を
相
手
に
訴
を
提
起
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
判
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
形
式
的
に
こ
の
立
場
を
と
る
も
の
も
、
株
主
が
多
数
の
場
合
な
ど
に
は
解
散
判
決

を
求
め
る
こ
と
が
実
際
上
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
考
慮
し
て
、
会
社
の
代
表
者
を
相
手
に
訴
を
提
起
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い

る。
(
1
)
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2
)

こ
の
よ
う
な
場
合
、
裁
判
所
が
取
締
役
に
解
散
決
議
を
な
す
た
め
に
株
主
総
会
を
招
集
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
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